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I 経営区の梅況

A•地况

1. 位 置

木経営区は茨城県久慈郡北部にあって,東経 140°1'～140°34',」ヒ緯36。38’〜 36。56'に跆が 

り, その川の直径は東西 28km, 南北 33 km に及び, 久芸間大子町・袋I川付・川村・」小 

川村・ 下小川村・依上村・ﾡ高野付・ 黒沢村 •佐原村 •小里村 • 賀美村 ••生瀬村 •ぐ ド野村. 

商村・染利村および金砂付にわたつて介在し, その商i所は約12,143ha である (:壇図 

参)。

2. 地形

本経営区を構成す るi山系は, ほぼ南北に竝走 している。これら を順真側から没"明してみ 

ろと,阿武隈山地市市部の多賀山系が前秩経営区との境界を述つていろ。このu地の小には多数 

の谷力:開柝されている力:, その山ﾡを逃ねる時は波状の小単な商とな り, 商5断バの地形を示 

し,川地の平均の高さ は約 400～500mである。このポ所は例側作川のﾡ県生じたiW下ルで 

あると考え られている。国: 行林の 集中 してい る 久慈郡,多賀郡の相接する地方は標式的な も の 

で, 起伏面が 600～800m の間に存在 している。準平原ができてからは土地全休か」:兄 があっ 

て, その準平原面に深い谷が彫刻 され,準平原面は 多数の片々 に分れて しまった。なお, その 

後呼び上に外が繰り返されてこれらの谷が若返り,深い映谷も上述の谷のに生じている。錦地 

山(552m)と東金砂(460m) を連ねる山田川と黑川の間には, 小さな鍋足山系がある。 鍋 

足山周辺の集地岩林地では,その露頭を見る  よ う な急峻地も あるが,これに続する北部おょ 

び南部の第3系の地方は,遙かに緩い山容をなしている。この小山系の西側山田川と久慈川に 

挾まれて,生瀬荷士(460m) とり休山 (654m) を連ねる同じような小山系がある。 とんど 

集塊岩で構成され,険皿で急峻な突出した地形をなしている。最も西側には,栃木県界を走る 

八溝山(1022 m) ・花I(689m) ・高戸山I (581m) ・人士山(512m) を連ねている八溝 

山系が市北に縦述している。この八溝山系は,輪廓桁円形をなし,著しく 開折された地塊であ 

り,平均山頂は 600～700mの商さを行している。八溝山周辺は ことに深い縦谷をつくり 急斜 

地が多いが, 7部に税 く 第3 系の発選 してい る地方は , 緩い. 丘陵状の地形 を 呈して いる。

次におもな河川は,とれら山系のIを市に流れる数河と,多賀山系から東に向う大北川とが 

ある。大北川は多賀山系の東北部三古宝山に源があ り , 多賀郡磯原Iり附近で太平洋に注し、でい 

る。多賀山系と鍋足山系との川には黒川が,錦足山系とり休山系との間にはﾡ科川をあわせてI 

田川が, その西力には久慈川がそれぞれ商している。久慈川は本経営区中址大の河川で,支 

流と して八溝山に源があ り,宮川村下野宮附近で介流する八溝川,鍋足 • 男休両山系の北部およ 

びそれらの小山系に囲まれた盆地からでて,久慈川に注ぐ滝川および栃木縣界からでて,八満山 

塊の横谷とな り 佐原 •依上 •大子の 3 町村を色合 し,大子町東端で久慈川に述 ぐ押川等があ る。
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3. 地 質

本経営区防の 地系統およ び岩行について 簡単に設期すれば, 八溝 山系 を 構成 している 水 

ダは ,従来小仏 占生片 と称された もので,今 日 まで 占生代上部あ るいは秩父古生ﾡ とされて 

さたが:, この水ﾡは, むしろ生片とおえた方が合則的であろうといわれている。 主に砂

粘板岩からなり,稀に述いレンズ状のイ次皆を挾んでいる。走向は黑沢村八溝川の谷など 

は,北東〜南西ないし南北で,北西ないし西方に傾いている。構上にﾡ子山に連税するように 

•考怠られるが,瑤子屈群に較べてチャー トの発述が少ない点西的には多少の差興があるよう 

である。

八満山 系の周辺は,低い に陵や段丘が拡がつてい る。こ の地域には第 3 系が発述し, これらの 

に唆を構ル している。また, 段丘. や台地でも その然には第3系があつて, その上を渋積店や 

沖ﾡがﾡしている。久慈川域に発逆する第3系では,大子地方がﾡも標式的でその逆能 

は,北方では棚介 •白河方面に,南方は大宮町,太川町から水ハ市にかけて分布している。今 

これらの第3系について 簡単にﾡ期すれば,

渡川州パ : 人子盆地の1市西部にﾡ式的に発逆し,上部の浅川はﾡ失,砂, 真などか 

らなり,特に凝矢は向色 または淡灰色で特徴があ る。

滝ル :リ作II西ガの」.小川村流イ附にﾡ式的にみられる地ﾡで, お も に礫岩, 砂岩, 泥岩一 

からなり 火山性の舟石が少ない。礫岩には片麻岩,花崗岩の礫が多い。

リ休作山集挑州片 :おもにガラ スt交山の角際か ら なる集塊外の地府で,北 x 西〜南々東に 

走り, 東方に 20°～30°Mいている。

tfeII:届峠の東方代近防にﾡ式的に発述する地ﾡで, ﾡ岩, 砂岩, 泥岩,凝灰岩な 

どからな り,礫岩には花渦野の礫が多い。

小生瀬店:代Iの東力小生瀬地方にﾡ式的に発述し, 確特, 砂岩, 初質貢岩などからなつ 

ている。

次に棚倉川」を通つて,IほF北25°西の方向に著しく破砕された古期岩ﾡの分布がある。これ 

は棚倉破砕帶 とい われ,巾 2〜3km で帶状に長く 分布 し,塩町附近で 久慈川 と 交叉 してい る 

が, これから南方では山田川,黒川の谷に沿う て伸びてい る ようである。破砕帶をなす号石に 

は,阿武限山地と八溝山系の両方の岩石を含んでいる。

阿武限山地の本休は,花崗岩類 •片麻岩類 •結品 片岩類で ある。国行林の多い地域は, 特に 

花i類が多いよ うである。

B.気候

木地方はM非" の気候区 々 分 によ る と,En! からEu への移行常に あ り, 気候様式はやや 

内降的な特後をおびているようである。 个附近の観測所の 測候値 を示す と 第1表のようであ 

る。
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第 1 表 気象 観 測 表
Table 1.Climatological Data.

平均気温 °C (Mean temperature. ℃)

月別 1 2 3 4 5 6 7 8 9_10、11_12 全年
Month Jan. Feb. Mar. Apr. May June July Aug. Sept. Oct. Nov. Dec. Year

1AIG。 31.4 58.5 95.8 121.5 136.8 148.1 167.2 216.9 216.3 146.9 80.0 38.6 1458.3 
kA.。 34.4 59.3 101.6 134.9 159.1 155.1 182.9 200.6 224.4147.3 41.1 42.6 1533.6 

観測所位置 大子： 大子町農学校 東縮 140。20,, 北緯 36°46. 海抜高 110m 
小中 : 小里村小学校 東経 140°29'. 北緯 36。45', 海抜商 210 m

第1炎によると, 経営区の点イする近辺の不地では,大休年イ均気温 18°～19°C, 較 

約13°C, 4除水量1500mm 前後であり,期川とおえられる4〜10 のイ気温と降水 

量は,大子でそれぞれ約24.9°C, 約1234mm,小lで約23.9°C, 約1205mm となつてい 

る。また,ラング係数は,大子で約77 (46),小小で約85 (50) となつている (ただし, 括ﾡ 

lの数位は糸4期川の 11〜3 月 を除いた も のである)。 しかし, 国行林はいわゆる山 同uで 

あろため, 気温の低下と降水量の増加が:場にﾡ像され, したがつて, ラング係数は より 大き 

な数値とな る もの と考えられる。実際に八溝 •多賀山系の高所では,気過の低ド, 降水量の増 

加は, はつきりと経験される。また, これらの地域では,地形の変化にんでいるので狭い範 

開内で, 気象要素が大きく 変化する ことが務父 られろ。風は局部的の地形に大き く影響される 

が, 木地方は 冬期の北西季節•風力:卓.越し,高所ほど強く なつている。

c.植生および林況

経営区はかな り の広範囲に点企 してい るため,植生の景観 も地理的位&に よ つてかな り相興 

している。経営区南部大下野方面の 300m 前後の低所では暖帶性植生が発達 し, 82 林班門の

然林では, カヤ •カシ •シイ 類,ッバキ・サカキ・ ヒサカキ・カゴノ キ等の常緑広葉樹がみ 

られる。しか、し経営区では,とれらﾡﾡ性ﾡ生のめる地域はかぎられてお り,この地方がおよ 

そその分布の北叫となつていろものとみられる。漸次 北上あるいは高度の増 加する に したがつ 

て,ケヤキ・クメギ・ナラ・クリ・ カエデ類等多 く の溫帶性広葉樹が優否 し, これに針葉樹で 

は低所で カマッ ・イス ガヤ等が, 高所では モミが多く 混交 してい る。経営区の北端八溝山附近 

でみられる大然林では,針葉樹はモミ,広葉樹はブナ ・ イヌブナを主と し,これにナラ •カツ 

ラ • アサグ・ホオノキ・ シデおよびカェデﾡ等が混交したJ的な淵帯林ﾡを星じている。

現/経営区林は, その過半が人工林で, 札地mfの約55% とiめている。 ﾡ求樹証 

は,ヒノキが多く,スギ,アカマツがこれにつぎ, 少地域にカラマツが怖栽されている。これ 

らの針葉樹はげ治40 年前後の松救の ものが も多く, V 令級に属する も のがその大半を 占め 

ている。広葉財の造林は 小面徴 で,おもなものはクメギ ・ ケヤキ ・ オ=グル ミ等で一部ウルシ 

の造林地がみられる。天然生林は林地面成の  約 33% を iめ, ほ とん どが う が新に よ る幼 

壮令の 落葉広葉樹林で あ る ・

I 調査方法および調査成績

A. 調査方法

1. 土壌層断面の調査および試料の探取

地片げ間iの調査は森林域調査方法" に よ つた。 地片断間iのﾡ楽,記載の終了後,各ﾡ 

位ごとに:I:壊採取円筒を用いて理学的調査川供試」:壊として,自然状態における土域の一定容 

ﾡを抑ルし, また,別に化学分柝用供試土壌を土壊袋に採取した。

なお,附帶調査として,勝断面設定箇所附近 (約10m 四方)の植生調査と,主製樹種の優 

勢木についてﾡﾡ析解を行つた。

2. 土壌分布図の作製

森林:域訓査力法書" に したがって地形,植生等の調査を行い,その形態的特徴によつて土 

壊を類別 し,5 分の 1 地形図を参川しつつ,山冊・ir川. 沢 ・ 径路 •境界等を記入 した 2 万 

分の 1 経営図-上にに各師域の分布範闘をﾡ線で図示し,分布図を作製した。図上.には さ ら 

に地び・::域の積様式・ダトイi・崩積的イi地・ 風術地その他必要と思われる事項を記入 し 

た。

3. 室内実験

理学的性質

理学的性質は,森林地訓査力法"に したがって次の実験を行った。

a)自然状態の理学的性質

孔隙量,自然状態の容積車,最大容水量, と小気量, 採取時含水量。

b)淘汰分柝

国際土壊学会 A 法 (ビベッ ト渋) にょつた。

化学的性質

化学的性質は次の実験を行つた。

a)pH の測定

鈴木式 pH 比色器を川し、た。

b) 出換職度の定量

風統細の N-KC1 浸小液 (20g: 100cc) 10cc を川いて N/10-NaOH で滴定 し,
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清定数を 12.5 倍した CC 数を もつて滴定酸度 (Y) と した。

c) 置換性石灰の 定量

風乾細土の N-KC1l液k (20: 50) 10 CC と川い, 修酸アム モンの飽和液 20cc と 

加えて えた沈激を,N/50 KMnO, で滴定 し,滴定数を 0.028 倍した cc 数を もって CaO 

(%) とした。 .

d) 炭素の定量

Tiurin 法によつた、

e) 全空素の定量

Kjeldahl 法によつた。

B. 調査成績

1. 土壌層断面の記載,附帶調査および室内実験成績

経営区内にみ られる 浄土壊型の標準的な 層■断面を 例示すれば次の と お りである。なお, 府断 

面iを設定した位置は:壌図上に番号をもつて示したので, 以下の Profile No. と符合して参

せられたい。

Profile No.1----- Ba 型土壊(定積土)

123 林珊內,傾斜； 約 300, 方位; s 890 

筋の西側斜上部, 地質; 第三紀け砂岩。

Profile No. 1
Ba型定積土

W, 杉ガ;約J340m, 地形;ぼ市北にのびる

1 ～2 cm, アカマツ, ヒノキそ の他広業樹類の 

新鮮な落葉開。

約1cm,腐朽葉Mが便:かに認められる。 

きわめて僅かに認め られる利度。

(F。-H ともみられる)

約4cm, 暗黄褐色,砂質壊土細粒状構造,粗 

ﾡ,乾, 一見崎糸網悟 (Am) の ようである。 

約3cm, ・資欄色. 腐植を含む,砂質壊土, 

細粒状構造,軟,潤。

約14cm,黄褐色,腐植を含む,細砂質壊土, 

細粒状権造,軟〜鬆,潤。

約34cm,責ﾡC, 石隣あり, 細砂質壊土。細 

粒状備,ル,消。

30cm 以上, 黄褐色。

ヒ ノ キの造林地內で,天然生ア カ マツ の優入が盛で 

ある。A府は全休にﾡﾡ合量少なく,Iるい色訓を星し 

ている。Ai 府は菌糸のため淡色でかえっーこ As 片の方がﾡ色である。 各位の推移は, 全般 

に判然と している。ﾡは A』Hにiも多く, A1, As, Bl 府にほぼ均等にみられる。

附にみ られろおも な植物。

無木階； ヒノキ (a) ―成長 きわめて 不良な植栽木 , カマッ (a) 一然生一。

灌木階； コナラ (o), ネジキ (o),ッッジ (o). クリ (r), リョウブ(r), アカシデ(r), 

ヤマガキ (r), ハギ (r), コバノ トネリ コ (r)。

地表階； サルトリ イバラ(0), カヤ(o), コウヤボウキ(0), センブリ (r), ワラビ(r)。

Profile No.2-Bn 製:域 (安積土)

10 林班内,N斜; 28°,方位; N 140 W, #; 約 680m,J地形; 北西斜面の小準部,基 

花岩

対断面の。

L 1 〜2cm, 新鮮な スギの落葉好。

F. 約 1 cm, 腐朽 しつつあ る ス ギの落葉が僅かに認め られる。

H 2～3cm, 県ﾡ凸のﾡﾡﾡがよく発述し, 細根が多数ある。

A 約20cm, 黑褐色,腐植にすこぶる’必む,石礫に乏し,壌土,細粒状付,ﾡ, 消。

B1 約22cm, 用黄褐色,石礫に乏し,細質域-:, 軟,湿。

Bョ +, 黄•褐色,行ﾡを含む, 細砂質壌土,軟,湿。

ス ギ イ、良林分 ドの乾燥土壊で,乾燥に起因 して発逹 し 

た と考-えられる Hﾡが期ﾡで, 共ル渋く, 菌糸臭が 

する。各唇位の推移状態は,AfBiは判然としている 

が,B→B. は漸変的で ある。 ﾡは人部分 A Fに分布 

し,B., B。にも分布しているが, 遙かに少ない。

附近でみられる植物

ﾡ木階; スギ (a) 一横栽木一。

従命木階; スギ (o) 一ﾡ栽木一, ミネバリ (0), ク 

リ (o), リョッブ(o), コアジサイ (o), ミズナラ 

(r), イヌシデ(r), ミズキ(r), コノトネリコ(r), 

コナラ (r)。

流木階; ウ リノキ (r), コナラ (r), クリ (r), ハシ 

バミ (r), サクラ (r), ムラサキッキブ(r), ッッギ 

(r), ナッゼ(r), アカシデ(r),ホオノキ (r)。

地炎階; ササ類(va), チゴュリ (a), フジ (f), ゼ 

ンマイ (o), マッ ブサ (0), カンスゲ (o)。

Profile No. 2
BB 型定積土
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Profile No. 3
BD 型定積土

Profile No. 3--Bm :壌 (定H-l:)

10 林所,何社; 12°, 方位; S 44° w, 松高; 納 

680m, 地形; 山施級斜の抑しし丸, 居岩・; 花崗岩。

ﾡ断げiの成期

L 約2cm,新倒なスギ, 広葉制の葉店。

Fi-: 1～2cm,朽しつつあろギ, 広葉樹の 

州。

H 2～3 cm, 黑褐色の粗腐植層■が よ く 発述 してい 

る。細供が多数。

Ai 約 8cm,黑褐色,窗植にすこぶる富む, 

ﾡ状ﾡ逃,ﾡﾡ, 消〜温。

As 約16cm,製納色,Wﾡにむ。Hi境士, 

軟,湿。

A 約 32cm, 暗黄褐色,WMを合む, ィi隣を合 

む, 細砂沙びJ」:, 政,湿。

十, 資C, 石礫にすこぶる富む,細砂西壌:, やや堅,湿。

押し出した再堆秋二上壊で,生成の山来からすれば崩積土であるが,断面の性質は定積土に等 

しいe 50cm以上の A片は,ほとんど石催を合まナ弊く積し, 細根が密に分布 してし、る。 

根は A片にも多く, ついでAo, A. 店に多く, 僅かに B,ﾡにも認められる。ﾡ片位の 

移は, A+As 杼は漸変的であるが,A→A→B 府は判然と している。土壌層•は厚く,A パ 

も深いが, H片の発, A1片の#進ぐ前性ﾡの特徴ももち,B,,型壌よりやや純性に似 

ている とおえ られる。経営区内の山ﾡ級地には, このょう な断画形態を と るし川しの税: 

壊がしぱしばみられる。このょうな所では, スギは成不良となることが普通である。

附近でみられるおもな植物

面木; スギ (a) - 栽木-・ シバグリ (o), ミズナラ (f)o 

従喬木階； クマシデ(o), ミズナラ (f), ッバグリ (r)。

灌木階； ヤマモミジ (O), スギ (r), モミ (r), ハナイカグ (r), オトコョウゾメ (r), イ 

クヤカェデ(r), ッッギ (r), yョッブ (r)。

地表階； フジ (f). チゴュリ (o), チヂ:ザサ(o), タチッボスミレ (o), ッタウルシ 

(o). ノザミ (r), ヤマブドウ (r), ススビトハギ(r), ミッバブケビ(r), テンナンショ 

ウ (r)。

大子経営区の土ﾡ (木ﾡ・ 渡辺)

96 ﾡ内, N科; 280, 方位; S 72° E, おが5; 約 

seo m, 地形 ;ﾡ水商i上:部の北桜的人 き い単調な斜间, 

地t;ハ清市生け砂。

け断miの成

L 約 2 cm, 新ﾡな ブナ, クマザサ八葉。

F. 3 約 2 cm,腐朽分解の進ん だ ブナ, クマサの 

落葉宿。

A 約9cm,"納色,W前にすこぶるなむ,行iﾡあ 

り,ﾡ「あり,A1{-... Crumb,ﾡ戦, 孔 

隙あり,湿,菌根を認、む。

A. 約17cm, 黒洲C.. 腐植にすこぶる富む,行i 

ﾡあ り,4びが.. 塊状構造,軟,湿,歯供 

を認む。

A 約49cm. 黒褐色,腐植にとむ,石係を合む, 

H地びCり-.. やや堅,潤〜湿。

B +, ・賞ﾡ色,イi様にむ ,At戦,Massive, 

逃, 座, 消。
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Profile No. 4
Bd 型崩積土

八溝: 山系高所の ブナ林 ドの :である。 :壌ドは 

く, 特に A ﾡは約90cm に も 及んでいる。ﾡﾡ位の推 

移は, A→A:→ナA片にﾡ変的であるが, Aa→BFは非市にげである。行ﾡは少なく,神造

の発達は 特別明瞭ではな い。断面" 性質は,むしろ定秋:とみられる。根はほとんど Ai, A:

Fに集し (特にササの根が II 立つ),A3 精には多少みられるが,B 片にはほ とんど ない。 

又 Ai, A. にはブナの外生根が認められる。

附近でみられるおもな植物

G木w; ブナ (Va), ミズナラ (0), ホオノキ (r)。

i木ﾡ; ウッギ (r)e

地ﾡ; クマザサ (Lva), ウッギ (r)o

( ブナ ～ ク マザサ 群叢と考えて よい)

Profile No. 5-BI 型壌 (遮間型)

8 林班內,師 斜； 12。,力位; N 320 W, 松商; 約 700m, 地形; 緩いやや凹状 っ高原地 

形,岩; 花。

Profile No. 4- Bj) (崩積-:) 店断mの記リ
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Profile No. 5
BD 型定社土

L 約1Cm, 新鮮な ヒノキ,カラマッ の落葉料。

Fl1〜2 cm,腐朽しつつある落葉底。

A. 約16 cm, 黒色,腐植 に すこぶる む, Crumb, 

ﾡ, 温。

As 約 24cm, 黑褐色,腐植を含む,あ地質壌土, 

載, 湿。

A 約 42cm, 暗黄褐色, 腐植に富む,亜地賞壊 

土, 軟〜堅。多温。

B +, 黄褐色,細砂質壊土,堅,温。

阿 武隈 山系商所の ヒノキ, カラマッ 林分 ドの 黑 色 土壌 

である (同様な黑色土壊は, 八溝山系高所 に も現 われ 

る)。黑い A 層•が 80 cm 以上 も あり,弟地質壌土の土 

性は ・ ー 古い 大山 灰土の よう である が,母材は 花岩 

風化土である。緩斜のため崩植土の形態を示さす,断商i 

には と ん ど石i降を 含んでい な い。各m位の推移状態 

は, A→As は判 

然と し, Aa→A3 

は海変, A→Bは 

明ﾡである。ﾡは 

As 店に多 く,つ

いで Ag 時, 僅かに Au, B 店に認められる。

附近では ヒノキ, カラマツ のﾡ粒木以卜は 認められな 

い。

Profile No. 6-Bn 2:壌 (崩積)

98 林班内, A斜; 40°,方位; s 20° W, 標高； 約 

580 m, 地形 ; 平衡的に発達 した急; 斜面の 中腹部,地質; 

八溝古生底粘板岳。

■断面の説明

L 約 4cm, 新鮮な スギの落葉符。

Fr-s 約1cm,きわめて僅かに認め られる程度(急斜の 

ためA 府•の流亡がはなはだしいよ うである)。

A 約 24cm, 黑褐色, 腐植にすこぶる富む, 行i 

礫あ り, 壌土,粒状〜塊状構造, 巻, 消。

Profile No. 6
BD 型崩積土

大子経営区の土璞 (木崎 ・渡辺) -11-

Profile No. 7
BF 型崩積土

Bi 約 32cm, 暗黄•褐色,腐植を含む, 石礫に富む,地質壌土,塊状構造,軟〜堅, 湿。

B. 45 cm 以上,黄褐色,石礫にすこぶる富む, iI域.. 湿〜潤。

スギ林分下の土壊である。山脚部におけるスギの生ー長はきわめてよいが, なお,この腹部 

でも」はょい。A 片は劇合く, B,ﾡへの推移はやや制然 と して いろ。Bm→B- 層は漸変 

的である。断面は全般に堅いが,多くの行ﾡを合んだ崩積:である。供は A, B,ﾡに特に同 

立って いる が,地表下 1m くらいの Ba 層•に も多く 認められる。

附近でみられるおもな植物

希木皓； スギ(a) 一ﾡ救木一。

従無木階； ケャキ (r)。

流木ﾡ; スギ (o), ナラ (o), ムラサキッキブ(o), フジ(0), ミッバケビ (0), ハリ 

ギリ (r), ヤマッッジ(r), クマシデ(r), =エゴノキ(r), クリ (f)。

地附; ミッバアケビ (o), チゴュリ (r), ヤマ ギク (r), ゼンマイ (r),ワラビ (r)。

Profile No. 7-Be 2:壌 (崩積)

123 林班内,傾斜； 15。, 方位; S90° W. お市5; 約

320m, 地形； 傾斜前 ド部,居*; 砂岩。

層■断面の説明

L 約1 cm,新館な ヒノキ, 広葉樹の落据

F.。 約 1 cm,ﾡ朽分解 しっつある ※葉。

H 約1 cme

A, 約10cm, 暗褐色,腐植に富む, 布礫に乏し,

■一質壊土, Crumb,. 消。

A。 約60cm, 暗褐色,腐植に富む, 石礫に富む, 

細砂質壌, Crumb, 軟〜堅。消〜漫。

A, 約 22cm, 黑褐色,腐植にすこぶる富む, 石隊に

すこぶる富む,地質壊土,.塊状構造,軟〜堅,湿。

B +,暗黄褐色,腐植を含む,石礫にきわめて富 

む,地質壤土,堅,湿。

ヒノキ優良林分下土壊である。断面にきわめて多くの

行隊が分布してい る典型的な崩積士で あ る ・ 各ﾡ位の推 

移は 一般に 漸変的で あるが,A→B M•は判然と してい

る。

附近にみられる主な植物

喬木階； ヒノキ (a) 一 植栽木一。
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面木階;ムラサキシキブ(f), サンショツ(o), タカノツメ(o), ウルシ(o), ヒノキ 

(o), シバグリ (o), オトコョウゾメ (o), ブラチャン (o), ミズキ (r), マザクラ 

(r), リ ヨウブ (r), コバノ ト ネリ コ (r), ハナイ カグ(r), イメッゲ (r), アカメ ガシワ 

(r), エゴノキ (r), ホオノキ (r), サッブジサイ (r), ッブキ (r), コナラ (r)。

地炎附; タチッボスミレ (f), カンスゲ (f), キイチ(o), チヂ:ザサ (o),サルトリィ

バラ (0), ミッバアケビ (o), ノアザミ (r), ノイ バラ (r)o

Profile No. 8--BE 型:壌 (崩刊::)

10 林所内, N締; 15°, 方位； N, 松満; 約 680m, 地形; 泌水面下部の凹状地, ダ; 花

mdd石io

断面の記げ

L 1～2cm, 新鮮なスギの落葉。

Fi-3 約 2 cm, 腐朽分解 しつつあ る ス ギの海葉。

H きわめて僅かに認められる。

A 約15cm, 黑褐色,腐植にすこぶる宮む,石礫に乏し,地質壌土,Crumb,城, 混。

As 約15Cm,『賞制色,Wﾡににむ,行iﾡに乏し,i匹バ域-に, Crumb, 戦, 温。

B. 約20cm, ﾡ賞ﾡ色,偽材に乏し,;ﾡにむ, 砂質壊土,耽 湿。

B- +,暗黄褐色〜黄褐色,イi礫にすこぶる富む,砂質壊土,やや軟,湿。

Profile No. 8
BE 型崩積土

スギ優良林分下の土壊である。各層位の推移.は,海変 

的であるが, Aa→B,→Bs はやや判然と してい る。ﾡは 

As, B. にI同様に多く, ついで Ai, B. 片の順と 

なつているが, 全般に断所におけ る根の分布は少ない。

附近でみられる主な植物。

商木階; スギ (a) -植裁木一。

木附; タマアジサイ (Va), ムラサキシキブ(o),

ハナイカダ(o), ヤマグソ (r), コアジサイ (r), リョ 

ウ プ(F),ヤマモミジ (r), ヤマウルシ (r) , アワ ブ キ (r) ,

コバノ ト ネリ コ ホオノキ (r), ニワトコ (r), オ

ニツッジ (r)。

地階;フジ(f), ツタウルシ(o), フタリ シズカ

(O), カンスゲ (o), ゼンマイ (o), ミツバ (o),

ユウモンジシグ(o), ドクグミ (o), ミツバアケビ(r), 

ヤ マ ブド ウ (r), テンナン ショウ (r)。

Profile No. 9-Br 羽:裏 (崩税)

大千経営区の土ﾡ (木崎 ・渡辺)

18 林所内,(科; 25。,方位； S 800 W, 標高； 約 

470m,地形; 渉水m下部の沢筋,料; 花岩。

■断面の說明

L 約 2cm, 新鮮な ス ギの葉。

約2cm,ﾡ朽分解しつつあるスギの※戦。

H 断片的に僅かに認め られる。

A 約 12cm, 黑褐色, 儀利にすこぶる市む, 石i 

礫あ り, iC, Crumb,戦, 多温。

As 約 33cm,黒褐色,腐植に'落む,石礫を含む, 

細砂質壊土,Crumb,K, 湿。

(A)-B約17cm, ﾡ賞W色. WMを命む, ィiﾡを合 

む,砂質壊土,軟,孔隙あり。

B +,『賞W色,ィi降にむ, wt境し. 湿〜 

消。

スギの 優貴林分下:壌で あ る。各位の推移は海変的 

で,全般に暗色である。根は全断面に散住しているにす 

ぎないが, As Mに比校的多い よう である。ﾡ地の発述 

はIでなく, 曜密度は局部的に異な るが,一般にはﾡ 

政である。還元色の色調は認め られない。

附近で みられる主な ﾡ物

-13-

Profile No. 9
BE 型崩積土

雨木階； スギ (Va) - 植我木一。

流木ﾡ; タマアジサイ (f), ブブラチャン (a), ムラサキシキブ(a), サガラ (r), ウリ 

ノキ (r)。

地求隣; マッカゼッツ (f), モ ミ ジガサ (a), ジュウモンジシグ(a), ドクダミ (a),フタ 

リシズカ(o), ミツバアケビ(0), オオバチヂミザサ(r), テンナンショウ(r), フキ 

(r), カザ (r), ノブザミ (r)。

にこれら 府断面附近の植栽木 その 優勢木 につ い て樹幹析解 を行い, 土場型 と 樹種お よ び 

量の関係を, それぞれの土壊ごと に比較 してみた。調査は,Prof.No. 2 ースギ,Prof.

No. 3-スギ,Prof. No. 5-ヒ ノキおよびカ ラマツ, Prof. No. 6-スギ,Prof. No. 7-ヒ 

ノキ,Prof. No. 8-スギ, Prof. No. 9ースギについて行つた。そのﾡ県は別図に樹高, 胸 

商iurおよび材前の総生, 連年生長の曲線図 として示した。

こ こ では 比帆 卜 も公当とおえられる 材積総量 と 土:壌型 との関係について 簡述す る。 

スギは経験的に適地とみられた Be 2崩も, Bd 型崩税:の, Prof. No. 8, Prof. No.

%25e3%2581%2597%25e3%2581%25a6%25e3%2581%25bf%25e3%2581%259f%25e3%2580%2582%25e8%25aa%25bf%25e6%259f%25bb%25e3%2581%25af%25ef%25bc%258cProf.No
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9, Prof. No. 6 は, 不適地とみられた BB 型だ石-:, Bn 型の堅い定市: Prof. No. 2, 

Prof. No. 3 の所よ り樹高i, 胸商高直径および材積の各総量と も遥かに優っている。40 年 

の材積総量では, そのﾡ約0.55～0.95m となつている。

適地型に属している三者の中では,Prof. No. 9が各総成長*とも般高で,ついでProf. 

No. 6(胸商直径総生量は224ごろより Prof. No. 8 が上位 とな る),Prof. No. 8 の顧と 

なつている。 今まで経験的には,Bd 型土壊より Be 型土 1喪が 最適地と 考えられているが, 

Prof. No. 8 (Be 型土壌)が Prof. No. 6 (B» 郵域) よ り 35 年前後で樹高, 材積総 

長量がやや劣つているのは,多分,位置的に離れているため,壌以外の環境リ米のﾡ興また 

は仙樹の内行性質あろいは観条上同一壌型の名称で規定 して も 土り型にはがあ り,ﾡ前後 

する壌型川ではいにﾡ移関係にある等のためによるものとみ られ, むしろ成長量が土 域型 

別に規則正しくランキングされないのは当然と考えられる。 しかし, 全体的傾向としては,経 

験的な観察結果と図表とはよく合致している。湿性と乾性に大別すると,それらの土塊型間で 

著しくス ギのル長量が興な るととは, ス ギの:に対する要求度の高5いこ と を意味してい る。

ヒ ノキは経験的に ス ギ ど 敏感に土壇条件に よ つて その成長量が左右 されな い と いわれてい 

る。Prof. No.l のよ う な一立地条件の きわめて悪いかぎられた陽乾性植物以外いずれの樹布:  に 

とつて も好ましくない Ba 型土壊での成長は別 として も, 前記したスギの不適地とみられる 

Bn型定積, またはBn型定税士でも, 相当良灯な林分をみるのが通である。Prof. No. 

8 (Be 2崩積) と Prof. No. 5 (Bl 型土壊)では, 前杯が各総量とも多く,40 4で 

材ﾡ総成量の2は約0.2mとなつている。しかし,環境条件の悪い 高所で なお図表の よう 

な成長を示す点,Bl :壌を ヒ ノ キの不適地とぢえるのは 早•計であろう。 また, 同時に訓在 

したカ ラマツは, 各総成長量と も幾分ヒ ノキに優り, 40 年の材秋一でその差約 0.05 E となつ 

ているが, 両 者の成長上の特性 を 考えれば,カ ラマツは ヒノキょ り良好な成長を しているとみ 

るのは 甲計で あろう。資料かない ので数値的 に他の :地2 と の比較は でき なかつた。

次にそれぞれのﾡ断商の各ﾡ位から採取した試料について, 2 , 3 の刊!化学実験を行ったが 

ﾡ果は 第2表のとおりである。

2. 土壤の分類および説明

土壌図作製のためには土壌を類別する必要がある。この土壌の類別は原則的に林業試験埸の 

域邪の設期明"に よ った。

本経験区は,ほとんど褐色森林土に属しているがかな り の範囲に黑色土壊が,また小範四に 

地下水型土壤の発達がみられる。 :壌準型としては,B。型:壌, Bn型壌, Bc導:壌 

(局部的),Bd 型土壊,Be型地, B1型北壌, G 型土壊等である。これら土壊型の詳細な 

ﾡ期は, 林野:堪調査報告第1号")に掲載されているので省略するが, ただ,当地域にみられ 

る黑色土壊について少しく 說明を加える。八滞, 多賀山系の普通ほぼ COOm くらいから 上部

市高迎京長白

10 15 20 25 30 35 40 45 う。 年

0.0600

0.0500

00400

00300

00200

0.0100

**地連年成長曲 想

Fig. 1 (図中 B1は Bl の誤り)
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り,単前なイ状殺科商に A 層■の黒色のはなはだ しい二上壊がみ らしる。Profile No. 5 はての 

標式的な ものである。この土壊の一般的な形態は,通常 F.-3 ﾡの発述が顕#で,Hﾡの発述は 

少ない。A ﾡは通2つの丘ﾡに分れ,表ﾡ 5〜10cm の部分の A!ﾡは, きわめて粗鬆な 

Crumb 構造を示し,下部の αニ 府は厚く 50cm以にの場合介が:許通で, 構造の発達は顕著では 

ないが,粒状〜塊状構造を示す。二亜府の色調にはさしたるﾡはないが,Al 府の黑色が特には 

なはだ しい。北:性はほとんどHi質域または細砂"バﾡ-:で,I断面にはiﾡを合んでいない。 

B旧への推移は制合制然と している。一見火山灰土のような印象を与える土壌である。:褐色森 

林土の店準型の分類に従えば,ほぼBi)型土魔に相当するものが多く,時にBe型土壊,Bi： 

型土壊に匹敵するものがみられる。

本地方の黑色土域の分布する高所の地域では,冬期 12 月〜4月のIは 15cm前後の炎店 

.( A, 眄)は方位のいかんに よ らず凍結する。凍結は う つ閉した株分下 ど顕*の よ う で,
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日当りのよ い裸地では凍結を みない所 も ある。 する ことによ つて,共ル::は道他和の水 

を保持してい ろこと にな るが, 春季気温の.上と と も にﾡ上:部よ り 氷解がは じまると, 単訓 

な平坦状緩斜地では, 排水がよ く行われないため過剰水分はそのままけする (この現象は よ 

く 路商i で観楽される)。 この停水 は l新店 が 完全 に 氷解する まで, そこにとどまつていろも 

のとみられろ。この停滞水は氷解後, 気温の者しいに外と,ﾡの消央によつて,ユ激に排 

除されると考えられる。このようにある時期 (春)における過剰水分の 停滯 とそ の後の急激な 

排水一高温な夏手には, この地域の土壊はむしろ乾燥に 傾く ものとお父られる。——とは, 行 

機物の分解/嫌気的に行われた り 好気的に行われた り する原因 となり, このょう な現象が長年 

月反復されて,黒色域生成の一になつったのではないかとおえ られる。同様な高所でも傾斜 

の強い所では, 黒色土壌は みられず,稀に B 底の露出 してい るの を みるが, 氷解時に斜miで 

は,過剰水分が泥水となつて流れるのをみるが, このため軽機な A1片は流じするものとﾡ像 

きれる。 よ く下部の崩積地形の所に黒色のはなはだしい崩ﾡ:をみるのは, 多分上方から流 

亡したA Fが こ こ で推積したものであろうとおえられる。

3. 土壌の分布

土壤の分布は,土壊図に示してあるので,ここでは各地域ごとの分N向と, それと関連し 

た林木成長の状態についての観察結果を述べてみたい。

木経営区を:壌分布の商から複観する と,それぞれの地域ごと に特徴的な分布傾向があ る よ 

うである。経営区は地質系統 またはﾡの異な る幾つかの 山系から構成 されて い る が,こ の相 

異はそれら山ﾡ地形の形状にも相異をきたしているよ うにみられろ。このこ とは木地方と地則 

的位置 も近く . また地,地形がﾡ似している北門武県州地方について,山IIl回l-氏" がつ 

と に各種栄石iから生する地形の特徴と して示 しているが, その内が木経営区での御楽ﾡ果と 

ほぼ合致 してい るので要約 してみる との とおりである。

註 ○ ; 高原地形 △; 山岳地形

花崗岩地形 集境岩 地 形 古 生 地 形

山頂と谷間の 
高低差

山項の形

山腹の状態

一般に小さい

〇丸味があり広い平坦頂

△凹凸が多いが規則的であ 
り , 古生層よ り丸味を 
びる

○西余面の多い地形を と 
り,また山頂山腹に大岩 
塊を残す

小さい

で)丸味があるが花崗岩に比 
して凹凸が小刻みで,か 
つ鋭い

△凹凸の間隔が不規則で大 
きいが不整で,かつはげ 
しい急をなす

○大きな山腹には平地が 
多い

△爾岩地が多く ,急ﾡ絶壁 ' 
が多い

大きい

○九味が少ない

△丸味が少な く,尖り が多
い

○西新面が多い

A長大かつ単 一 な 斜面を つ
く る

谷間の形
○ﾡく,広く,平原取形に 

似る
AV形の谷が発達する

河底が広い一枚岩でできて
いるこ とが多い △V字形

谷密度 , やや高い 商い 低い

備 考
広大な押し出し地をともな 
う

花騎岩地に比し凹凸が小刻 
みで不規則なこ とが特色で 
ある

大部分山岳地形で準平原地 
形をなす所が少ない

イ経営区でも前去のよ うな 

地形的特徴をもつているが, 

さらに これに:域の分布およ 

び林木 (主と してスギ) の成

そを閲させて期すると, 

ます,いわゆる 八溝古生( 

からなる八溝山系は, 普通 

谷を挾む両斜面が急峻な山岳

地形を星 し, しば しば桜合 し 

て 高5断状地 形を呈している 

(ハ清山方商i)。 この地形的 

変化と::域の分イNi お よ び 

スギの 成 との関係と,桜式 

図(1) にしたがつて成"す 

れば,この一般は,ハ清川附 

近の標式的な も の で,西間科 

mi が:順, 東 側斜面が逆除 の 

八講古生層山地の地形 と 土ﾡ型分布お よ び

スギ成長の一般的模式図 (1)

Fig. 2

関係にあるため 他 林所側斜町と 95 林班側斜面は好例), おおむね西側斜面は全般に長大か 

っ単一な斜面で,屮腹上部に変化点 を も ち,変化点までは不術的または下降的に発迷した3:斜 

面形をとり, Bゃ型, Bn型崩積: (岩屑を含む) が広く分布し,変化点附近には狭く Bc 型,

B型地 (しばしぱ將行型土壊とな る) が分れする。その上部は緩い,やや凸形または平坦

状の商原地形をなし,深いB1型:壌が分イし,山頂部に位かに Bn型または B型土壌が現わ 

れる。反対側の朿側斜面は, ドﾡ的に発述したな:斜miで,山版の脚部は岩ルを多く合む Be型 

崩積土となり, 上方へ順次深度と崩積の度を減じ,Bs型北域から Bd 型土壌へと変り,中腹 

上部 (8分日く らい) から乾性型土壌へと変化する。

現在西側斜面は, スギ,ヒノキの逃林地が多く,東働科面はだ然生広葉樹林の所が多い。ス 

ギの成は Br 型上壊 で最も 旺盛で,Bn 型上壊では減ずるが,普通の場合両地と もスギの 

逃林地とな る よう である。また同一•土壊况な らより崩積の座の逃んだ所の方が成」はI盤であ 

る。この点からすれば,商iM的にはかぎられているが 東側斜商iの Be型, Bn型崩積:の方 

が西側科より一Hスギの適地型となつていろようにみられる。靴性型 (Be型, Bn型, BA 

導)域では, Be 型, (Bn 型):所よ り 一般に判然と成長が惡く,その地域を造林地 

とする ことは無理であろう。また,西側斜面の高所に現われる B1型-:壌の地域は, 現在ヒノ 

キの逃林地になつているが, 樹高成長の劣つた旧質イ、良木が多い。上壤そのものからすれば,
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適地型 と は 考えられないが, スギ方がより 量的生産 をあげえられるのではないかと 推楽 さ れ 

ろ。 しか、し,商所のため気製米のつ#しい変化が予包され, この点さ らに一 おを要する と ころで 

ある。なお, ヒノキはB、型:敬以卜の所ならほぼ成林の込みはあるが, やはり Bn 型,Bu 

型:域,4に崩積の所でルよはI盤である。

次に集塊岩によって構成される鍋足,男体山系の一般地形は,急峻で露岩地が多い。方向性 

は一様にはいい難いが, 西側に急峻絕壁の所が多く なつている。この地形的性状は,必、然的に 

浅い岩石型乾性 (Bx, Bn, Be 型)土壌の分布を広く している。これら地域は,現イ縦性の 

ﾡ生が優し, 到底スギの成長を期得できない。 しかし,斜面下部では 精所的に 湿潤型 (Be 

型, Bn型) 崩引: (岩刑も含む)となり, 旺盛なスギの成長をみる (80林J内等)。 また, 

西金砂周辺 81, 82 林ﾡ上部等の山ﾡは, 単訓な絞い狩商形をなし, 定所的な Bn型:基が分 

布し, スギはかな りの成長を示しているが,u径成に比し謝高成長はやや歩るようである。 

この斜面の下方は急斜を もって沢に望むが,ﾡ商iの変化点では後いﾡ行i込のi性:域とな り, 

ス ギの広技は きわめて 不良である。さ ら に下部の沢筋では ・ 漫消型の崩税 または岩屑地 と な 

り,スギのル炎は川盤であるが局部的である。これらの相//:  関係は •摸式図(2) として示した 

が, この集塊岩山系は地形の変化が小刻みで,これにともなつてﾡも小変化するので, 図示 

した一般型よりはるかに複雑な変化をしている。

第3系の大に隊, 砂, 頁岩,•泥岩,凝灰岩等からなる生瀬附近の山地は,低听のいわゆる 

山Iと称せられる絞い, やや」:外的に発達した凸形斜面からなる. 丘•陵地形を している。一般に 

この地域は乾性土壊 (BA 型 または乾性の Bi> 型土壊)の 分布が広く,脚部に Bn型ﾡがみ 

られる。地形的に風化七壊の移動は著しく な く,比較的深い定航土を形成 し,沢筋等崩積地形 

迎
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型
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壊 

集
塊
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士
担 

&

型

土
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集塊岩山地の地形 と 土ﾡ型分布およ び 

スギ成長の一般的模式図 (2)

Fig. 3

躋
瑞
里

りで も 崩ﾡの圧は少な く,しばしば崩 

ﾡした:砂が問ﾡ積し, 定植•土の性質を 

示す崩秋土がみ られる。と のため BD型 

崩 ﾡ-:は 傾斜の ついた 脚部 で稀にみられ 

るにすぎない。多分と の土型的特徴の結 

果 と ぢえ られるが, こ の地域では 旺盛な 

ス ギの広長はおえ られな い。 土壌は相当 

深い が,乾性に すぎる ことお よ び定積: 

の一般的性質と して:の堅 さ が大いに影 

ﾡしているとと が予想 さ れ,事実後 の 

点から:性に よ る成長の差が傾向的にみ 

られる。 これらの 関係的変化 は 模式図

(3) として示した。この変化には方向

大子経営区の土ﾡ (木ﾡ・渡辺)

性は認め られない。 なお, ここ で 普通 第 

紀 の 山折•地形は 模式図 (3) として 

わしたものよ り 一般 には 急峻で,変化 

が小刻 みであり,いわ ばﾡ状の 地形 を 呈 

しcいる。 このため 傾斜面下部の 局所 

が, Bn M時に Br 型崩秋土と なるだけ 

で,山腹斜面のはとんどは浅い乾性土壊 

が分布 し,極端な所では皆彳い備山がみ 

られる。したがつて, スギの良好林分は
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第三紀ﾡの主にﾡ ・ 砂 ・ 頁岩山地の地形と土壤型分布 

お よびスギ成長の一般的模式図 ( 3 )

Fig. 4

斜面i下部のつ局所にかぎられている。この 

点むしろたに遊べた"挑山地の行様に 

似ていろよ う に思 われる。大了・附近で も

第 3 紀ﾡ山地は このよう な特徴を示す ものが多く みられる が,ただ国行林が よ り低所の地形的 

に君い山地に介住しているので,(地質的にも第3紀新府•と思われる)その標式的なものとし 

て生瀬附近の低い里山 を対照 とし,模式図(3)に炎わして,設"を加えてみたことを附記し 

ておく。

に主と して花瑞岩類によつて構成される多賀山系は,前に示したような商原地形を呈して 

いる。この地域には,八溝山系需所の高原地形上でみられた とほぼ同様な深い B1 型土壌が広 

く分布している。また,地形的性状から崩積土の範囲は少なく,また崩積士でも崩積の度合は 

少ない。スギの成長は山麓の局所に介任する崩積土の所を除いてはあま り旺盛ではなく,特に 

樹高成長が劣っている。B1型:地 ——Be 型または Bd 型土壌に相当する―一でも崩積土の 

所のスギ, ヒ ノキの成長は よい。地 ・彩上緩い起伏面に介在する若い谷の低平地には,G型に拠 

が発述している。この周辺に分布している Br型, Bd 型土壊の所では,今までの経験的な観 

※と異なつてスギが悪いが, 多分この:北型が殺いほとんど下却状地形上にきわめて堅い定積: 

の形で現われているため, それに 由来する理学性が成-長に大いに影響を 及ぼしているのではな 

いかと推察される(高所でも傾斜•のよ り強い, いわゆる山品地形の所では,次に述べる花崗岩 

破砕ﾡ地域のように, B型, Bd 型崩積土が広く 分布 し,そこでは スギ, ヒノキの成長が丘 

盛である)。

また, 普通この高原地形の山腹は,」:昇的に発達し,やや門形の斜面•をなしているが,その 

神しい所では靴性 (B型)土ﾡが広く分布し, ょく G型→Bn型:壌へと推移している科商 

もある。このような所では, スギの成長は特に悪い。これらの相互関係を模式的に示せば,模 

式図 (4その一) のようである。なお,地形的な変化には方向性は認められない。

後に こ の地形が、ら ド方へ連絡 して,地質的に は花制岩類が変成作用 を 受け てい るほ
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花価岩山地の地形 と 土ﾡ型分布およ び 

スギ成長の一般的模式図 (4)
その一 高原地形

花樹岩山地の地形と土罪型分布お よ び 

林木成長の一般的模式図 (4)
その二 山岳地形

Fig 5.

棚倉破砕帶の とおる地域は深い峡谷 

のある山居地形を呈している。1商 

的に発述 した.3科 となし, Be 2 , 

Bn型崩積:(多くのハダ州を合む) 

が広く分し, ここではスギ, ヒノ 

キのルは叩である (18 林J 

は好例)。科向上部から 山頂部に t 

かに 乾性土城 がみら れる にすきな 

い。これらの関係は模式図 (4その 

二)として示した。この変化には方 

向tは みられす, 両側斜面は ほぼ同 

様な形状を示 している。iに山腹に 

岩塊の露出しまたは凸形の浅い乾性 

:壌の所が みられるが, きわめてか、 

ぎられている。

以上地質系統あ る いは"を ﾡに 

する各山系別に, 地形,土壌の分布 

ならびに林木 (主としてスギ) 成 

の# L関係 を そ のﾡ式的な も の を桜 

式図 と して説明 した。

しかし, さらに各山系を包含 した 

土壊分布の一般的傾向 と しては,ハ 

清, 多賀山系等の標高の高い 山岳地 

域では, 開量も多く, 極度に乾燥 し 

た土:壌は みられず,乾性上壊 もBn

-:の範四に とどまつているよう 

である。また,相対的にその分布も広くなく, Bゅ型, Bn 型ﾡが造かに広 く 分布している。

これに反し低い山地 (いわゆる山) では,雨量も奧地よ り 少ない ものと予想され (他の条作 

も関与 しているのは当然だが),乾性土壊としては Ba 型土壌の分布が広く, 沢筋→代部へは 

Bn 型→BA 型-:壌と して変化 しているのが普通である。

ミ ら に 微地形の 差に と も なって,上壌生成諸因「•の 小変化が推察 され, たと2 ばほ とん ど例外 

な ( ﾡ水間ドカの集水地形の所は, Be 4, Bn 導のルい崩もとな り, 囲まれた地形は微気 

候条件も良好と考えられ,スギ,ヒノキの成長は良好である。反対に僅かに凸起した小峯で

大「経営区の土ﾡ (木崎 ・渡辺) -23-

は, 風化域がじするため没いイi型#と性:境となり やす く,風間によ ろ生門的ドと球守と州 

まつて,#木ルはぐしく不良とたつている。微細に調楽すると, この ような変化は,現地で 

は 想像以上に 小変 化 を してい る。こ ハ点式際ハ北域の分は,:回以.にに造かに散雑な 分布 

としていることを 強測しておきたい。

たお, :壇図には上:城』ハ分布のほかに, 積様式.#イ地,:性城特およびﾡ間地等 

をと記サでわ した。こ n う ち堆秋様式の相異 によ り,Nヒ:場ポ覇で も 騒断而の形態, 性質は 

非常に異なり (』と おえられろ) 一般に林木のは崩ﾡ:の方がはるかに貴好であろ。ま 

た,北性の分イは, ほっき りつかめなかったので,図上.には線を入れすに一市の簡所にのみ 

示しておいた。大休には砂,Ii#等単積は . 粒径の揃った そ しぞれ砂あ ろ い は地賞城 

土となる傾向がある。八溝方面では礫を混ぜた埴質•壤土が多く みられる。花常風化:は一般 

に砂質にな る とお夕 られている が,多役山系の商5所量色:域の分する地域等交定 した地形上 

では, むしろ地質に傾いている。

I 考 察

A. 各土壌型と主要林木の成長,更新との関係

府断面調査と 同時に彳fつた簡単な植生調査に ょつても, 火体乾性型土底には乾性の植生が, 

湿性型上壊には湿性の植生がそれぞれ優 否 し. 土壊型 と植生の発達との関係には,き わめてﾡ 

接なものがあるよ うであろ。

また,上壊期 と 各樹種の広との l川に も,高度の関係があ ることは, すでに戸及 したが, こ 

こでは調査における観察結果を総括して, スギ. ヒノキ. アカマツの適地を述べてみる。 な 

お, 適地とは単に林木のにましい所のな味で. 地利, 材利川, 経ﾡ性守を加味したも 

のでは なく,ま た生育•状態の判定 も II観然に よつたも のである。

スギの成•長の最も良い林分の土壊は, BF型!崩所 (岩屑地を含む)となっている場合が多 

く, スギの最適地は,BM型崩ﾡ:とみてよいとﾡう。 成長はおがその定ﾡ:もスギの適 

地とみなされる。 Bn型:ﾡは, 一般に スギの水分要求度より 多少乾性に傾いた上 域と若え ら 

れるが,W水量,湿度等がﾡﾡ凶丁と して働く場介その崩利に上にのスギのはよい。この点 

木経営区の 山I同地は , 比鞍的降水量 も多く, 湿度 も 商5いためBn 2崩積:を適地 とおえ て※支 

えないと思う。しかし経営区では,松人約800m 以、上.の 高地では,気象的に特に北西の季 

節風あるいは気溫の変化も影響している とルわ』しるが,スギのル林,成投は良く ないので, この 

城lは地ののいか、んにょ らホスギの更新適地とはおえられない。山Ifiuでも Bn 型定積:の 

場介は,スギの成長は を火く ものが多く,いわゆる適地とは思われない 。 純性の Be 型, 

B,;m, B、2上域では,成林,とも悪く, 到ﾡ適地とは考えられない。G 2:域も同様 

不適地である。
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ヒ ノキは一般に水分要求度がスギょ り少ないものと考えられ, Bn 型土壊がほぼその適」也と 

思われろ。しかし本経営区での観察では,暴れ木的な形質不良木に な る Ni向は あるが, も IE 

盛な成は, Brﾡ土地 (特に崩技土)でみられる。材植,形質 とも 正常な成長状態を示すの 

は Bd 型崩税に卜で ある。こ の点適地 としては スギ と 大業な いようであるが, ス ギのくのや 

や悪い Bi)型定钺土およびさらに悪い Be型,Bn:域でも,スギょ りはるかに安定した成林状 

態を示している。ただ, 浅い岩石型土壌,BA 型土壊の所では,著しく 成長 不良 となり 成林の 

期符はもてない。それ故適地は Bp型崩制あるいはBe型崩税とぢえられるが, 該地はス 

ギの適地でもあり, これら地域は経営上当然スギの更新地と予定されるので,ヒノキの史新地 

は,適地ではな いが,B】,型定般土,Bo』, Bn型土壌の地域に予定すべきであろう。なお, 

高所の平坦状緩斜地に分布する BI製壌は, 気象要索を配慮すれば,Bn 型土壊と同様崩昧 

にはスギ, 定積•土には ヒノキが好ましい(ただし適地と は思われない)。

アカマツは土壊に対する可塑性がスギ, ヒノキより著しく 大きいようである。 逃林地は 

108 林班優良 カマ ッ林分下土壊の観察によ って も,ほぼ Bn 型崩積土ある いは Be 型崩税: 

と みられる が,反面生瀬附近で,BA型:域でも天然生カマツがなお, 相当な成長を示して 

いることは, アカマツの適応力の強さを現わしているものと思われる。それ故経営上は, 力 

マツの更新は適地の観なを離れ, スギ,ヒ ノキのJ新地以外に待すべきであろう。

B. 森林施業に対する意見

本調査を通じては,更新適地の選定が施業面に対する主要な意見となる。本経営区の人工ネ木 

に, スギ, ヒノキを期待するととには興論がないと考えられるが,特にル」量, 生産材の利川 

を考応した場合には,はるかにス ギ が行利 と 思 われる ので,可及的に スギの 更新 を 図る べき で あ 

る。スギ, ヒノキの経営」のﾡ新適地については,前項で述べたので行前するが, スギの積極 

的な造林に当っては,該樹が:壌条件さ ら には環境諸因 子•に対 し適応力が弱いので,史新適地 

の選定にあたって特に留1意すべきである。スギの更新適地以外の造林可能地には,極力ヒノキの 

更新をはかるのが望ま しい。現在高所の B1 型土壊が多く 分布 している地域にカ ラマッの造林 

地がみ られる が, 風術面は その成ー長状態がす こ ぶる懇い。このょう な所で カ ラマ ッ の単純林を 

仕立てる ことは回避するのが間ﾡとﾡわれる。

次に造林の不適当な地域は,天然生林に期待するのであるが,その造成にあたっては,優良樹 

種の積極的な保残成立をはか りたい。 大然生林は, ほとんど 自然小によ って造成 される ので, 

生態的に天然における樹林の競介を よく 把握 し,その立地の優勢樹の う ちから優良機種を選だ 

する必要がある。この観点から経営区內では期待樹種としてアカマツおよびモミが考えられ 

る。特にアカマツは,諸所で任盛な天然更新が認められる。従来アカマツの造林成績が思わし 

くない点から も, マツは, スギ, ヒノキの更新適地以外で 積極的な天然更新が望ましい。

しかし経営区でもおよそ700〜800m以上の高所では,アカマツの大然史新はほとんどみられ. 

ナ, これに住る有川 樹種としてモミが侵入して くる。また,低所の山;也でも,一般に浅い岩石 

型の堅密.上上では, アカマツはモ ミ と 洗外して劣勢となるので,このょう な地域では, むしろ 

積極的にモミの造成をはかるべきである。

また,広葉樹についても同様行川樹ﾡの避版につとめ, 薪炭林でも材”い向上をはかるのが

ましい。

これら然生林に削神する地域は, 上壊型から は大半乾性土壊の地域で あ り, それはまたた 

地条 件 悪い 地域でも ある 場合が多い。そのう ち特に 上壊侵触の 苦 しい書科mi, あ る いはい岩 

行型上壊地等に対しては,林■地指進または上壊保全を第一義的にした欠然生林分の取り扱いと 

し,また経営上禁伐または伐採制限等の規制 も必要である。また. そのような可能性のあろ地 

城に対 •しては,た と え経済林分の 目的であって も (作求法については細心の留意を望みたい。

N 総 括

1. 大子経営区は茨城果久慈郡北部にあって,南北に鈍走する数簡の山系からなつている。 

これらl系は, 砂,ﾡ板特の古い水燃ﾡからなる八溝山系,集挑からなるり休。鍋た 

u系, ほとんど花識常類か、らなる多賀山系が主なのである。

2. 経営区近辺は,大休平均気溫 18℃, 年戦ﾡ13°C, 4降水量1500mm前後であろが, 

やや広範四に点しているため, 所によ りかなりの変化があり,特に国行林の多い山岳地では 

気温の低下,除水量の増加がおえ られる。このため順帯から温帯にわたろ林ﾡがみられろが, 

天然林は きわめて僅かで, 現在経営区の道はスギ, ヒ ノキの逃林地となつている。

3. 経営区は大半褐色森林上で ある が,かなりの範開に黒色-域が, きわめて局部的に地下 

水型上壊が発達している。これを細分すると,Ba 型, Bn 型, Be 型. Bd 型, Br 型, Br 

型, Bln, G型の域地判型となつている。B1型域は, 湿ものがほとんどである。

4. 各上壊型の分布は上域図 として表わした。地質系統ないしはﾡの興なる許山系は, そ 

れぞれ特徵的な地形を呈し,また特徴的な上壊型の分布様式を示している。

一般にハ清山系は急ﾡ地形が発し, 商所は複合して級い商原地形となつている。BF 型, 

Bd 型崩積土の分布が広く,高所の緩い地形上に B1 型上壊がみられる。鍋足,男休山系は, 

急峻露岩地が多く,一般に浅い岩石型乾性上壊の分布が広い。所により単調な緩斜面上に定秋 

的な Bn 型上壤が分布し,温潤型崎税上は訳筋の局部にかぎられていろ。

生瀬附近の第 3 系山地は,関地形をな し,定技的な乾性上壊の分布が広い。

多賀山系は単調な緩い髙原地形を呈し,湿消型の B1 型土壊の分-布が広い。やや傾斜の強い 

科画下部ではその深い崩ﾡ:がみられるが, 沢筋が広い低下地となつている所では, G型:ﾡ 

がみられる。 これ ら高原地形の下方に連続 して,破砕帶の通る黒川筋では急な山岳地形を呈 

し,界 照 を多く 含む Be 型, Bn 型崩積土の 分布が広い。

5. 各」にの松巡的なﾡ断商を設定 し,供試上壊を採取 2 , 3 の理化学的分柝を行つた。



-26- 林野土ﾡ調査報告 第4号

6. 土:壌型とﾡ生および材ﾡの成炎, 災新つ川にはﾡ接な関係があった。スギは Be 型土城 

特に崩技土で最 も 戍長が良く,Bi)型に壌でも山/地等でル水量,湿びが:簡だM子となつてい 

る と思われる所では良いが,低听の Bn型定税では思わしくたい。乾:ﾡでは不良林分と 

なる。ヒノ キは形び成とおえればほ Bd 型土壌特に その崩秘土で 良い 成長 を 示す。形質 不 

良木 となる 傾向 は あう が, Be 型土壊では さ ら に材植成長 が良い。Be 型, Bn』:域で も 条件 

が悪くなけ北ば当にルが:期得できる。 カマッは B,型, Bs型:ﾡ (4に崩税:) で 

も成長が良いが, ミ然にはB型:域るの所へでもV新し,かりの成を示している。なお, 

Bl 型土壊は高所のため条件が複雑であるが,崩破二上では スギが,定款土では ヒノキが良い成 

を示していろ よ うである。

7. 本調査結果から 経営上の 更新計画 を おえれば, Be 型, Bn 型土壌および B1 2崩秋: 

にスギそ, Bp型 (1部の定秋し),Be Bn に壌およびB1型税止にヒ ノキをできるだ 

け造林 し, 残余地域には積ﾡ的に然生林のル立 をはか.るのが望ましい
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Resume

1. This soil survey report of Daigo management unit, Ibaragi prefecture, 
discusses the morphological features of forest soils, and the relationship of 
vegetations, bedrocks and reliefs with soils, and that of soils with forest 
management.

2. Mean annual temperature and annual precipitation of this area are 18°C 
and 1500 mm respectively.

Bed rocks are mesozoic sand stone and slate, granite and agglomerate.
3. More than a half of the forests of this area is artificially regenerated

by SHgi (Crytlomerid japonicd} andHinoki (Chamaecyparis obtusa).
4. Though a great part of soils of this area belongs to the brown forest soil 

the occurrence of black soil is characteristic, which is distributed on the 
1evel plateau or gentle mountain slope higher than about 500m alt.

,5・. Distributions of each type of soil are greatly related to the topography 
which is characterized by geological origin.

Distributions of classified soils are shown on the attached soil map.
9・ A close relationship between soil types and plant growth was recognized.
7・ A forest management plan based on the soil classification was diccussed.

東京営林局 土壌調査報告 第 5 報
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I 経営区の概況

A.位置

世 附 経営区位 置 図

経営区は, 関東1の刀西 

ガ沢 山I挑の 西市部一ﾡの

国方林で,神奈川県足柄上 

那三保地內にあ り,商iHは 

約 840 ha である。国行林 

は,主な流域によつて,東 

北か ら 西南へ大乂沢団地, 

水ノ木団地, ニノ沢団地と 

通常3つに区分されている 

(位図おル)。

B.地形

丹沢山塊の周縁は,多く断府によつてﾡされているのであるが, 山I挑の内の地形も また断

騒に支配されている こ とが多く, 沢山挑は要するに断片作用によつてできた複雑な地星であ

るという ことができる。

経営区は, 概商約300～760m の間にあって,壮年期の様相を市 し,急斜地が多い。ただ,

二 ノ 沢団地の一部に緩斜地かみ られる。 ・

なお,山腹科商には,大正12 年9月の関東大び災に起ﾡしたと云われる崩域地が随所にみ 

られ, 特に大乂沢団地,二ノ沢団地の高所の急斜向上に多い。

C.地 質

本経営区を構成しているルは, 御坂店, 石英閃緑着,足柄旭•および山北府である。

御坂府は経営区の南部に広く,そこでは, ﾡ練岩, 女山岩質角礫岩,凝ム料置砂お 

よび頁岩等がみられる。この う ち/関, ﾡ繰分には川則を行する部分 も 多い。

石英閃緑岩は御坂屈•を貫いて,丹沢山塊の中央部に最も広く,経営区の北半もほとんど石英 

閃緑岩からなっている。一般に外観は粗粒で,花識ﾡにﾡ似していて斑状行i叩を呈し, 部分に 

よつては細粒にな り, また時に は片岩の よ う な外観 を呈して いる。

足柄片お よ び山北府は, 経営区の南方周縁部に きわめ て 俄かみ られるにすぎない。

なお, 局部的に これらﾡの上部を 大山岩帰の同ﾡしたいわゆる大山で拠つている所もあ 

る o

D. 気 候

本経営区は高士山ﾡからド地を挑んで東へ約12km ほどにある山塊のため,秋〜森にはい

世経営区の土ﾡ (木崎 ・渡辺】) -29 -

わゆる 富上 烈風に 見舞われ,かなり の寒冷 となる。降iは 10 下か・ら4月下何に及び,降 

雪は 12 日iから3上何に及んでいろ。

この附近の大気候の参ぢとして,国行林 (28 林ﾡ) 内にあるﾡイ介発所大又沢調整地のﾡ 

近 10 »年 (1943〜1952, ただし,気温は 1946〜1952 4川の7カ年) の銀測備は, 第1表の 

とおり である。

第1表 気象 観測 表

Table 1. Climatological Data

月 別 1234567891011_12| 全年
Month Jan. Feb. Mar. Apr. May June July Aug. Sept. Oct. Nov. Dec. Year

最高平均C。
気 温 Mean 12.8 12.4 14.8 18.9 23.7 27.1 31.5 30.9 28.C 23.6 18.0 13.5 21.2

Air maximum
temper- 最低平均C°
ature Miean -6.1-6.6-3.8 0.3 6.2 11.1 15.C 19.9 11.9 5.4 0.3-5.3 7.8

minimum
J . 水 玳 58.996.0147.8185.7184.0298.7385.5286.44C0.0276.8159.579.42558.7Precipitation mm

、降, 水日 6 9 13 13 13 16 16 11 14 14 10 8 14.3
NLmber O1 rain days

第1表によれば,年1均気温は大休 12～13°C くらい と みられ,降水量は約2500mm前後 

となつている。しかし, 観測地は低所にあり, これより高5地域にある大部分の国行林では,普 

通さらに気温の低 ドと降水量の増加が考えられる。また, 松5,傾斜面iの方向等地形にﾡく小 

気候は, 経営区内の地域でそれぞれ複雑に変化しているものとみられる。土地の人の話によ 

れば大又沢方商 よりニノ 沢方面 が よ り 楽冷, 湿潤で ある とい う こと で ある。

E.植生および林況

本経営区の植生分布は,森林ﾡ物徹でいう吸帯林北部から道ﾡ林北部にわたつている。

経営区の大部分はﾡて代探され, 純然たる天然林相を示している地域はかぎられている。現 

(天然生林と人工林は, 経営区商積のそれぞれほぼばづつを占めている。

然生林の主な樹種は, 針葉樹では モミ, コメ ツ ガが多 く,その他カヤ, ウラジロモミ, ハ 

リモミ等が混生している。広葉樹ではブナ,ケヤキが多く,低所ではカシ類 コナラ, ミズナ 

ラ, ハンノキ, カエデ類が多く,その他全般的にホ オ ノキ, サワグルミ, ハリギリ, シオジ, 

クリ等がよ く みられる。

人工林はほ とんどスギ, ヒノ キ林であつて,げ治 24 年度植求の ものが も 古い・* 。

I 調査方法およ び調査成績

A ・ 調査方法

1. 土壌層断面の調査および試料採取

土ﾡ府断間の調査は森林土壌訓査方法書")に よ つた。

*昭和 24 年度第5次編成世経営区経営案説明書参照
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土壤局断面の観察記載の終了 後,各店位ごと に門竹に到学的講査川供試::城を収 し, 

また別に化学分析用供試土壌を採取した。

なお, 附帶調査として,芯断面設定箇所を中心に約 10m ボ内の簡単な林生訓査と, 

同 じ 区域内で,主要樹種"域 も 成長 ■良好 と世われる個樹の樹幹析解お  よ び附近で特断面 と M似 

の形態を示す土壤の分布 してい る地域内の植栽林分について.積訓査を行つた。

2. 土壇型分布図の作製

森林壌調査方法書に したがって,地形,植生等を単位に土壊屈折用の調査を彳八、,そ形 

徳, 性質から 林野土壌調査報告第 1 ザ の分類に したがって類別 し,分布範囲 を 2 ガ分ノ 1 地 

形図上に山同i, 河川,沢, 径路,境界標識等と 関連させつっ略線によ って図示 し,土壊型分布 

図 (:壌図) を作製した。なお, 地質,土域の堆積様式,ダtイi, ォt用Hu, 崩地および風術 

地等も併せ図示した。

3.室内実験

理学的性質については次の実験を行った。

孔隙量,自然状態の容積%最大容水量,堆小容気量,採取時含水量。

化学的性質に つい ては次の実験を彳『つた。

a) pH の測定

鈴木式 pH 北色器を川いた。

b) 世換破度の定量

風乾細土の N-KC1ジ川液(20g: 50cc) 10 cc そ川いて N/10-NaOH で滴定 し,滴 

定数を 12.5 倍した cc 数を もって滴定酸度 (yi) と した。

c) ぬ米の定量

Tiurin 法に よ つた。

d) 全窒素の定量

Kjeldahl 法に よ つた。

B. 調査成績

1 .土壌層断面の記載,附帶調査および室内実験の成績

各土壌型の標準的 と 思われる H•断面 を例示すれば次の よ うである。なお,土壊の色は,森林 

立地談話会発行')のものを川いた。

Profile No. 1-BA 型土場 (定積士)

所作; 14 い林小那 地形； 東に延びる筋の西商市斜商の上部 70 傾斜の方向；

S 60° W 標高; 約450m 灯:野； •輝緑岩(火山岩屑が」: 部 を被って いる) 

店断間iの設期。

L 0〜2cm, スギ,広葉樹の落葉。

世付経営区の土ﾡ (木崎・渡辺)

F 2〜4Cm, やや腐朽 した落葉が底状に堆積 し,所ベ H 

様崎前がま じつている。白微が分布 し, 細根が多い。

A 4～15cm, Clove Brown, 山砂少にみ, 山砂だ 

けの部分は Fucus を呈す,砂:,granular structure, 

岐. 消〜乾. 菌糸多数,菌根がある,大小根多数。ビ 

ベッ ト 法分析に よ る機械的細は ﾡ砂 87%. 細砂 8 

%. 徹砂 3%,林: 2% である。

Bi 15～33cm, Snuff Brown, 火山礫を多少含む,壤 

不先定全な granular structure が発達,軟,潤, 

小多数 (A より 少ない)。機ﾡ的細成は ﾡ砂 53 

%. 細砂 28%, 微砂 19%,林式跡。

B: 70cm 以上, Brussels Brown, 所々 赤味の 勝つた煉 

色様の大山ﾡの 斑点が ある。 火山礫の多い壌土,

潤,きわめて同くほぼ火山外に近い,所々の:軟い部分 

に根がみられる。
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R 根
Gr 粒状構造 
Vs黒色火山砂層

Profile No. 1 Ba 型土ﾡ 
Fig. 1 Profile No. 1 Ba-Soil

経営区いほ と ん どの科商がそ うであ るよう に 足供線 く の両j間に沸 (地割れ) があ り ,件つ 

ての虐災で斜而のたった こ と が推察される。このよう に動いたと み られる対では, 成府状態 

が交錯しているか,不完全か,または未熟士的のものが多い。成層状態の完全な成熟土は地形 

的に安定した所にのみ見られる。この Profile は,清の.上方の安定した挙部の.堪で, 有機物 

の状態,構造等 よ り Ba 型土壌 とみられる。ス ギの成長は き わ めて悪く, モミ, カマッ, 広 

葉樹等の体入がおびただしい。

附近の主な植物。

I;スギ(a) 一人54新ﾡ一, モ: (0), カマツ (r), ヤマハンノキ (r), ミズナラ 

(r), イヌシデ (r)。

I;ヤマハンノキ(f), イヌシデ(0), イヌブナ(o), カシデ(o), モミ (0), リョ ウブ 

(r), ホオノキ (r), ミズメ (r), ヤシャブン (r), スルデ(r), シバグリ (r), ッタモミジ 

(r), タカオモミジ (r). ヤマザクラ (r), アオハダ(r)。

サワダツ (0), ムラサキシキブ (o), アワ ブキ (r), モミ (r), クロモジ (r), オトコ 

ヨウゾメ (r), サンショウ (r), ッッギ (r), シバグリ (r)。

N ; クマザサ (f), ヌスビトハギ (o), ノイ バラ (o), ツ ル リンドウ (0), リ ン ドウ (0), 

フジ (o), キイチゴ(r), ミッバアケビ (r), ツクバネソウ (r), チヂミザサ (r), ミヤマチ 

ゴュリ (r), サルトリ イバラ (r), モミジガサ (r), ツタウルシ (r), カンスゲ (r), アオイ 

スミレ (o), ミ ヤマシキ ミ (r)。

林分調査。
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府•断面附近でほぼ類似の士壊の分布 している約 0.12 ha の地域の 毎木調査の 結果 平均胸高 

直径約 10cm, 同樹高約 6 m, 毎ha 当り 本数 1816 本,同税に 61mである。

樹幹析解

屈断面附近のスギ優勢木 (胸商山径 16.6 cm, 機高5 9.37m, 枝 F商5 1.37m) の調査結果

は,Fig. 2 の各成線のとおりであろ。

5202530J540 → 10 

材直樹 
ﾡ径高今 
(m(Cn)(n)

Fig. 2 B型土ﾡにおけるスギの成長曲線 
Growth curve of Cryptomeria Japonica on BA-Soil.

」

夂
令

f

樹

惠

丽 

二

孺

Profile No. 2—BA型ﾡ

所在;39に林小班 地形;い足根線の北側斜画i 何斜;13° 傾斜の方向； N82° E 桃 

高；約540m 地質；イ漢閃緑岩。

ﾡ断面の設明。

L 0～2cm, 広葉樹の落葉。

F 2～5cm, 帽状に堆積,下部に H を混す, 細根多数。

きわめて悪い。

附近の主な植物。

I; ヒノキ(f) -植栽木一, ホオノキ (0), エゴノキ (0), ミズナラ (0), リョウブ(0), 

ブラチャン (0), ワブキ (r), ハリギリ (r), ヤマグワ (r), ミズキ (r), ミッデカェデ 

(r).
I; クロモジ (f), エゴノキ (f), ミ ズナ ラ(0), ムラサキシキブ(o), サンショウ(o), 

オトコョッゾメ (0), ッッギ (o), アブラチヤン (o), ヤマモミジ (r), イスシデ(r),カ 

シデ(r), タマブジサイ (r), ハクウンボク (r). サッグッ (r)。

N; スズダケ (Va), フジ (f), キィチゴ(o), カンスゲ (o), ヤマブドツ (r), フキ(r), 

ツタウルシ (r)。

ﾡ この所面からは供試土ﾡは採収しなか.つた。また, 前幹所解および林分調査も行わながつた。

Profile No. 3-Be 型:

所在； 39 い林小班 地形; 平衡的な急傾斜面中腹上部 Ni斜; 350 傾斜の方向； S80°W 

松高; 約 320 m 地質； ィi淡関緑城。

騒断面の説町

L(F) 0～2cm, スギ, 広葉 明の 落葉,地表 に 小指大 の 石礫が多く,断片的に 本好がみられ 

ない, 細拠多数。

A 2～23cm, Olive Brown, 小礫を多く 含む砂質•壊土,不明瞭な nutty structure が 

発達,取,乾〜潤,菌糸を散見し,菌糸臭が強い,中小根多数。機械的組成は粗砂 

60%, 細砂 28%, 微砂 12%, ﾡ式勝。

c 上部はかな り 風化の進んだ石英閃緑界,斜めに制口が入り , それに沿つて根が侵入 し
A' 5～8cm, Sepia, 火山砂を 多く 含む砂質壤土,不定全な loosegranularstructure, Cいる。

R根 Gr 粒状構造
BI 地 状 構造 Vp 火山ﾡ

Profile No. 2 BA 型土ﾡ 
Fig. 3 Profile No. 2 BA-Soil

粗鬆,上部に孔隙あ り,ド, 細供多数。

A。8～17cm, Sepia, 火山砂を 多く 含む砂質壌土, 

Granular-blocky structure, 載, 乾,小ﾡ多 

数。

(A1 と Asはほ様な性匹とみられるが, 座裕 

度が特に異なる)

Bi 17～60cm, Snuff Brown, 火山砂を少し合む砂 

城し,上部は blocky structure 秋,乾. 細ﾡ 

が分散してる。

Ba (+),SnuffBrown, 火山礫を含む用理 ［質壊土, 

軟〜堅,消, 根はほとんどみられない。

風術地とた り 表面から乾燥している。ヒ ノ キの成」は

従他作川の神 しい科mでは, このょうな (Profile No.

6 も同様)渡い A〜C 形態の乾性土壊がよく みられ,その 

分布は広く,特に石英閃緑界の地域に広い。

この土域は炎商戦ﾡも しており, やや Ba 型土壌に 傾いて 

いる。スギの成長は惡い。

附近の主な植物。

I;スギ (a) 一期治 45 4横求一

I ; ミ ズナ ラ (r)。

・ ; アワブキ (f), ハクウンボク (f), イ スシデ(f), ク 

ロモジ (f), ム ラサキシキブ(f), ミ ズナ ラ(0), り ヨ ウブ 

(o), シラカシ (o), イヌブナ (o), ホンブナ (o),ブカッ 

デ(o), アブラチャン (o), ッッギ (o),コ ミネカエデ(o),

R根 S石
B1 塊状構造 Fi割目
Mr基岩 (輝緑岩)

Profile No. 3 Bc 型土ﾡ 
Fig. 4 Profile No. 3 Bc-Soil.
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オトコョウゾメ (O), サソダッ (r), アオハダ (r), タカオモミジ (r), ハリギリ (r), イス 

ッ ゲ (r), ヤマモ ミ ジ (r>, エ ゴノキ (r), イ ス ガヤ(r), ヤマ グリ (r), ヤマザク ラ (r), 

ヤマボウシ (r), モミ (r), サンショウ (r)o

W; スズグ ケ (a), ヒメカンゲ (f), タチッボスミ レ (f), チ ゴュ リ (0), ミ ッバ ケ ビ 

(0), ススビト ハギ (o), サル トリイバラ (o), ッ タウルシ (o), ノイバラ (o), リ ン ド ウ 

(r), チヂミザサ (r), トコロイモ (r), マッブサ (r)。

林分調査。

附近でほぼ同様な土壊が分布 している約 0.3ha の ス ギ林分の1木調査の結果は, ド均『75 

直径約12cm, 同樹高約 9m, ha 当り不数 1627 木, 何j帝積約 86m である。

樹ﾡ析解。

府断面附近の スギ優勢木 (明7Li径 19.1cm, 樹れ;12.6cm, 桜下高5 2.9m)について調

Fig. 5 Bc型土ﾡにおけるスギの成長曲線 

Growth curve of Cryptomeria Japonica on Bc-Soil.

Profile No. 4—Be 型土壌

所在;17ろ林小班 地形； 南東に緩く 延びる 尾根の南西側斜面 何斜;21° 傾斜の 方向: 

S75°W 標高; 約460m 地; ﾡ緑岩。

■断面の説明。

L(F) 0～2cm, モミ, ササ, 広葉樹等の落葉。

F-H2～5cm, Bone Brown, 孔防多, 細根多数。

A 5～30cm, Clove Brown, 火山砂礫を 多く 含む砂質壤土,上部に granular-blocky 

structure が下部に nutty structure が発達,上部約 5 cm は緑以下は秋,消, BI界 

附近にモミの外生菌根が多い,根多数,B 界に薄い火山砂腐•がある。

Bn 30～60cm, Olive Brown, 腐植 も 多少含む,砂壊土,nutty structure, 事～堅, 

消. モ ミ の外生菌根が多い。根多数 (A より 少ない)。機械的組成は粗砂 56%, 細砂 

33%, 微砂 10%, 粘上勝。

世附経営区の土壤 (木崎・ 渡辺)

B l 50cm 以、, Mikado Brown 所々赤ﾡt (ﾡ

C{) を呈す, 山ﾡ多数, ﾡ質域工, ﾡ村

造,.堅,潤,根はほとんどみられない。

地表 ド約 50cm前後の深部にIなnuttyStructure 

が発述し, この附近がむしろ上下の部分 より 座 く 乾 •燃し 

た感じを与え, Be 型土城の特徴を示している。

経営区の 天然生林の主要樹種はモミ,ッガで. その確 

樹は Be 型, BI: 型土壊等やや乾性に 傾いて いる所で よ 

く 更新している。 断画は ヒ ノキの造林地に統 く 尾根に 

近い所で,その足筋にはBI型:ﾡがみられる。この附 

近には, 成長I盛モミ, ッガの 大径木がみられる。こ 

れ ら 樹種の 然 ﾡ新の 適地 とおえられるので, この店断

面を;汶定した。

附近の主な植物。

I;モミ (f), ケヤキ (o)。

I; ヒノキ (Va) 一:154新橋一, モミ (a), イ

-35-

R 根

My 苗根

Bl 塊状構造

Vp 火山ﾡ
Profile No.

Ca孔隙

Gr 粒状溝造

Nt 堅果状構造

Vs 火山砂

4 Be 型土ﾡ

Fig. 6 Profile No. 4 Bc-Soil

ヌシデ (a), タカオモミジ(O), ヤマモミジ(O), コミネカエデ(o), リョウブ (o), ヤマ 

ザクラ(o), ワブキ(f), アブラチャン(o), メグスリノキ(r),アオハダ(r), ミズキ 

(r), クシデ (r), オトコョウゾメ (r), アカシデ (r), ホオノキ (r)。

I;モミ (o), ムラサキシキブ (0), ケヤキ (0), イヌッゲ(r), カヤ (r), コクサギ(r), 

クロモジ (r), ヤマグワ (r), サンショウ (r), クサギ (r), ヒイラギ(r), オハダ(r), 

エゴノキ (r), コジサイ (r), ッルマサキ (r), イボタ (r), ミヤマホウソ (r)。

VI; スズタケ (Va), カンスゲ (o), ツタウルシ (o), テイカ カズラ (o), ミッバケビ 

(r), ノイバラ (r), ッルシキミ (r), サルトリ イバラ (r), ヤマプド ウ (r), ハナイカグ 

(r), ミヤマナルコユリ (r)。

樹ﾡ析解。

層•断面附近の数本のモミのうち,材様, 形成災ともよい優良木(胸商;直径60.35cm, 樹 

5 31.77 m, 枝下高 4.22 m) について調査したﾡ県は, Fig. 7 の各」山線の とおり であ

る。

Profile No. 5-Bc型土壌

所在 ; 22 は林小珊 地形 ; 南西にﾡ く 延びる 尾根が急斜を も つて沢に望むや凸形の斜面 

傾斜； 320 傾斜の 方向； S30°W 様市; 約 430 m 地質； ﾡ練岩。

居断面の説明。
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L(F) 0〜4cm, スギの葉, 宿朽分解が進み細かく 

成砕 さ れた落葉 も まじる,細供多数。

A 4～12cm,Clove Brown,植にﾡるむ, 山 

砂ﾡを多く 含む砂質度土,granular sti-ucture, 

戦, 孔際あり, 湿,中小根多数。

A——B 12～18cm, Olive Brown, 腐植を少し含む, 

山他様を多く令む(A上りも多い), 砂士:, 

明度のnutty structure が発述,戦, 消, 商i未 

以がする, 供多数。機代的新成は種砂83%, 

細砂 12%, 桜砂 5%, 粘士式跡。

B 28～ 100 cm, Saccardo's Umber, 火山礫 を 含 
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Gr粒状構造 Nu 堅果状構造
R根 Vr 大山岩暦 (署)

Cr 亀裂 Ca 孔隙
Profile No. 5 Be 型土ﾡ

Fig. 8 Profile No. 5 Bc-Soil.

C (+), 秘径の小 さ い整い 火山げ用の盤時, 断統的に 他梨があ る。所々 の軟い部分に根 

がみ られる 〇

州所面は安定し,成熟した成府状態を示している。沢の間に張り出した斜面で,ﾡ干の風間 

が考えられる。適よりやや戦燥にﾡいた形態を示し, 一応 Be 型土曜とした。斜価には諸 

々地割れがみられ,嘗つて土地の変動があつたことを示している。スギの成長は中席•以下であ 

る。点している ヒ ノキがスギより もよいを示している。

附近の主な植物。

I;ギ(a) 一人正 3 年情求一, ヒノキ (r) 一人正 3 年横求一。

ロ ; シラカシ (o), アカガシ (r), ホオノキ (r), (除伐 して ある ので種名は 不明だが,か 

な りの広葉樹があったよ うである)。

・ ; アッブキ (f), ムラサキシキブ(0), ガマズミ (o), イヌシデ(0), アブラチャン(0), 

シキミ (0), ヤマザクラ (r), ホオノキ (r), ヒイラギ(r), サンショウ (r), コミネカエデ 

(r), ダン コウバイ (r), ヤマウルシ (r), クロモジ (r), モミ (r), ヤマグッ (r), ミズナ 

ラ (1-), イ ッヤカェデ (r), ハ リ ギ り (r), ハナイ カ ダ (r), タラノキ (r), ケヤキ (r), ム 

ラサキーュミ (r), タカオモミジ (r), 二七ブカシヤ (r)。

N; ヒメカンスゲ (Lva), ク マザサ (f), ミ ッバケビ(f), ティカカズラ (f),ヌスビト 

、ギ(f),ッルシキミ(o), ッルリンドッ(o), フジ(o), ッタウルシ(o), ヤマブドウ 

(o), キイチゴ(o), ッラビ (0), コウヤボウキ (o), ナガハコウボウキ (0), ススキ



-38- 林野土ﾡ調査報告 第4号 世村経営区の土ﾡ (木崎 ・渡辺)

(O), サルトリイバラ (r), フキ (r), チヂミザサ (r), ノイバラ (r), ヤマブザ: (r), ク 

ジャクシグ(r), ノリッッギ (r), イスッグ (r), エビネ (r)。

林分講査。

ﾡ断画附近でそれとほﾡ似の壌の分布している約 0.14 ha D地域に ついての 木調在 

の結果は,平均胸髙直径約 12 cm, 同樹商5約10m で,ha 当り本数2152 代, 何税(145m 

である。

樹粋析解。.

贋難面附近のスギ優勢木 (胸高直径 20.1cm, 樹5 12.64m, 枝 ド高 3.15m) と,たまた 

まスギ林分中にあつたヒノキ(胸高直径25.9 cm,樹高13.25 m,枝下高2.57 m)の調査結 

果は, Fig. 9 の各成長曲線のとおり である。

総成長 連年成長

へ V 39生
ヒ/* 39主

樹が巳 
a任 ・ 
# ,

キ

ャ

べ
 

スE

スJ

年719 (5 2 的 39 3 納

(mシ(cm)(m)

Fg: 9 Be 型土壤における スギ,ヒ ノ キの生長曲ﾡ
GrOwth curve of Cryptomeria japonica and Chamaecyparis obtusa on Bc-Soil.

Profile No. 6-Bc 型土壌

所在 ; 4 い林小班 地形 ;大きな 沢の間に張り 川 した峯筋の南斜面 傾斜； 280 Aの 方 

内;S80°W 被高; 約430 m 地質 ;大山。

層•断面の説明。

L(F) 0〜3cm, スギ と広葉樹の落葉,腐朽分解の進んだ落葉を含む。

A 3～18cm, Olive-Brown,ﾡﾡを合む,』地城,上部に granular structure が 

発越,下部は不明ﾡな nutty structure,戦, 潤,菌糸を散見,中小根多数。機ﾡ的 

細成はﾡ砂 38%, 細砂 33%, 微砂 22%, 7%。

C (+), 火山岩用のM制府 (山ﾡ)。

大山岩上の渡い いわゆ るAC 上壤である。 ィ ;炎関緑料の斜商に も こ の形態の土壊は よ く 

み られろが,つて ス ギのが思い。変型では あるが, 

腐植,構造等より Be 型土壌とみえられる。この形態は 

特にNi斜花の促進,地 り いは崩壊似触をきた しやす 

いのではないかと予想され, 実際に二ノ沢方面では,火 

山のﾡ呈 した地こ り 崩壊地が多い。根の生活圏は A 府 

に1供 され,成 不良の 原因 が窺われ る ・

附近の主な植物。

I;スギ(a) 一期治 30 年撤裁一, ミズナラ (f), 

イ ス ブナ (o)。

I ; リ ヨウブ(o), ヤマザクラ (o),イスシデ(o),

R 根 Gr 粒状構造 Nu 堅果状ﾡ造
Vr堅い火山岩(層)(带状線は変色部)

Profile No. 6 Be 型土ﾡ A一C形態
Fig. 10 Profile No. 6 Bc-Soil

(0), クマシデ (0), ホオノキ (r), ッ ブキ (r), イ ズ ブナ (r), ミ ズナ ラ (r), サンショ 

ウ (r), モミ (r), ハクウンボク (r)。

|I1 ； モチッッジ (0), ハナイカダ (0), コッヤボウキ (o), オトコョウゾメ (o),ゴンズイ 

(r), クロモジ (r), ミッバッッジ (0), ヤマグッ (r), ムラサキシキブ(r), ッッギ (r),

カヤ (r), ツリバナ (1-), マユミ (r)。

N; スズタケ (a), ヒメカンスゲ (a), ミ ッバケビ (f), フ ジ (f), リンド ウ (o), タ マ 

アジサイ (r), ツタウルシ (r), ヤマアザミ (r), ヤマユリ (r), ナルコユリ (r), クマガイ

ソウ (r), オオバギボウシ (r)。

林分訓在。

厄•断面附近で それ とほ ぼ類似の土壤の分: 布 してい る約 0.45ha の地域に ついての 毎木調査 

の結果は,平均胸高 直径約 12 cm, 同樹高約 6m で, ha 当り本数 1066 本,同帝積61msで 

あ る(調査地域は例示 したﾡ断面よ り 土壌の深い いわゆ る立地の よい地域を 多 く 対照に したの 

で多少過大な結果となっている と思われるが,この地域の林分はすべて不良で, 広葉樹の中へ 

スギが入つているような状態である。なお, 壌は深, 浅の差はあるが,Bo型のA-C 土地 

である)。

樹体析解。

総成長 連年成長量

Fig. 11 BC 型土壤におけるスギの成長曲線 
Growth curve of Cryptomeria japonica on Bc-Soil.
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R根 Vp 火山ﾡ

Gr 粒状構造 Bl 塊状構造

Nu 堅果状柳造

Profile No. 7 BD 型土壇 

Fig. 12 Profile No. 7 Bn-Soil.

■断面附近の スギ優勢木 (WiU径 11.7cm, 樹高 7.05 m, 枝 ドi 3.8m) の調喻果 

は,Fig. 11 の各成長曲線の示すとおり である。

Profile No. 7-Bp 型(やや屹性):

所; 39 い林小班 地形; 南西に緩く 統い ている 供の 

市側で, やや平坦化した凸形地 傾斜； 15。 例斜の方向； 

S800 W 様;約400m 地質； 娜緑外。

断商の成期。

L 0～4cm, スギのﾡ葉。

F(H)4～7cm, CloveBrown, 細かく 破砕された落葉, 

下部に(F) -Hがややほ く 発達また Crumb様の 

(H) -A がまじつている。ごくﾡ戦で A との境 

に粗孔隙が多数。

A 7～40cm, Clove Brown, 火山砂 (様) を多く合 

む砂土, 上部に granular, 下部に blocky-nutty 

structureが発逹,上部に粗孔隙がある,渊,中小 

根 多数。機械的組成は粗砂 84%, 細砂 11%, 微砂 

10%, 粘土 1%。

B 60cm以上, Saccardo'sUmber, 火山礫の多い礫土, 無, 軟〜 堅,潤,ﾡを放 

する。粗砂 53%, 細砂 37%, 微砂 10%, # 1%。

かぎられた地域であるが,平坦状の峯部でみられる安定した定積土である。この居断面の約 

5 m くらい下方に地割れの跡があ り. 斜面の地上 り を示 している。

特断面のやや深部に nutty structure が発逹 している こと, 行機物けの1様からしてBn型 

より やや乾性に傾いた土壤とるえられる。スギ,ヒノキの混交林分である。ヒノキはIぼI常 

な成長状態を示 してい る が,ス ギは 中庸以下 とみ ら れる。しかし量的に は ス ギの 力が人 き い。 

附近の主な植物。

スギ(a) 一明治 45 年植栽一,ヒノキ (f) 一明治 45 年植栽一。

I;ヤブキ (o), ハナイカグ(o), ムラサキシキブ(o), アブラ チャン (o),オトコョウ 

ゾメ (oン, クロモジ (o), ヤマグッ (r), フジキ (r), ウラジロガシ (r), ヤマッルシ (r), 

ツタモミ ジ (r), ウッギ (r), コミネカエデ(r), ヤマグリ (r), カガッ (r), ミ ズナ ラ

(r), ヤマモミジ (r), ケャキ (r), ヒイラギ (r), モミ (r)。

N; スズグケ (Va), ヒメカンスゲ (f), ヤマフジ(o), ミッバケビ (o), オオチゴュ リ

(O), チヂデミザサ (0), キイチゴ(o), テンナンショウ (r), ツタウルシ (r),サルトリイバ 

ラ (r), ヤマブドウ (r), ヤマイモ (r), ティカカズラ (r), ツルシキミ Cr)o

林分小調在。

断商付近でほぼ類似のD:壌の分イしている約 0.1ha の付木調査○ﾡ米は, スギの干均胸

山i径約20cm, 同樹商j約15m, ヒノキのド均鷹高山径約20cm, lj村尚約12mで両者合

計の ha 当 i) 木数 1425 イ, 積 334m3 であつた。

樹ﾡ析。

履断面附近のスギ優勢木 (『商u径 30.2 cm, 樹18.53m, 桜下高 4.7 m) と ヒノキ優 

勢木 (ﾡ;j山i径25.8cm, 樹高 14.1m, 枝下高 6 m) の調査結果は,Fig. 13 の各成長鉄 

の示すとおり である。

Growth curve of Cryptomeria japonica and Chamaecyparis obtusa on BD-Soil.

Profile No. 8-Bn型土壌

所命; 41 い林小班 地形； ほぼ凍:四に延びる 供細の級 

い南側斜面,下方は長い急斜面 とな つて い る 松高 ; 約450 

m 傾斜； 18。 細斜の力向;S60°W 地質； 御坂恍

府断面の説明。

L 0～1cm, ヒノキの葉。

F-H 1～7 cm, Clove Brown, スボン ジ状でごく ﾡ戦, 

細根多数, 細根の間隙に Crumb 様腐植土を含む。

Ai 7～13cm,BlakishBrown, 多少火山砂を含む壊 

, blocky structure, 軟〜 堅,湿, 中小多数。

機械的糾成は粗砂 75%, 細砂 12%. ﾡ砂 10%,粘 

土 3%。

A: 13～25cm, Olive-Brown, 火山砂礫を 多く 含む砂

blocky sti-ucture, Ai よ り軟, 消,ﾡはAI よ

R 根 Bl 塊状構造
VP 火山礫 (届)

Profile No. 8 BD 型土ﾡ 
Fig. 14 Profile No. 8 Bp-Soil



-42- 林野土ﾡ調査報告 第4号 世経営区の土ﾡ (木崎 ・渡辺) - 43 -

りグなV。 粗砂 S3%, 細イ 10%, 微砂 8%, 相士:跳。

A-B 25〜57 cm, Sepia,火山礫を多く含む礫質城土,上部にstructureが多少発逹,軟 

～堅,河, ﾡ少数。粗砂 78%, 細砂 19%, 徴砂 3%,#:式勝。

B 70 cm 以上, Snuff Brown, 約15cm く らいの大山ﾡﾡが2解ある。T［域:, ﾡ

～堅, 消, ﾡ少数。

数日団!りの統いた後だが,A!はかなり温消である。しかし, 冇機物,構造等より やや乾性 

に傾いている。 Bn 型上壌の特徴が多少ﾡわれる。足供部の安交定地形のため, 店状態の市 

な深い定積土である。南が開けているため若干の風術となり,ヒ ノキの樹商成はよ く ない。

附近の主な植物。

l;ヒノキ(a) 一人正5年械栽一, ホオノキ (r), ケヤキ (r)o

I;ッ ブキ (0), エゴノキ (r), リ ョ ッ ブ (r)。

・ ; サンショウ (o), ク ロモジ (o), アッブキ (0), タカオモミ ジ (o), ブナ (0), プ 

ラチャン (o), ムラサキッキブ(o), ケヤキ (r), ハクウンボク (r), ヒイラギ (r), ックモ 

ミ ジ (r), トネリコ (r), ヤマモ ミ ジ (r), シキミ (r), リョウブ (r), モ ミ (r), ハナイ カ 

グ(F), イボ タ (r), ックバネウッギ(r), オトコョッゾメ (r)。

N; カンスゲ (Lva), ス ズダケ (a), シキミ (f), ノイバラ (o), フ ジ (r), サル トリ イ 

バラ (r), ギボウシ (r), コアカッ (r), ツタウルシ (r), ミッバケビ (r),チゴュリ(r), 
ティカ カズラ (r), キイチョ(r)。

林分調査。

ﾡ断面附近でそれとほほ様な:壌の分布する約 0.3 ha のヒノキ 林分の 行木訓査 の結果 

は, ド均ル商直径約 18cm, 同樹高約 8m で,ha 当り本数 1391 木, 同税t165m であ 

つた。

樹幹析解。

ﾡ断面附近のヒ ノキ優勢木 (Wi5直径 21.5 cm, 樹高 12.1m, 桜 ド商i 3.4m) について調 

総成長 連年成長

ヒハキ 38年生
30 ・ ・ 樹高曲線

・---→・ 直径 ・ .
40 °----- e 校租, . 05

査したﾡ県は Fig.15 の各成長曲線の示す とおりである。

Profile No. 9-Bn 型土壌 (崩ﾡ:)

所;29は林小ﾡ 地形； 切水面に近い下降的な急斜面 Ni斜;35° ﾡ科の方向;E 税 

高 ; 約450 m 料;イ「英閃緑岩 とﾡ暴特。

■断面の説明。

L(F) 0～1cm, ヒノキの落葉,所々 土壌が露呈 し,小さ 

い石礫が散在している。

A 1 〜30cm, Clove Brown, 火山砂礫が多く,少し 

く 母岩礫を含む,砂質城: 日 Crumb. 地委から 10 

cm くらいの所に孔硫多数,ﾡ戦〜軟・消,ﾡ少数。 

機械的組成は粗砂 77%, 細砂 16%,微砂 8%. ﾡ 

土 3%。

A. 30～58cm,Olive-Brown,岩除が多く,大山砂 

礫を 多少含む,砂質壊二匕 blocky structure, 軟, 

消, ﾡル数。粗砂 50%, 細砂32%, 微砂14%,粘 

土 4%。

B 58105cm,Saccardo's Umber,#k岩確と大山ﾡを 

合む, 砂質ﾡ北,上部に弱度の blocky structure, 

孔防ぁ り, ﾡ少数 (Au, As よ り 多数)。

C (+),風化の進んだﾡ続常と石英関ﾡ着,御目に沿

R根 S石咲
Ca 孔隙 Gr 粒状構造
Bl 塊状構造 Vs 火山砂(層)
Di輝緑岩(風化の進んでいる)
Profile No. 9 BD 型崩積土

Fig.16 Profile No. 9 Bn-Soil

ヘ
ー
樹
盒
加 

f

直

径

幽
 

オ

找

積
g

3530 
5

20
5

枚道ﾡI。 5 20 25 30 35 4
(m)(cm)(m)

Fig. 15 BD 型土壌における ヒ ノ キのﾡ長曲線
Growth curve of Chamaecyparis obtusa on BD-Soil.

って根が侵入。粗砂 60%, 細砂 32%, 微砂 7%, 粘土 2%。

石礫が 信断面に多 く 分布 し, 大川砂はﾡと して は みられな い 0 期積-で,ﾡ植の達透は深 

く, 各府位の推移は漸変的で,僅少の根が全体に分散している。良好な ヒノキ林分下土壊の一 

例である。

附近の主な植物。

1; ヒノキ(a) 一人大正 8 4植城一。

・ : ブラチャン (o), コクサギ (o), ムラサキシキブ(r), タマアジサイ (r)。

N: スズyケ (f), イラクサ (o), モミジガサ (o), マツカゼッウ (f)。

( う つげした林分下に はほとん ど地術物は みられないが, 開生地には, スズグ ケが著 

しい)。

林分調査。

内断固附近で それ とほ ぼ類似の土壊の分布 してい る約 0.5ha の ヒノキ林分の毎木調査の結 

県は,W高置径約18cm, 同樹商13m, ha 当り 本数 1383 本,同ﾡ積 270m である。

樹ﾡ析解。
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層断面附近のヒノキ優勢木(胸高直径 23.6cm, 樹高 16.5m, ﾡ下商5 6.5m) について調 

査の結果は,Fig. 17 の各成山線が示すとおりであz。

総成長 連年成長

ヒノキ 36生

・----- ・ﾡﾡ由中

17 BD 型士ﾡにおける ヒノ キの成長曲線 
Te"th curve of Chamaecyparis obtusa on Bn-Soil.

Profile No. 10-Bn 型:壌 (大山砂定積)

所;3チ#小那地形;単烈なやや凸れ形の納 御;18° 御の方向;S50°w 材 

高;約540m 基岩； 輝緑岩。

R
Cr Crumb structure
Vs 火山砂層 Vp 火山ﾡ(岡) 

Profile No. 10 BD 型定積土 
(火山砂土)

Fig. 18 Profile No. 10 BD-Soil

片断面の成。

L(F) 1〜2 cm, スギ と広葉樹の落葉,細か、く分解された 

腐葉を混んじている。

A 2～25cm, Bone Brown, 例械にむ, 上部は 

Crumb, 極軟,湿,中小根多数。

Vs 25～70cm, Olivaceous Black ⑴,腐植の滲透し 

ていろ上部は Blackish Brown, ほとんど 山砂で 

ド部ほど粗粒となる,軟〜堅,湿,腐植の滲透して 

いる上部に 中小根多数あ り, 他にはほとんどない。

B (+), Olive-Brown, 上部約 30cm は火山ﾡ壌 

土,以下はほとんど火山磔,無構造,やや堅,多湿。

比核的交定地形に みられる 山砂:で, 断面の形態は ほぼ 

Profile No. 11 と同様であるが,ただBに命まれている細 

:が少なく,地炎下1m く らいからほとんど火山礫である。 

また,地形, 形態から Profile No. 11 が崩積:で, これは 

同型のだ積:とみられる。 前の地より約100m くらい

高く,ほぼ雲のかかる線附近に あり,気温の低ド,日照量の減少等微気候は両地ではかなりの 

隔 り が:ある と地 う。こ こではスギ, ヒノキ と も制冠が鈍形で,樹高の低い不良林分が多い。

附近の主な植物。

I;スギ (a) 一明治 35 年植栽ー,ヒノキ(r) 一明治 35 年ﾡ栽一。

I; ミズナラ (f), クロモジ (o), ヤマザクラ (o), ヤマネコヤナギ (o), ホオノキ (r), 

サンショ ッ (r), ヤ マ yッ (r), = ゴノキ (r), リ ョ ウブ(r), ケ フ キ (r), ッタモミジ

(r), イヌシデ (r), ハッバミ (r), ケャキ (r)。 ・

・; コクサギ(f), オトコョッゾメ (o), ススグケ(o), ネジキ (0), ブラチャン (O), 

コミネカェデ(r), イ ボタ (r), ハナイカ グ(r), ムラサキシキブ(r), ゴン ズイ (r), ノ リ 

ッッギ (r),ツグイスカグラ (r),ヤマモミジ (r), ムラサキマミ (r),ザリョ ミ(r), 

イカッッギ (r)。

N; ヒメカンスゲ (Va), コウャノマンネンゴケ(a), ヤマブドウ (a),ミッバケビ(a), 

フ ジ (a), ッ タ ウルシ (0), モ ミ ジガサ (o), クジヤクシ ダ(0), チヂミ ザサ (0), リ ン ド 

ウ (r), ッルリンドッ (r), チゴユリ (r), ヤマザミ (r), ノイバラ (r), ミズナ (r), イ 

ラクサ (r), フタリ シズカ (r), エンレイッッ (r), ェンシュウハグマ (r),キクバドョ ロ 

(r), ックバネソウ (r)o

林分調査。

州断附付近でそれとﾡ似の:域の分命している約1ha のスギ, ヒ ノキ林分の每木調査の結 

巣は, スギの平均胸高直径約 14cm, 樹商510mで, ヒノキのイ均ル市5直径約18cm, 同樹 

商約 10 m であ り, スギ, ヒ ノキの合計 ha 当 り 本数 1005 木, 諾所 S5m である。

ﾡ粋析解。

肺断岡のスギ優勢木 (Miu径 22.4cm. 樹商古19.3m, 様下商 1.8m) と ヒ ノキ優勢

20 総試長 連年成長

ﾡ高由線

直径 ・

# ・

Fig. 19

0.3

0.8

07

06

ﾡ高今 
(n)((ロ)(")

BI型士ﾡ (火山砂土)におけるスギ, ヒノキの成長曲線
Growth curve of Cryptomeria japonica and Chamaecyparis obtusa on Bl)-Soil (Volcanic sand)
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木 (胸直径 24.4cm, 樹商11.5m, 枝下高 3.8m) の調査結果は,Fig. 19 の各成川線 

の示すとおり である。

R根 Ca 孔隙

Vs 火山砂(層) Vp 火山ﾡ

VI 浮石(層)
Profile No. 11 BD 型崩積土

(火山砂土)
Fig. 20 Profile No. 11 BD-Soil

Profile No. 11-BD 型-:壌 (火山砂崩積土)

所在; 2い林小班 地形;北東にﾡした比較的絞い単訓な 

不商斜m 前斜; 17° N斜の方向 ; N 450 E 掘;';i: 約450m 

岩; ﾡ禄岩。

ﾡ断画の成期。

L(F) 0～2cm, スギ と広葉樹の落葉,一部細かく分解し 

た皆葉を含む。

A 2〜17cm, BlackishBrown(3),ﾡ械にﾡるむ。 

大山砂を多 く 合む, Crumb, ﾡ戦, ところどころに 

定洞がある。湿,中小根多数。機械的細なはﾡ砂 

85%, 細砂 8%. 徴砂 3%, ﾡ-4%.

Vs 17～80cm, OlivaceousBlack(1)-上部はほA 

と 同様な色調を示す,火山砂 (ﾡ) 時, ドﾡど細 

粒とな る。軟,中小根多数。ﾡ砂98%, 細砂2%。

B 80cm以上, Olive-Brown, 粗い 火山礫を多く 含 

む,下方ほど大塊となり,合量も多い。ﾡ質壌上,

堅,多湿,大中根多数 (Aより多い)。粗砂60%, 細砂20%, 微砂20%, 粘土:2%。

ニ ク 沢方面の緩斜面上に は,ほ と ん ど地表から厚 く 火山砂の積したいわゆる 火山 砂士か広 

く 分布 してい る。崩積地形の所は厚く,峯部又は凸状地は薄く なつている。この局断面は前 4 

の一例で前の Profile No. 10は後者の一例である。母材が大部分砂ﾡのため, ﾡの形成は 

みられす, 壌型の判定は, 地形, ﾡ生および行機物 (ﾡﾡ) の状態によ つた。

附近の主な植物。

I;スギ(a) 一明治 28 年横栽一, ヒノキ (0) 一明治 28 年植栽一。

I ; ヤマグワ (a), アブラチャン (o), コクサギ (o), ケヤキ (r), ヤマモミジ (r), オノ

オレ (r)。

I ; コ クサギ (a), アブラチャン (a), ヤマグッ (a), タマアジサイ (o), コカ ソ (o), 

ウリ ノキ (o), ウッギ (o), ハナイカダ (r), ガクウッギ (r), ミッバッッギ (r)サンショッ 

(r), イボタ (r)。

N;コクサギ(a), ミ ズナ (f), イラクサ (o), チヂミ ザサ (0) ・ヤマブド ウ (o), チ ゴュ 

リ (r), フタリシズカ (r), キイチゴ(r), フキ(r), ツタウルシ (r), アマチヤズル(r). 

モミジガサ (f), マッカゼソウ (f)。

林分調査。

仲所面附近で それ と 類似の 土壊の 分布 してい る約 0.6ha の地域のスギ, ヒ ノキ林分の行木 

別査の熱県は, スギのT-均直径約 24cm, 同樹商約18m. ヒノキのイ均山径約24cm, 同樹 

75約 17 m で,スギ, ヒ ノ+イ計でha 当り 木数 718 本,ﾡ積約 277m である。

謝ﾡ所船。

府断面附近。)スギ優勢木(胸為直径 33.1cm,樹高 20.6 m, 供下i510.Sm) とヒノキ優

Fig. 21 Bn 型土ﾡ (火山砂土)におけるスギ, ヒノ キの成長曲線
Growth curveofCryptomeria japonica and ChamaecyParis obtusa on BI-Soil (Volcanic sand).

勢木 (胸商山I径 31.7 cm, 樹高19.87m,桜下商5 8.85

m) の調査結果は,Fig. 21 の各成長曲線の示すとおり 

である。

Profile No. 12-Be -:域 (崩積)

所在 ; 7 い林小ﾡ地形 ； 東北東にmi したやや凹地形 

納価の脚部Ni;約10°N斜の方向;N75°E 標 

商5; 約 320m ; ﾡ緑"。

層断面の說明。

F 0～3cm, スギの腐葉。

H 3〜4 cm, Bone Browno

Ai 4-11cm, Clove Brown, 腐植に頗る富む, 

壊土,Crumb, ﾡﾡ, 湿,細供多数。

A 11～34cm, Sepia, ノ慰植に頗る 富む,石iﾡに 

む, 砂質壤土(火山砂がま じろ),戦, 孔除あ 

り. 湿,中根やや多い。機械的細成はﾡ砂67

根S石ﾡ Gr粒状構造 Vs山砂層

Profile No. 12 Be 型崩積土 

Fig. 22 Profile No. 12 BE-Soil.
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%. 細砂 15%, 徴砂 18%,祐:式的。

As 34～60cm, BoneBrown,ﾡﾡはAsよりやや多い。 大山砂を合む砂, 壊土,秋, 

湿,中小根 A, よりやや多い。ﾡ砂 78%, 細砂 14%, 徴砂 7%,#損跡。

A 60～100cm. Sepia, 腐植 は As とほに同じ, 火山砂を合む砂び整土,軟,温,小根 

A よ り多い。

Vs 1m 以上地積している大山砂 (礫)特, 下ﾡほど秘径が大きい。ﾡが地だ下2m く 

らいの所にもみられる。ﾡ砂 89%, 細砂 8%, 微砂 2%, 納: 1%。

下降斜面の脚部に現われて いる Be 型崩秋上で,A 府には多く の 岩片と 大山砂を合んだ深 

い土壊である。A ﾡが As 府よ り色にみえるのは, As 府 は一 度堆表府で あつたこ とがあ 

るらしく,その上に現在の As 局が押出したものと予想される。ﾡは 2m く らいの深さにま 

で散見 し,ス ギの成長は き わめ て良好である。

附近の主な植物。

!;スギ(a) 一明治 36 年植栽。

I ; ヤマグッ (o), ヤマハンノキ (o), ホオノキ (r)。

『;コクサギ(a),アブラチャン(a),ミッバウツギ(f), サワジサイ(f), コアカッ 

(f), ヤマグッ (o), ムラサキシキブ(0), イスシデ(o), ヤマザクラ (o),ミネカエデ(r)。

W; ヤマアザミ (f), イラクサ (f), ミズナ (f), オオモミジガサ (o), タマブキ (o), ミ 

ズヒキ (o), チゴュリ (0), チヂミザサ (o), キィチゴ(r), ミッバ (r), マッカゼッウ(r)。 

林分調査。

断画附近でそれと類似のﾡの分布している約 0.5ha のスギ林の行木訓査結果は, ド均
連年成長

ナ

地

倉

川
 

f

直

径

5
.  

T

植

積

他

Fig. 23 BE 型土ﾡにお けるス ギの成長曲線 
Growth curve of Cryptomeria japonica on BE-Soil.

(r(T)()
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『tui径 20cm, ボ」樹商i19m で, ha 当り木数 690 木, 蓄積 34Sm である。

樹体析船。

芯断而附近のスギ優勢木 (胸商山i径 39.5cm, 樹高 27m, 枝下高 15m) の調査締果は 

Fig. 23 の 各成長曲線の とおりである。

以上述べて きたそれぞれの居断而の各居位から採取 した供試士壊の実験結果は,第2炎, 第 

3のとおりである。

第 2 表 理 学 的 性 質 

Table 2. Physical properties.
白 然状 態 の 理学 性

拭料 
番号 

Sample 
N

Physical properties in natural condition.

N 位
Horizon

深度 

Depth 孔断量 容積量
Porosity Volume

最大容水
Water-holding 

Capacity
最小 
容気量
Air

capacity

採取時含水量
Moisture content 

of fresh soil
備 考

Note
\ノ・

% weight 容試 % % 容徴 % 重量%
Volume Weight Volume Weight

3cm主

Profile 1.
140 A 78.78 55.06 39.21 71.22 39.57 19.51 31.81 Ba 型土ﾡ

141 B1 2Ccm+ 83.14 46.94 66.13 140.92 17.01 38.08 81.15 "士" の記号 
は,前後 (上,

142 B: 7Ccm主 82.70 47.24 70.18 148.55 12.52 53.93 114.17 下)を意味す 
る。以下同じ。

152 A 77.26 59.49 46.00 77.31 31.26 30.48 51.22 Profile 3.
Bc型土ﾡ

146 A 15cm士 — — — — 、—— — — Profile 4.
147 Bi 50cm士 86.60 34.89 70.74 212.74 15.86 53.39 152.95 Be 型土ﾡ

148 Ba 80cm主

143 A 5cm主 Profile 5.
147 A〜B 20cm土 82.70 47.24 70.18 148.55 12.52 53.93 114.17 Bc 型土ﾡ

148 B 50cm 82.59 39.95 70.34 176.10 12.25 53.42 133.75

138 A 78.11 59.06 56.64 95.92 21.47 43.07 72.93 Protile 6.
Be 型土量

149 A(上部) 7cm主 Profile 7.
150 A(中部) 23cm+ 79.98 53.14 55.99 105.37 23.99 37.05 69.72 Bp 型土ﾡ

152 B 50cm 88.43 31.22 80.92 259.88 7.51 44.01 141.34

156 A1 10cm± 83.22 43.16 65.15 150.80 18.07 51.89 120.20 Profile 8.
157 Aa 20cm 74.79 66.52 54.39 81.77 20.41 37.20 1 55.93 Bn 型土ﾡ

158 A〜B 40cm主 87.11 33.71 76.23 226.13 10.88 57.39 170.25

153 A1 15cm士 79.62 53.95 70.45 130.58 9.17 53.C5 107.60 Profile 9.
154 Aa 35cm主 62.18 62.72 45.02 71.77 31.16 24.75 39.46 Bp 型土ﾡ

155 B 65cm土 83.57 44.56 61.31 137.57 22.26 40.35 90.55

132 A 1ocm主 83.22 42.72 56.77 129.84 26.45 43.12 110.04 Profile 11.
133 Vs 60cm+ 80.55 55.39 51.83 93.57 28.72 26.74 43.27 Bn 型土ﾡ

134 B 9ocm土 84.93 37.47 84.57 225.65 0.36 79.64 212.51
_____

127 A1 一 一 —— — — — —

128 Aa 77.46 60.75 66.42 109.34 11.04 50.64 83.36 Profile 12.
129 a3 76.79 61.49 58.30 94.84 18.49 39.03 63.48
130 A4 — —— — — • -- 1 -- Be 型土ﾡ

131 Vs 77.18 63.23 61.38 97.09 15.80 37.20 58.85
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第 3化学 的 性 質

Table 3. Chemical properties.

試料番号 ﾡ 位 
Horizon

深度 
Depth.

・換酸度 炭: 索 ﾡ 米
備 考

NoteSample 
No.

pH Exchange 
Acidity

C
%

N
%

C/N

140 A 30cm 5.7 1.1 6.40 0.29 22 Profile 1.
BA 型土ﾡ 
"士" の記号は前141 Bi 20cm主 5.7 1.3 2.67 0.25 11

142 B: 70cm主 5.4 2.1 0.57 0.04 14 後 (上, 下) を意 
味する。以下同じ。

152 A 5.1 5.1 2.61 0.24 11 Profile 3.
Bc型土量

146 A 15cm士 5.6 0.6 5.15 0.43 12 Profile 4.
147 B1 5Ccm士 *5.6 1.0 4.09 0.60 7
148 Ba 80cm主 5.7 1.2 2.06 0.28 7 Bo型土ﾡ

143 A 5cm士 5.6 0.4 6.65 0.48 14 Profile 5.
144 A〜B 2Ccm主 5.7 0.6 3.32 0.32 10
145 B 5ocm主 5.5 0.7 4.39 0.48 9 Be 型土ﾡ

138 A 5.3 1.6 3.69 0.29 13 Profile 6.
Bc型土壌

149 A(上部) 7cm主 5.7 1.3 7.18 0.53 14 Profile 7.
150 - A(中部) 23cm 5.8 • 0.3 3.78 0.37 10

Bn 型土罪151 s 50cm主 5.8 0.6 3.85 0.49 8

156 A1 10cm 5.8 0.4 9.37 0.72 13 Profile 8.
157 As 20cm 5.8 0.6 2.80 0.31 9
158 A〜B 40cm主 5.7 1.3 5.68 0.60 9 Bn 型土ﾡ

153 A1 15cm主 5.8 0.3 5.05 0.52 10 Profile 9.
154 Aa 35cm+ 5.8 0.4 3.61 0.38 10

155 B 65cm主 5.7 0.4 2.65 0.34 8 Bn 型土ﾡ

135 A (上部) 5cm主 5.7 1.3 6.85 0.48 14
Profile 10.

136 A〜Vs 2Ccm主 5.8 0.6 1.66 0.18 9

137 B (上部) 7ocm主 5.7 1.5 4.46 0.52 : 9 Bn 型土ﾡ

132 A 10cm 5.6 0.8 4.74 0.46 10
Profile 11.

133 Vs 60cm 5.6 0.3 0.20 0.01 20

134 B 90cm士 5.7 1.2 5.43 0.65 8 Bn 型土量

127 A1 5.6 0.8 8.48 0.64 13

•128 Aa 5.7 0.6 3.71 0.41 9
Profile 12.

129 Aa 5.8 0.6 1.92 0.25 8
130 A4 5.8 0.6 1.77 0.25 7 Br 羽土罪

131 Vs 5.8 0.6 0.95 0.12 8

2. 土壌の分類および説明

土壤の分類は原則的に林業試験場の「土壊型の説明」" に したがつた。詳細は林野土壌調査 

報告第 1 号" に掲載 さ れて い る ので行崎する。

本経営区は, ほとんど全域が褐色森林土に属し Ba 型, Bn , Bo型, Bn堀, Be 型の 

基準土壌型がみられ,ボドゾル化土壌の発達はみられない。

世:付経営区の土ﾡ (木崎 ・渡辺) -51-

に経営区特にニ ノ沢方面の土壌を類別するために, ﾡ断価に しば しばい片と して認め ら 

れる 火山/;礫の 堆積状態 を 理解 して お く必があるので, 現地調査八観業行から説明を加え 

てみ。こ地域の付村料として,士:山の叫/川物が多く合まれているが,も吐川物のﾡも 

が交だしていると旭われる所で,地 ド 2m く らいまでのげに人休3種類ほどの 火山砂を多量 

に合む県つたけが認められる。すなわち,噴出当初の堆積状態を坡も保つ-こいる とみられる成 

肝状態は (A図) のようで, 茨片部の (Iﾡ) はﾡ. 細-: (火山灰)等を含んだ 火山砂,

(Iﾡ)はほとんど純然たる山砂(Vs)片である。このIﾡはく, 下方ほど粗粒となり 

ﾡ変的に山ﾡとなるが, この附近から下方はまた細土(火山灰) を多量に含む礫質壤土で, 

これが: (『w)-である。細:はまた下方ほだ少なくなり,反対に大山ﾡが多くなり,確認しな 

かつたが, さらに下力では大山ﾡﾡ(N片) のイイ丁想される。しかし,このような成脣状 

態も,腐植s 滲透,M斜miに滑う崩締(関東人役2災に起Iする崩絡は特に共だ しい),植物根. 

動物等によ る擾乱によ り 戻年月の間に交錯消滅 した もの と考えられ, 現在では (B 図), (C

図)のような断mとしてみられる。ボ状地, 委科地等の比較的交定地形の所では (B図)

のよう に I (Vs) ﾡが 似に壊 されず に 残: 

つている。Profile No. 10 はそのﾡ例 

で. Vs 州上:部の A 府は新 しい:集 

成作川 に よ つたものとみられる。

Profile No. 11 は Ve 層•がやや破壊 

されているが:, ほぼこれに近い形態を 不 

している。しかし,前に述べたような原

によ り府断面が著しく 破壊されると・ 

火山砂は分散 し, と しては認められず, 新しい土壌生成によ ろ (C図) のような一般に窗 植

の少ない山砂少にﾡんだ片mがみられる。形態的に多少の差はあつても (B図), (C図) こ

とに後者のような土壌が,広く分している。
に経営区界の殺科ド地状の筋のに原またはﾡ性広葉樹林下に, 著しく A Fの黒い 

土域が局所的にみられる。 粒W怖の推積, 顕がなﾡ逃の発 (Blには制然と した割れが入 

り, 堅い nutty-blocky structure が明瞭である)等よ り. 強い乾性土壊と判るが, A 店の色

が、ら4ににML戦色l:(BI 2:域) と して区別した。

3. 土壌の分布

経営区におけろ各土壤理の分方は, ：上壊図に示したようである。今この図から分布している

各土壌翌  の 面積 を概募 "ハしてみると 第4炎の と お りで あ る ・

第 4 表に 卜れ, 金休と して Bp 型土壊が最も広く,全画ﾡの約48% にわたって分布 し, 

ついで Be 型土壌の約 39%, BA 型土壌の約 曜%, Bu型-:域の約4%, B1 4:壌の約1
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第 4 表 流域別,林班別,土ョ型価積べ

Table 4. Areas of each type of soils
%となつていろ。 BE型-:場 

は 局部的に 随所に 現われ る

洗城 林班 計 BD Be Bn Ba B1 が, とんど Bn 型土壊に版

土 沢 131.66
113.37
120.32
83.29

121.98
83.79

122.08

7
 1
0
 9
 5
 9
 3

2
 8
 3
 2
 5
 8
 8

8
 6
 4
 2
3
.
1
 9

5
 5
 7
 4
 7
 4
 5

小 計 776.49 406.94
同上歩合 1C0 52
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0
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7
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 2
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 5
 

4* 5
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 6
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C
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1
0
 

C
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6
9
7
6
7
O
7
3
4
 1
3
5
3
6
6
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1
O
O
8
S
9
-
 
1
6
 9- 6
0
4
8
1
7
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5
0
2
7
3
2
1
9
1
3
4
3
3
8
2
0
4
 

8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
0
-
0
1
2
 3
4
 

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2

小 計 
同上歩合

大又沢 25

44
小計 

同上歩合

3
 7

9
 4

6
 o

2
 c

39.50
45.35
40.81
34.60
38.59
29.33
36.62

264.80
34

53.20
40.52
38.25
21.01
48.56
44.66
40.46
31.87
40.86
37. C8
51.26
42.63
43.31
39.83
41.88
36.39
50.05

701.82
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合
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 3 24.46

0.97 19.75
2.27 5.67
0.95 2.97
1.20 4.CO
3.63 5.21
8.38 4.19
1.21 24.42

18.61 66.21
2 9

4.56 10.64
3.04 7.09
8.44 6.03
7.01 14.01
6.94 13.87
1.00 28.90 <
2.63 11.27
3.56 14.66
0.90 17.18
1.23 15.85
1.65 7.33
9.11 26.03
6.72 17.16

20.31
7.70 23.93

16.42 10.76
8.30 24.75

114.21 269.77
6 13

0.70 0.30 '
8.43 12.52
5.42 18.44 '

5.23 '
1.CO 0-70
1.70 12.89
6.80 8.52
8.34 29.34
1.C0 30.33 i
4.19 33.99
4.64 28.28

8.89
19.39
45.24

0.20 29.18
18.64 19.09
4.41 16.23
0.80 25.28

66.27 343.84
3 , 17 i

199.09 679.82
4 14

4.

3
 o 62
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3
 3

9
9.

3
 3
 1
1
1

伴 してみられ,ﾡの推移は 

漸変的で,典型的 なものは小 

miﾡtなので,:域図には一括 

して Bd 型土壤と したため, 

商iHの 計上 はで きな かつた 

が, 全休と しても その分布は 

公り多く ないよ うである。

次に流域別の各土壌型の分 

イimiHiは ・ それぞれの流域で 

・ チ: に経営区全域 と 同様なﾡ向l 

ととるが, ニノ沢 流域 では

Profile No.10, Profile No. 

11 の ような 深い 山砂の 

分布が広く, これら 士壊が, 

ほとんど Bn 型:時に Bn 

4:壌とみられるので,ﾡし 

て湿泄型土壊の分布が広くな 

つている。また, 全休的に殺 

斜面であることは,急斜炮あ 

るいは狭い部等によ く現わ 

れる靴性 (BA型, Bo型) の

岩石型土魔の分布は少ない。 

ところがより急斜地形の多い 

水ノ 木,大又沢流域では,そ 

のよう な乾性上壤の分布が広

,深い山砂はほとんどみられない。一般に全域を通じ広く分布する B1型, Bo型:壌 

特にBe型土壊は,Profile No. 3のように浅い岩石型土壊の形態を示すものが多いが,こ 

れは この経営区がかつて関東大震災に よ る地変 とその後の降水に よ る#しい触作川をこおむ 

つているためと考え られ, このために風化上壤の移動 しやすい地形上では この傾•向が特に著 し 

く, また地ﾡ的にはイ淡関緑常上で#しく,座間な山岩上でも神しいが, 御坂府, 足柄ルの

地域では神しくないようである。このことは, 崩壊地, 崩壊跡地の分布をみて も首肯できる。

*には 分布の一般傾・向 と して,低所または凹状地といつた集水地に近い ど湿消型の深い崩 

私土壊が分布し,急斜面,凸形斜面,斜面上部のような例斜流の甚だしい所ほど浅い乾性の土 

域が:分布しているのは当然であるが, しばしば高所の緩斜地状の所に意想外な湿潤型.土壊が分 

布しているのは, 多分この地域がいわゆる雲のかかる線以上にあ り, 霧深いためと 考えられ 

z。この経営区ではのかかる線が低くほに600m前後のようで,特にニノ沢方面は低いよ 

うである。方位との関係では, 普通H向 (西) 側に乾性上壊が多く 分布する ことが号えられ 

るが, 実と してはつき り この傾向は認められない。観察上. むしろ 傾斜の強さ がよ り大きく影 

ﾡしていろ よ うであろ。

I 考 察

A. 各土壌型と 主要 林木の成長,更新との関係

各土壊型 と 主要林木の成長および更新との関係は,松井氏" も述べている ように密接な もの 

がある。 その内卒は一般的に木経営区地域でも父当している。 ただ, この地域は,かつての烈 

しい地変の結果斜面の崩壊侵他作用が特に著しい こ と,い大山砂のみられる こ と ・,雲のかか 

る線が比較的低所にある こ と等の条件下にあるため, ま らに多少の設明を加える必要があろ。

ここで経営区の現況を術5次細経営"によつてみるとスギ, ヒノキ, モミ. ケヤキ, 力 

ジ新そ有川広業樹択(川材林作殺として施報する普林地約3894ha は. 約58% (約 

2200ha) が人工林で,植栽御種は スギ,ヒ ノキが人小(スギ約 500ha, ヒ ノキ約 1700ha) 

である。残余は天然生林で, 多少の面積に ヒノキの下木植栽が行われている。これら普通林地 

以外の高所に帶状にある天然林は,制限林の取り扱いをしている。

こ の 調査結果の施業面への寄与は ・ ほとんど, 東新適地の選定に あ り,特に 人工林の造成が 

その主順とたるわけであるが,樹種の特性と経営区の現況を考えれば, 経営区にスギ,ヒノキ 

を可及的に造林してゆ く ことが史新上最も適当な こ と と考え られる。次に これら 人工林造成の 

至難な地域に対しては,積極的に天然生林の 更新を図るのが経営上得策と考え られる。以上にの 

ような経當区の現況 と 更新上の要求から' 土壊型に主点をおいてますスギ,ヒ ノキの更新適地 

をおえてみると, 観察では スギは Be 型上壊で最もHE盛に成長 し,ついで Bj> 型土壊で旺盛 

成」えみる。ただ両各一と も択筋, ﾡ水間i下部等の集水地形でみられる崩積または崩落積 

し伏流現似z ともなうょう な着居地では,同獲の定積よ り 遙かに良い成長を示 している。ま 

た,斜面で地変によ り著しく 土壊の移動したと思われる所では,IほB»型:嬢とみられても 

かえって上.部安定地影にみられるやや乾性に傾いた土壊型の所に較べ,成長不良な ス ギ林分を 

し しばみるが, これはかつて の地変 に よる 根系の切断 とい つた ようなことが考えられる。
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第 5 表 土ﾡ型別のﾡ幹析解

Table 5. Results of the stem analysis and

Profile 
番号

土壌型
Soil type 樹種 

Species
年 令 
Age

同一土现型分布地城林分の 
Of forest stands

ha当り
: 本 数 

No. of 
trees/ha

ha当り
蓄 積

Volume/ha

1 本当り 
材 積
Volume

per a tree

平 均 
胸商高直径 
Average 
diameter 

breast-high

平均倒高 
Average 
height of 

trees

年 本 m? m3 cm mProfile ! BA 型土罪 ス ギ 38 1816 61 0.034 10 6
Profile 3 Be 型土里 

(A〜C土塁)
〃 40
〃 44 1627 86 0.053 12 9

Profile 5 Be 型土ﾡ 39 2152 145 0.067 12 10
〃 39

Profile 6 Bc 型土壌 
(A〜C土ﾡ)

〃 40
50
57 1066 61 0.057 12 6

Profile 7 Bn 型土ﾡ ス ギ 40
ヒノキ 40

ス ギ 43 ]1425 |.334 1 0.234 20 15
ヒノキ 44 J J J 20 12

Profile 8 Bp 型士壤 38 1391 165 0.119 18 8
Profile 9 Bn 型土罪 

(崩積土)
〃 36 1383 270 0.195 18 13

Profile 10 Bp型土ﾡ 
(火山砂土) ス ギ 40

ヒノキ 40
ス ギ 49 |ICo5 ) 85 ]0.085 14 9
ヒノキ 48 ノ J J

18
Profile 11 Bn 型土ﾡ 

(火山砂土)
ス ギ 40 10

ヒノキ 40
ス ギ 50
ヒノキ 50
ス ギ 58 |718 ヽ

277 0.386 24 18ヒノキ 58 J J J
Profile 12 BE型土ﾡ 

(崩積士)
ス ギ 40

24 17

ヒノキ 48 690 348 0.504 20 19

に材が多 く の大山砂でできている場合は 湿間2 とみられてもス ギの成が ヒノキょり ﾡい

よ うな所があるが, 多分排水の過良により 水分要求の均衡を 欠いた結果 と 片えられる。湿潤地

の 火山砂土でも その堆械が厚い ほ と彼長が良い よう で, スギ, ヒノキとも収低50cm くらい 

はないとみるべき成長が期待されない。次に乾性の Bo型, Bn型, BA 型」:壤では スギの成 

長は不良で, 体他作川の著しい科面でよくみるﾡいダイi迎の Be 型士壊または B 型二上壤で 

は, そのル林き父危ぶまれるﾡ端な不良林分となつている。Bn型:壇とみられてもこのょう 

な場合は不貴林分となつている。ヒノキの水分要求度は,一般に土壊期から考えれば, ギょ 

り一段附靴性に仰いた所にあるらしく Bd 型土壊がその適地とみられる。 スギと様同一 

ﾡ型な ら 崩税: ま たは伏流現象の伴 う 舟川地の方が定植土でみる よ り 遙かによ いを示して 

いる。BF 型土壊では量的に さ らに成するようで あるが, 形質不良木 となるのが:#であ

および林分調•靑結果

Forests accumulation on each soil type.

同林分中優勢木の
Of prominent tree

備 考
Note胸高5直径 

Diamater
樹 高 
height

材 試 '

Volume

cm
16.6

m
9.4

m3
0.09 標高 45om 尾根部

16.5 12.0 ' 0.12 ( 標高 320m急斜面の石英ﾡ緑岩上で良く 見る浅い 土城で BA 型土 
ﾡに近い

18.8 13.0 0.16
20.1 12.6 0.18 / 標高400 m 嘗って地震の影嚮を受けた と思しる キ レ ッ ガ所面に 

1 見えるヒ ノ キはズギ林中に数本立つているだけ
25.9 13.3 0.27

10.4 5.7 0.03 閉高 430m火山岩暦 (ﾡく団結した) 上 の浅い A〜C 土ﾡ

11.1 6.4 0.04
11.7 7.1 0.04
23.8 17.6 0.52 標高 4com 尾根線近い安定した級斜面上 Bp型よ り 幾分乾性の土建

24.9 14.7 0.32

30.4 18.5 0.62
25.2 15. I 0.34
21.5 12.1 0.18 ( 様高 450 m 尾根線近 く の安定した地形 Br 型土ﾡの持徴も もつて

1 いる南が開け風衝,このため成長に交請をきたしている
23.6 16.5 0.33 課高 450m 水面に近い ド降的斜面に見られる 洞根士

20.4 8.4 0.10 標高450m安定した地形上にみられる火山砂 (ﾡ) の定積土

18.4 9.8 へ 1 つ 「標高が高くほば雲の懸るﾡにある気温の低下, 日照量の滅少等徴気O・1上 ・候がスギ, ヒ ノキの長に影しているものとみらしる
22.4 13.3 0.24

24.4 11.5 0.22

18.6 13.3 0.18
23.4 15.3 0.29
28.5 17.3 0.52

27.7 17.8 0.49
33.1 20.6 0.72

31.7 19.9 0.67

32.6 22.3 0.85 標高 320 m ド降斜面脚部で見られる湿潤な深い押出 した崩ﾡ士

39.5 27.0 1.22

る。ただ, 火山砂土の場介は,相当湿潤に傾いていて も 形質不良木となる傾向はみられす,ま 

た 1状地で',ﾡ化:ﾡの場合 トッ ク リ にはな り やすいが, 山砂:ではその何向は と 

んど認められない。これは多分大山砂:のもつ叫学性(通気. 排水)によるものではないかと 

ﾡ像される。純性域に対するヒノキの適応は, スギ より 強いらしく Bc型, Bn 型土壊で 

も 温消:加 よ り 成長は 劣る が (そのﾡは スギほど著しくない), な定 した成林状態を示 して 

いる。ただ, B, 型:壌の現われるよ う な地域あ る いは似触作川の神しい機端に-:壌の浅い

行林地では , 不林分 となるようである。しかし スギなら 不良林分 となつているような地 

変の影響を受けた斜商iでも, 一般にスギよ り遙かに良い成長を示しているが,これは ヒノキの 

供の 分iの しかたも関係していろのではないか、と考えられる。

以上は観察上スギ,ヒノキの成,成林の状態と:型との関係をみたのであるが, %ち
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ん,植物の成育を支配する複雑な環境を土壊型のみで律する には,なお,難点があろ。一様に 

はいえないが,経営区では大休 600m 前後の所がいわゆる「のかかる線」で, それそに 

特に微気候が異る らしく, その上部ては スギ,ヒノキと も枝張り が多 く,樹型が鈍形 となった 

り, あるいは所により頻繁な風術のため,矮形の不良林分となつているのが注; ほをひく。この 

点を考えれば,人工林としてスギ,ヒノキの良好な林分は,土壌型の如何にかかわらす最大限 

600 m 前後の地域までにかぎられるようてある。

次に土壊型と スギ,ヒ ノキとの関係を,ﾡ断面講査と同時に行つた附近の樹幹析解および林 

分調査の結果よ り さらに検討 •してみたい。その調査結果は,すでに 洞•断面謳府の結果 と ともに 

示 して おいたが, 介その中から必リ項iを 一括示してみると第5炎のとおりである。

第 5 表によ る と,スギの 不適地 と 観察 された乾性士壌の Profile No. 1, No. 3, No. 5, 

No. 6 附近の蓄積は著しく 少な く, このう ち最大を示す Profile No. 5 (Be 2:壌) で約 

40 年の平均単材彼 0.07m 以ド, 優勢木で 0.18m であ り , 同地における同4令の ヒノキ 

任勢木の 0.27m より 著しく 少なく なっている。40 年附近の資料から判断するのは無理であ 

るが観察結果と もせ考えれば, このょ うな土壊ではスギより ヒノキの方が遙かに 行利であ 

る。また, Profile No. 1 (Ba 型土壤),Profile No. 3 (Be 型土壊 A-C 型)では,スギは 

怖度に不良で, 約404生の優勢木でそれぞれ0.09m, 0.03m を示すにすぎない。

Bn 型: 上壤につ'/、てみる と,Profile No. 7のところの約 40 年生の 優勢木では, スギ,ヒ 

ノキの材ﾡがそれぞれ 0.52m, 0.32mでスギの方が造かに良いか, ヒ ノキはProfileNo. 

8のようなBp 型土壊の所 よ りは放が良い。しかし, Profile No. 9 の Bn型崩積:のヒ 

ノ キの優勢木は,36 年で 0.33m3 あ り, Profile No. 7 の所より さらに良いものとみて女 

え な い。 これは 多 分前二 者がやや乾性で定積士の性質 を 示す ことに よっ てい る もの と 思われ 

る。観察結果を も 併せ考えれば,Profile No. 9 のような Bp げ引:が ヒ ノキの造地で 

はないかと考えられる。この附ではスギがみられなかつたが,該地ではおそらく さらにヒノ 

キを変く広が予ﾡされる。Profile No. 10, No. 11 の ような 火山砂士では,優勢木の材積 

から判断すると, 40 年く らいまではヒ ノキの成が良いが, 50 年前後では スギがやや良く な 

り, 60 年前後ではギがさらに良く なるよ うである。 それ故60年前後の伐期で量的坐生産を目 

的とするならば, このような所ではスギの方が行利と考えられる。 ただ, スギ, ヒノキとも 

Profile No. 11 の方が材積成長が遙かに良いが,これはここが崩利地形であろこと,Profile 

No.10 はいわゆる「雲のかかる線」以上にある ことおよび定検地形である こと 等から成長に 

開きがあるものと考えられる。Profile No. 12 の Bp2崩試:は,観条上からもまた第5炎 

から も スギが:他のどこ よ り も材ﾡ成奨が多 く,スギに最も好適した土壊と みられる。

以上のこ とから,スギ,ヒノキのそれぞれの更新適地を材ﾡ成長の多い所とおえれば, スギ 

は BE, B,2:域 (火山砂, 崩積,利) の地域に適する と みられる。しかし,こ 

れは調在 したげ商の よう な所についていえる こ とで,土壊図に示した BD 型壌の分布全域 

に適介する ことはできない。すなわち,さきに述べた体触作川の神しい斜商で, 浅いBn型 

りの所では, ヒ ノキのﾡ求あるいはﾡ端な所では,大然生林に期1した方がむしろ行利と考え 

られる。 .

ヒノキ は遮地 とはい えないが, ス ギの成の悲い浅い Bn 型::域 と Be 型-:域, Bn 型ﾡ 

等い 人工林逃の可能な地域に積ﾡ的に 間付 したい。

次に大然生林分の新について考えてみれば, 経営区内の針葉山では, モ ミ,ツガが面積, 

落法とも多く,版も亜要な樹種とみられる。このモミ, ツガ林分は腹典部に集し, モミ, 

ッガの 天然更新,成長は峯筋・,級納i等の安定地形の乾性土ﾡ (特に Be 型土壊で,Br型 

域がこれについでいる)上で最もﾡ座である。さきに示した Profile No. 4 (Be 型-:) 附 

近のキ:優勢木の樹ﾡ析解諾果をみれば, 190年前後で材刊約4m を小し, この土壊のよう 

な所をほモ ミ の天然更新,成戻の適地とみて誤 り はな いと思 う。さら に乾性に傾いた BA 型

域単または後いイ』上:堪でも相当な大然災新, が期待されるので,大然生林ではも積 

ﾡ的にモ:, ッガの更新をはかるべきである。ただ, 湿心型上壊の所では,天然の更新がみら 

れないので, 他の方法を考えたい。しかし若しこの ような所にモミ,ツガの植栽を した場合に 

は, 各地の事例からむしろ 天然更新の適地 と みられた Be郵::地の所よ り 良い成長を示すが, 

これは人工林の適地とJ新の良では, 興的なものである こ と を意味している ものと思われ 

る。さらに大然坐林の行川広葉樹としては, 現在面旅,蓄積とも ブナ,ケャキが多い。観楽で 

は,ブナは深いB»型製で此新,成災とも盤であり, ケャキはほとんどスギと適地を同じ 

く する よ うで,Be 郵:域,Bp 型土壌(特に崩植土,伏流現象のともなう岩屑地)で旺盛な 

成がみられる。この上う な結東から天然生林の取 り投いは, モミ,ッ ガを Be 型士壌よ り乾 

性の地域に, ブナを B»型:場, ケヤキをBv型崩積:およびﾡ用地. Be 型土壊の地域で, 

積極的に天然更新を図り たい。以上は 天然生林を川材林と しての経済林と して取 り 扱う場合で 

あるが, しぱしは述べた ように経営区では崩壊侵蝕作用が著しいため,禿耕地に移行 しやすい 

Bs 型:域, 渋い岩行型の靴性:地のような所では, 第一的にﾡ生の交定をはかつて,北ﾡ 

代会, 林地式護を 目的 と するのが望ま しく,樹種の処何を開わナ, ま ナ 天然生林分の安定化を 

考えなければならない。また,機商約600m以上の山I従t市部1約700ha の制限林地となってい 

る 然 生林は ,可及的Jに行川樹種の成立と はかり,林分の経済価値 を 尚め る 必要は あるが, こ 

の地域は一般に崩壊侵蝕作用が烈しいため,土城保全,林地養設を主目的とした取り扱いが型 

ましい。なお,乾性の B1型に壌の分布している地域は, 寒冷風雨地にあたるので同様の意味 

の 火然生林の成立 をはかりたい。

B. 森林施業に対する意見

各地のに対する主要樹種の新適地の関係から,ここ では 上壊型分布面钻を 礎に経営区 

のD具的な丁新計画を立した。そのﾡ県は第6表のようである。



林野土ﾡ調査報告 第4号-58-

第6表 土壊型による更新計画

Table 6. A plan of regeneration based on soil classification.

人...工 造 林
Artificial regeneration 天然更新

Total

面 団 
Area o
ha

土壌型

Soil type

面積 
Area 

ha

ス ギ
Cryptomeria 

japonica

ヒノキ 
Chamaecy 

paris obtusa
小 計
A total

Natural 
regeneration

面 積
Area 

ha
%*

面 私 
Area 

ha
%

面 試
Area 
ha

9%** Area 
ha

9%**

Ba 679.82

Br 199.09 47.12

Bc .1594.07 467.51

BI 2343.07 772.23 50 772.24

Bl 24.46

r 4840.51 772.23 38 1286.87

備考: * 人工造林(小計)面 祺に対する%

** 土壌型面積に対する %

100

100

50

62

47.12

467.51

1544.47

2059.10

24

29 '

66

43

679.82

151.97

1126.56

788.60

24.46

2771.41

100

76

71

34

100

57

100

100

100

第6はじの地ﾡ, 林種区分を一応お応外において, 各林明ごとに」イ人林巡が期行 

できない面秋を卯出した。 これに合まれる地域は前項の主にしたがつて, B型, B1 

境の全域. 気候的な配您から襟高 600 m 以上の地域, 土壌図上人工林造成の 可能な Bn 処. 

Be型, Bn型:壌の分イ地域ダイi地, 崩壊地, 同勝地, 体触作川の神しい:壌のい地 

域およびそのような可能性のある地域である。この地域外に更新上の 要: 素からして, スギ, ヒ 

ノキを極力植栽するのであるが,それぞれ都合よ く 量的生産 を あげられる 更新適地 と しては, 

前に述べたよう にスギは Be 型, Bn 型(浅い岩石 型土壌の所は除く):壌に ヒ ノキを残公 

地城に期待する考え方に したがつて, それぞれ該当地域の面般を 上域図お よ び外業調査におけ 

ろ林小班ごとの観察から算出した。大に これら人工林のJ新可能な地域外はナべて大然生林に 

期1する地域とした。ただ, この中には経済林分として,および上域保全的な林分として取り 

払いたい2 つの場合がぢえ られろが, この調査査料だけでは第6表作の精度内でも両 の該 

当面積を算出する のは 西難 と 考え られたので, 一括してポ しておいた。

なお, 第6奨の作には多くの無則が合まれている。すなわち,面積の算出方法としてでき 

るだけ上壊図, 地形図から直接プラ =メーク -で3FIは したが, 災新適地の凶丁となる行i 

地,崩壊地, 同跡地等は森林調査演から,またどうしてもこれら方法のとりえない土壊府•の  浅 

いダイi導:城, 崩税し, 定イi.. 外用地は観’祭結果を基礎に按分した。それ故部6炎は,H視 

的な 見地 に立つて経営区全体の 更新 を検討す る 地合に意味 を行する 数とわれ る ・

この点を 考慮において改めて表を見る と,経営区で 人工林の期侍できる 面積は, その約 43 

%, 2059 ha でそのの約 38%, 772ha にスギ, 約 62%, 1287haにヒ ノキのﾡ林が期付さ 

れ, 残余の地域にはだ然生林のD逃がより望ましい。しかしこれはあく まで更新計画の大綱で

世附経営区 の土壌 (木崎 ・渡辺) —59 —

あり, 実際夫行に当つては:域型に対すろ樹所の特性をを頭に, 通:壌図よ り さらに小変化 

しているﾡ地の八」:壇型の変化をﾡし, よ り 生産性のあろ更新方法をおえろべきであろ。

N総 括

1. 調査地域は, 訳川拠西市市部一→ﾡの約4S40haの国行林である。これらの山ﾡは, 壮 

4W様問を示 し,一般に急斜地形を呈し,圭 = して御坂幢' "i 英閃緑ねに よ って構成 きtて 

いる。附近の年平均気温は大体 12～13℃ くらいとみられ, 『水量は約2500mm 前後とた 

つている。

証ﾡ体北部から渡林北部にあたる水経徴区は,現作人工#と人公生朴がほに牛分あてを内 

め,人工林はほとんどスギ,ヒノキ林で火然生林ではモミ,ッカ',ケヤキ,ブナが主樹種で

ある。

2. 経営区はほとんど褐色森林土で,P 型,Bu型, Be型, Bn型,BE型の土:壌非型 

がが.通にみられ,きわめて足部的に乾性の B1型:壇がみられる。また,一部地域に厚い湿潤 

型の大山砂:がみられる。

3. 各土城型の分布は七壊図 と して炎わした。そしぞ北の分イm積は, Bn 型:境が域も広 

く, 4miの約48% にた り, Be 製域が約 38%, Ba 当域が約14%, Bn 型上壤が 

4%. B14:単が約1%となつている。侵触作川が著しいため,は斜面では茂い常行型:ﾡ 

の分布が広い。

4. 各上壊型の標準的な層断面 12 について調査し, 代秋:壌を抑』2, 3の則化学的実験 

を行つた。 また,」とﾡ種のﾡ」,ﾡ積の関係をみるために, ﾡ断げ附近の優勢木と林分の 

それぞれの 成長量 と 神積の調査 を行つた。

5. 上壤型と林木との間には,観察」:あるいは成長量'蓄積調査の結果からもきわめて密接 

な関係がみられた。こい関係か・ら番体上主愛幌種のJ柳館uを遭定すると,スギは Be源 

の全域,Bn 型土壤の大部分, ・ノキは Bn聖:域の一部. Bc 型,Bn 型土壌等の地城で, 

監#い w能た所, ナなお ち標高約 600 m 以 ドで納面の崩壊体触作の1 しい所. あるいはそ 

のょう た可能代の ぁ る所以外に k 極的な植栽を行い。 残余の地域は大然生林に期付する。取 り

いとしては, 経済林として Be 型土壌から乾性に傾いている所ではモミ,ツガ類を,Bn堀 

:ではブナを, B,, 崩税:(*用地) または Br 型土壌の所へはケャキの •積極的な更新を 

はかりたい。 お,」.単保会, 札地ﾡ識を第一義的におうべき所では,機種の如何にかかわら 

ずます林分の安定化をはかるべきである。

6. 各土壊型に対する主要樹師の更新適地の指針にしたがい' 土壊型分布面積を 爬礎に経営 

区ハ動新計画を立茶すると,人工朴は全域の約493%,2060haに期神され, そのうちスギが 

納 38%, 77oha に,ヒ ノキが約 62%,1290ha にﾡ求される。残余の約 57%, 2770ha の 

地域は, 然生林 と して収り ﾡいたい。
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1. The soil survey of the national forest (4840ha) locatedontheTanzawa 
mountain range is reported.

The bedrocks of this area are tertiary Misakabeds and quartz-diorite, and 
the annual mean temperature is 12～13°C and annual precipitation reaches 2500 
mm.

A half of the forest of this management unit is covered by artificially 
regenerated Sugi (Cryptomeria jabonica) and Hinoki (Chamaecyparis obtusa) 
plantations, and another half is natural forest of Mo mi (Abies firma), Tsuga 
(TSgd Sieboldii), Keyaki (Zelkova serrata) and Buna (Fagus crenata).

2. Soils are classified to BA-(14%), Bc-(33%), Bn-(48%) and Be-
soil9 of the brown forest soil group, and the black soil (1%).

The distributions of each type of soils are shown on the attached soil map.
Soils of this area are greatly influenced by the earthquake which made great 

land-slipping and errosion and by the volcanic sands, and accordingly, 57 per 
cent of this area are occupied by the inmature and unstable soils.

3. The close relationship between soil types and plant growth was 
recognized.

4. A plan of forest management based on the classified soils was made as 
follows:

Sugi plantation for the 16% of the area.
Hinoki plantation for the 27% of the area.
Natural forests for the remaining 57%.
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I 調査地域の概況

調査した国行林は, 史京経営区中東京都南多摩郡下の鶴尾山,小ケ次その他2, 3の小団地 

に散在しているものと,神奈川県津久井郡下の志田山,小介•山,仙洞上,茨抜山その他の小団 

地に散在 していろもので,その商積は約2100ha である (位出図参)。

B.地形

調査池域は,大鶴すれば,人 き な起伏の秩川と武蔵野お よ びﾡ拠野台地 と の移行荷に お る 

低い山岳,あるいは小に陵の起伏の連続ということがてきる。したがつて,傾斜は景/山,高見 

山,イ i老山お よ び仙洞I 1等一部の 山I岳域 を 除 い て は 一般に 緩い。しかし 山「u形の代匹 と し 

て,普通溪谷に望む斜面は急で, 特に相模川に接する湘南城山では ,絶をな している所もある。

南多間下の国行林は, 多摩川の支流恩方川,浅川流域の標高約 20cm ないし 730mのl 

にあり, ポ久非仰下の国行林は, ﾡ模川の女流道志川,川流域の松商約84m ないし670m 

の間にある。

C.地質

関東山地の南部には小仏科胖が広 く分 してい る。調査地域 も 大半は イ"舟こ 占められている 

ので, 少しく成収を加えておく。小仏げは主と して岩イ 浮的挖徴によ つて,」: 位から 下位へ 

次のように区分される】>。

笹野 層 ;おもに 側砂常お よ び隣ダﾡで 硬砂•岩は時々粗粒 または礫岩質•に な り 時にはﾡ/の あ 

る泥岩類の破片を含む ことがある。 "の除は径 5cm以下の優砂料,,ﾡ州等である。

川乗府;砂とﾡ板の』ﾡである。砂には偽府をなすこ とがむり, 粘板岩は黒色を呈.

し,一般に片理がよく発達している。

小伏ほ； 粘板*•を主体とする地肝で,薄い砂野層•を挟んでいる。ﾡ板は普通類色またはﾡ 

灰色を呈し,片理の発逹が苦しい。部分によつて千枚岩といえるものがあり,また石豊片岩の 

よ うな外観を呈するものもある。挾まれている砂岩も片状布理を呈する ことが多い。

南多摩郡では笹野麻および小伏居が広く分布し,津久井郡の間野山,湘南城山,志川山およ 

び小山附には川乗ﾡが広く分布している。また,谷山,仙洞寺および茨菰山方面には御坂 

統に况する桂川屈•が分布 し,おも にﾡ料ﾡで泥岩; 凝灰質砂岩等 もみられる。

D. 気 候

本地方の大気候の一端を知る資料として,林業試験場浅川分室で観測した主要気象要索の観 

測値 を 示せば, 第1表のとおりである。

第1表 気象観測表 (1940〜1949 の 10 カ年平均値)

Table 1. Climatological Data. (Years of ob. 1940～1949)

9 10 11 12 年
Sep. Oct. Nov. Dec. Year

21.9 15.2 10.6 4.7 13.2

84.4 83.4 77.8 71.2 76.4

190.0 204.5 95.7 52.8 1428.8

NW W wSw W W

1.7 1.7 1.8 1 1.8 2.0

月 
Month Jan.

2 
Feb.

3
Mar. Apr.

5 
May

6 7
June July

8
Aug.

平均気温 
(°C) 
Mean 

temperature 
湿 度
(%) 

Relative 
humidity 
降 水 症 

(mm) 
Precipitation

最多風向 
Prevailing 

wind
direction 
平均風連 
(m/sec) 

Mean wind
velocity

2.4 2.5 5.9 10.9 16.2 19.7 24.3 24.6

63.9

32.6

W

1.9

66.7 68.9 73.6 79.0 82.7 83.7 83.!

66.5 66.9 86.1 89.5 147.2 204.3 192.7

w

2.0

WNW

2.2 ।

SE SE SE SE SE

2.5 2.3 1.9 1.7 1.8

第1炎によると, 4小均気温約13.2°C,4降水量約1430mm, 年不均湿度約76.4%で, 

植物成長期間と考え られる 5 月から 9 月までの 5 カ 月の不均気温約 21.3°C, 同期間の降水 

量約 824mm である。結需削間は大体 10 下イから 4 月上旬までで, この結霜期間を除い 

たラン グ係数は約 59 である。

以上は平地での観測結果のため,調査地域の山岳地では,大分異なつた気象状態にあること 

は当然予想される。

E. 植生および林況

調査地域は補物分布上暖帶 よ り温への移行神にあるため,植生は複雑である。

現在経営区の 大は, スギ,ヒノキ, カマツを主と した逃林地 となつている。一部に 100 

年前後のヒ ノキ, 200 年前後の スギがあ る が,大部分は 明治 33 年以降の植栽によ る もので あ 

る。スギ,ヒノキはおもに南多摩郡下に,アカマツはおもに津久井郡下に植栽され,全般に成
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育は良い。

然生林は地域的にみる と高星: 山団地が本休をな している。ここ ハ広葉勝をみろ と, ノ" I 优 

山I道を境と してその南側では力 >ﾡを主とする常緑広葉樹が優バ;し, 北側ではプナその他の落 

葉広葉樹が優占 し移行帯の枚雑さがうかがわれる。針十葉謝の然におけろ優勢謝と してモ ミ. 

アカマツかあるが特にモミの更新,成長が目立つている。カヤもところどころでみられるが量： 

的にははろかに少ない。

I 調査方法および調査成績

A. 調査方法

1. 土壌層断面調査および試料採取

土壌層•断面の調査は,森林土壊調査方法丿2によった。

片断面の観察記載の終了後各ﾡ位ごと に土地収川竹を 川 い理学的調査用供次上壌 - して白 

然状態におけ る 土壌の一定容積を採取 し,また,ル に化学分析川償状:壌を域炎に押収 した。

なお, 附帶調査 として,店断商設定崎所を心に約10mボカ内の簡単なﾡ生訓査およびほ 

同域内の主要樹種中優勢木について機ﾡ所解を行い, また 一部の箇所では騒断固附近でそれ 

と ほぼ類似の 土壌の分布 してい る地域の蓄積調査を 行った。

2. 土壌分布図の作製

森林土壊調査方法書の にしたがって,土域府断岡調査を行い,ﾡ断崎i形,性びtによつて 

土壌を分類 し,その分布範開を2万分ノ1図上に山f,i河f川, 沢,ﾡ跡あるいはﾡ松等と 

関させ, 略線によ って図示 し,土壌型分布図一 土壌図一 を作成 した。なお, 図上にはさらに 

地質, 石i地,:壌の地積様式および風神地その他必要と思われる項1を記入した。

3.室内実験

a) ﾡ学的性

森林土壌調査方法書” にしたがって, 礼所量,自然状館のネ前,媒大卒水量。 小気量 

および採取時含水量の測定を行つた。

b) 化学的t匹

化学的性質に ついては次の実験 を行った。

pH の測定; 鈴木式 pH 比色器を 用いた。

避換酸度の定量； 風靴細:の N-KC1 ジ液 (20g, 50cc) 10 cc そ川いて N, 10-NaOH 

で滴定 し,商定数を 12.5 倍した cc 数を もつて滴定酸度 と した。

炭索の定量；Tiurin法によつた。

全獲素の量; Kjeldahl 法によつた。

B. 調査成績

1. 土壌暦断面の記載附帯調査および室内実験の成績

測査地域 内に現われる 各 土壤型の 標準的 六 H断miの 記載は

大のとおりである。

Profile No. 1-B 亜土壊 (逆も)

所価 : 42 い林小J内 地形 : 斜面」:部.ハ 比較的安定 した

総科地で下 方は長い急斜面 とな る Ni科 :約22° 傾斜の方 

向; ほぼ S 松; 約 260m ギ; It。

州げiの設り

F 0〜2 cm,相当宮朽 分解ハ進んだモミ,広葉樹の

葉,断辺的に H〜A 府があ る。

A. 2～10cm, Olive Brown®,石ﾡ少数,細砂ﾡ..

nuttystructure, やや堅,潤, 糸網があろ。く中 

供多数。ピペット法分析による機械的組成は,粗砂 

24%, 細砂 60%, 微砂 15%•,粘上 痕跡。

S 石
M ﾡ糸細 Gr 粒状構造
Nu 感髪状構造

Profile 1. Ba 型土壌
Fig. 1 Profi1

As 10～25cm, Saccardo'sUmber,石少数,細砂質嘆::,loose granular structure, 

単.消..上:部に商糸綱がある,"倶多数。ﾡ砂16%, 細砂50%,微砕35%,#土墳(島。

B, 25〜43cm, BuffyBrown,行降ﾡ多数,砂び域.,やや堅,刑,小、供が撤。

B. 50cm以., Snuff Brown, ほとんど石iﾡも合まない。亜地び壇」, やや座, 消。

粗砂 12%, 細砂 49%,悩砂 38%, 納積勝。

モ ミ林下の乾性土壊である。A 層•に菌糸網 M•がよ く 発していること。 A. hにIﾡな細 

粒状構造がみられる点から B、型土墳と制定されえ。Ba 層は深い単調な莫地質壊土(一見火 

山ﾡ) で,上部の Bl 府に多く の頁着礫を 含んで いる のは 崩積•してき た ものと も 考えられ 

る。モミ は相当の成長を示している。

附近のおもな植物

I;モミ (a), スギ (r)。

I ;カヤ(o),アラカシ(o),オキ(o), ヒイラギ(r), シラカッ (r), ブラチャン 

(r), ヒノキ(r), ミ ズキ (r)。

オキ (a), ムラサキシキブ(o), ヒイ ラギ (o), ヒサカキ (0), アラカシ (o), モ 

ミ (o), イヌッゲ (o), ッルジキミ (o), ヤマボウシ (o), ハナイカダ(r), アカガッ(r), 

アッ ブキ (r), アブラチヤン (r), ウリ ノキ (r), ッッギ (r), カヤ (r), イ スガヤ (r), コ 

ミネカエデ(r), コウヤボウキ(r), オトコョウゾメ (r), クロモジ(r), アオガッ (r), ャ 

マボウシ (r), アカグモ (r)。
*色名は森林立地談話会発行の土ﾡ調査用色名に よ つた。
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I;ヤブコッジ(o), ティカカズラ (o), ヒメカンスゲ(o), ツタ (o), ツタウルシ(r), 

ミツバアケビ(r), サルトリイバラ(r), ヤマノイモ(r), ツルドコロ (r), ツルリンドウ

(r), チゴユリ (r), チヂミザサ (r)0

Profile No. 2-BA :壌 (定精土)

所在;80 い林小班 地形； Iほほ北東に延びる筋の市市東側斜商」.部 傾斜； 約 25。 Ni斜 

の方向 ;N40°E ﾡ商 : 約 160 m 歩常; 砂常。

ﾡ断面の設明

L(F) 0～4cm, アカマツの落葉,席朽分解の進んた落葉が比較的ほ く 堆積。

F-H 4～5 cm, 断辺的にみられる程度。

A 5～ 15 cm, Saccardo's Umber, 石ﾡは 少ない,砂質域-:,loose granular structure, 

ﾡ義, 孔隙があ る,乾,菌糸がある, ﾡは少数。機械的組成は,ﾡ砂 35%, 細砂 38 

%, 微砂 27%, 粘土痕跡。

B! 15～40cm, Buffy Brown, 砂質壊土,granular structure と明度の blocky 

structure,撤,乾,商糸がある,模多数。ﾡ砂 42%,細砂 39%,微砂 199%,林::損勝。

B 40～65cm, Tawny-Olive, 石総多数, 弱度の blocky structure, やや堅,消, 根多 

数。粗砂 29%, 細砂 42%, 微砂 21%, 粘:7%。

C 砂岩礫を多く含む:H礫土。

カマツ林分下の乾性壌である。As 府が比較的厚: く 堆 •秋している こと,A 層に粒状構造 

が発達 していろこと,地表下 30cm くらい まで菌糸が散布 してい る こと 等 Ba 型:壌の特徴 

R 根

S 石疑(砂岩およびその風化礫)

M 菌糸層 Ca 孔隙

LGr粗粒状構造 Gr 粒状構造

Bl 塊状構造(弱度)
Profile 2. Ba 型土量

Fig. 2 Profile No. 2 BA-Soil

を表わしている。

附近のﾡ物

I; アカマッ (a) -植栽木•,クロマツ (f) 一州求木一。

I ; シラカシ (0), クリ (r), ヤマザクラ (r), アワブキ 

(r), ヤマボウシ (r), コナラ (r), アラカシ (r), ミッデ 

カェデ(r),ヤマモミジ(r),ブカシデ(r), ミズメ(r), 

イ ス ブナ (r)。

ヒサカキ (f), シキミ (o), シラカシ (o), ヤブムラ 

サキ (o), ウッギ (o), アオキ (o), ラカシ (o), コナ 

ラ (r),クロモジ (r), コウヤボウキ (r), オ=ッツジ(r), 

イヌッゲ (r), アカガジ (r), モミ (r), イヌガヤ (r), ヒ 

イラギ(r), タマジサイ (r), ッバキ(r), ツルシキミ 

(r), ハナイ カ グ(r), オトコ ョ ウゾ メ (r)。

N; チゴュリ (o),ヤブコウジ (o), サルトリイバラ(r), 

ゼンマイ (r), ノイバラ (r), ツマブドウ (r), テイカカズ 

ラ (r), ミツバアケビ (r), ツルドコピ (r), ヤマノイ 

モ (r), ツタウルシ (r)。

Profile No. 3-Bc 型:域 (定積•土)

所イ; 6い林小班 地形; ド術的に発述した念:斜miの 

北西側上部 Ni斜;約32° 做斜の 方向； N50° W 

松; 約 300 m ; 護砂岩。

ﾡ断miの設明

F(L) 0～2cm, スギ, 広葉樹の落莫,窩朽分解が相 

当進んでいる。

AI 2～15cm, Saccardo's Umber, 小礫多数,地 

’賞糜土, 不定全な blocky-nutty structure, 

湿,小供多数。機械的細は, ﾡ砂21%, 

細砂 41%, 徴砂 32%.林: 6%。

I O

R根 S石 Nu 堅果状柄造

Profile 3. Be 型土ﾡ
Fig. 3 Profile No. 3 Bc-Soil

A〜B 15 〜 33 cm, Isabella Color, 慌植の滲透が僅かある。ﾡ多数,iび堪士, きわめて 

不完全な nteyatnucture構量が痛地,戦～盤 函,"機や多数 細?24%・ 

細砂 65%, 微砂 11%, 粘に損跡。

g 。。 g T ロipより多数,砂質ﾡ:,秋,間,ﾡ少数。B1 33～70Cm, Tawny-OliVe, イボは-・ロﾡ

B. (+),Tawny.olive,石唯ﾡ多数,f『C域,塁, 温。

小仏古坐店のイ術的に発地した3神町では, スギ, ヒノキの成長はよく' 不良林分は峯筋等 

でい靴性:様の分布している小地域にかぎらてい2。この片断間は士壌は深いがスギの映 

長の惡ぃもので,地形的に風衝を受けやすく,層断面は乾性の形態を示している。鹹の滲透は 

めた く.会体決色にみ2る小列た際諾である・県郷的なものでな"が Pe座:堪と付定きる。

附のお も な植物

I ; スギ 3) _植栽木一,ヒノキ ⑸ -植栽木一,アカマツ (・

I;モミ (r), ク リ (r)。

IBI シラカシ (a). e (o. =ッヤウ* (f).クロモジ (o),アケビ(0),イスッダ 

(o, ヒサカキ(0), ォ*(o),ムラサキシキブ(0), ッルッキミ (o), ケップ* (o), 

ッッギ (o),:ズナラ (r, ッルッ (r), ッルグミ (r), ネムノキ (r),リョウブ(r,ミネ 

カエデ(r), コブジサィ (r),セビ(r,ハナイカグ(r), ヒィラギ(r, オトコ ョ ウゾメ 

(r, ィxッゲ (r). ッゼ (r), 才=ッッジ (r, イメガヤ (r). キイチゴ(r),トネり 

コ (r)。
N; ャブレガサ(0), フジ(o), ティカカズラ(O), サルトリイバラ(o), チチミザサ 

(0), ュリ (r), ッタッルシ (r), ヤマノイモ (r), マップサ (r), ツルドコロ (r), ウマブ
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R 根 S石 Nu 堅果状構造
Profile 4. Ec 型土壌

Fig. 4 Profie No. 4 Bc-Soil

ドウ (r), ツル リンドウ (r), リンドウ (r), ヤブコウ 

ジ (r), ミッバアケビ (r), クズ(r), ノブザミ: (r), 

カヤ(r), ミヤマカンスゲ (r)。

Profile No.4-Be型:域 (i税)

所作 ; 88 い林 小明 地形 ; チ市に殺 く 延びる斜商 

で,下方は急斜を もつて沢に望んでいる Ni斜;約15° 

傾斜の方向； ほぼ S 松; 約 85 m ; 砂常。

州断面の設期

L(F) 0～2cm,おもにブカマッの葉. 一部は細かく 

成砕され F の形態を とる。

A 2～18cm, OliveBrown, 小礫を少し含む,砂 

質壊土,nutty structure,堅(部分的に軟),孔 

隙かある,潤,」:府部に菌糸多数,供多数。

機械的組成は,ﾡ砂 17%, 細砂 33%, 微砂 39%,粘: 12%。

Bi 18～45cm, SnuffBrown, 並地質 城土,」:部に弱度の nuttystructure,政,混.

根桜少数。ﾡ砂18%, 細砂 55%, 徴砂 27%, ﾡ:損跡。

Bョ 50 cm 以上., 風化の進んだ砂岩を含む,砂質壊土,堅,湿,ﾡﾡル数。ﾡ砂11%, 

細砂 43%. 微砂 34%. # 19%。

ブカマツを主と しカシ類,ツバキ等の混交した林分下の乾性土壊である。AMの腐植含量は 

きわめて少なく淡色である。-上部か、ら1ﾡな nutty structure が発達 し,かなり 表面乾燥 も 考 

えられるが, 全休の特徴から Be型:とした。B ルの深い座裕な州:である。 アカーッ 

の成長があ まり よ く ないのは, の堅さの影響が人きいょ うである。

附近のおもな植物

I ; アカマツ (a) 一植栽, クリ (r), ミズキ (r)。

I; アラカシ (a), ッ バキ (o), イヌッゲ (r), ッ ンキ (r), クリ (r), エゴノキ (r), 

ミ ズナ ラ (r), シラカシ (r), ケヤキ (r), ヒイラギ (r)。

I; コウヤボウキ (a),サカキ (f,モ: (f,** (o),ヤマガキ (o),ッギ(o),ム、ラサ 

キシキブ(o),ハナイ カダ(0),ヤブムラサキ (r),ヒィ フギ(r),サンショ ッ(r),オトコョッッ 

(F),ノイラ(r),ツルシキミ (r),イスッゲ (r), スルデ(r),クロモジ (r),アッブキ (r)o 

エビネ (0), ッルリンドッ (o), ヤマゴボッ (r). フジ (r), シュン ラン (r), サルト 

リイラ (r), ヤマプド ッ (r), トコロイモ (r), ャブョ ッ ッ (r), ヤブレガサ(r), ク x 

(r) ・ チ ゴュ り (r), スス ビトハギ(r),フク ッ シ ズ (r) ,ミ ッ バア ケビ(r).ッル ドコロ (r), 

リンドウ (r),ツタッルシ(r),マッブサ (r),チヂミザサ (r),ティカカズラ (r),ワラビ(r)。

東京ﾡ営区の土ﾡ (木崎 ・渡辺) -69-

S 風化の進んだ砂岩盤および風化分
解したﾡ

B1塊状構造(弱度)
Profile 5. BD 型崩積土

Fig. 5 Profile No. 5 BD-Soil

くらい の所 ら 叫砂;の盤 となる

Profile No. 5-Bn-:域 (崩f-:)

所(; 6い林小班地形; ド降的に 発達 した 斜面の 中腹 

部 M斜;約37。M斜ハカ向;N10°E 代お； 硬砂岩。

■断向の說明

F 0～1cm, やや腐: 朽 分解 した ヒノ キノ、落葉,地 

炎には転行が放作していろ。

A 1〜30cm, Clove Brown, 腐植に'ホ•む,地質 

J」.,Crumb,W,孔硫がある,多温。機械的細 

成は,#商199%,細R27%,微W27%,#:27%。

B 30-c。 cm, Olive Brown, 寤植 がきわめて位

か、に溶,4人ハ ( i深がき あ め て 多数,ﾡ換 

,ﾡ情ﾡ,戦・ 多品。

C ﾡ化の逃んだ叫砂着。

成長良好な ヒノ+#分下止墳である。地表 ド約 6ocm

が, Mwu形Wで, →uしてﾡ学の貴い寸域にみをる-

附近のお も な欄物

I; ヒノキ(a) 一ﾡ栽木一。

・ ； オ+(f,クvモジ(o),ツリハグ(0),ッルッキ (o),クサギ(0),チャノキ(0),サッア 

ジ(,ブラサ+(r,アブラチヤン(r),グラノキ(r,サシショツ (r), ホオノキ (r).

ティカカズラ 3),チヂミザサ (a). マッカゼッッ (0), ヤマブドウ(0), エノコズチ

(。)： モミ. ジガサ(r),テンナンショウ S)' ヒメカシスダ(r),+イチゴ(r).トョ"イS

(r),' ャブレガサ (r,:ッ(r,クマガィッッ (r. フタツウズめ(r:

Profile No. 6-Bn 型土壊 (前積:)

M; 76 は林小班 地形； 立した小きいlの新町下市N斜; 約 27^Nの方向; S 

36°E 税満;約180m 居岩；：砂署。

店断iの設期。
L-F 0-3cm, アカマッ と広葉樹の落葉, 多少分解の進んだものをじている, 断州的に 

火除している。

F～H 痕跡の程度認め られる。

A 3、の7.m, prouit'sBrown,WMにwむ,ィi繰多数,砂C媒, Crumb,戦. u硫が 

, アカマッの外生菌根がある,小根が散任。機械的組成は, ﾡ砂39%,細
つ, 11

w 21s%, 微砂 32%,#: 9%。

A 27.100cm,CloveBrown,<州にすこぶるなむ, イ i 礫多数, 他様士. 上部に



—70 — 林野土ﾡ調査報告 第4号 東京経営区の土ﾡ (ボ崎・ 渡辺) -71--

I 128 

|

I

9

L/00

R根 S石

Gr 粒状構造 Bl 塊状構造

Profile 6. BD 型崩積土

Fig. 6 Profile No. 6 Bp-Soil

Crumb が発述,堅,消～温,小ﾡが散イ。

粗砂 37%. 細砂 29%, 微砂 22%, #:12%。

As (+),Sepia,細でt境-.,無情避, 湿, 根極少。

崩秋•地形でみられる ア カ マ ッ 林分下の湿刑型:壌で あ 

る。用所面には石礫を多く 含み, A 府の深い崩積土であ 

る。山 が低い ため か層•断面の形態は 考え られる以上に温 

潤ではない。また,崩積と しては全般にやや整密にす 

ぎるよ うである。そのためかアカマツの成長は きわめて 

良いとはいえない。

附近のお も な材物

I; アカマツ (a), ケヤキ (r)。

I; ケヤキ (r), ミズキ (r), ホオノキ (r), カヤ 

(r), モミ (r). クリ (r), カシデ(r), イヌシデ 

(r), スルデ (r), ネムノキ (r)。

ロ ; ハナイ カ グ (o), アオキ (o), カラムシ (o), サ 

ンショウ (r), ウッギ (r), ムラサキシキブ (r), キィ

Crumb が発逹 し,下部は無構造,軟 (A1 より 

堅),湿,ﾡ機少数。ﾡ砂49%, 細砂7%. 微 

砂 44%,#式跡。

B (+),Saccardo'sUmber,lﾡがごく 償か達透, 

行iﾡ多数,A1t岐:,無構遊,座,温,供ご く少数。 

恩方,小ヶ沢,高屋方面のいわゆる小仏占生屑によつ

て構成 される 山fは, 一般に下衡的に発述 したが間が 

多い。そこでは石礫を含む湿潤型崩秋•土が広く みられ, 

スギ, ヒノキの成長は 例外な く 良い。この片げ断面iは, 沢

筋,凹状地等に現われる典型的な崩ﾡで,各府位がﾡ 

変的に推移 していること, Crumb の発逆お よ び多少還 

元調を星して いュこと等よ D Be [:ﾡと考父られ

チ ゴ(r), コッゾ (r), クリ (r), クサギ(r), シラカシ(r), イタヤカエデ(r), オトコョ

ウジメ (r), クロモジ (r), コウヤボウキ (r), イボタ (r), シュンラン (r),カガシ(r),

アラカシ (r)o

ヒメカシスゲ (Va), ッタ (a), ヤブコウジ (o), ティカカズラ (o), ミッブケビ

(0), シノダケ (o), チヂミ ザサ (0), ッルドョロ (r), ケビ(r),ッルッジ (r), ヌスヒ 

トハギ(r, サルトリイバラ (r), ヤマノイモ(卩,オオチゴュリ (r, チゴュ» (r, ッル 

リンドウ (r), ッタウルシ (r), テンナンショウ (r, ミズヒキグサ (r). ザョ (r, ッー 

ブドウ (r), ノイ バラ (r)。

Profile No. 7-Be 型:壌 (崩積:)

ﾡ在; 46 ろ林小開 地形； 湧水面下方の凹状地で,下方は柳地形となつている 御斜; 約 

20° Nの方向;S60°E 税高;約270m 基岩； 千枚岩質粘板岩。

店断面のﾡ明

F(H) 0～1 cm, 腐朽分解の進んだ ス ギのﾡ葉が き わめ て僅か認め られる程度で地表に転石

もある。

A 1～17 cm,Blackish Brown,腐植にすこぶる富む,石礫多数,地質壊土,Crumb,軟,孔

除がある, 混, ﾡ少数。機械的細成は,樋砂46%, 細砂16%. 桜砂24%, #: 15%。

As 17～86cm, OliveBrown,ﾡﾡは Ai より 半減 してい る,石礫 多数,」二部 に 弱 度の

10
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40

50

R根 S石 Ca 孔隙 Bl 塊状構造

Profile 7. Br 型崩積土
Fig. 7 Proiile No. 7 Br-Soil

I; スギ (a) -柚: 栽 木--。

=ワトコ (o), クサギ (o), ク ロモジ (o), ウルシ (r), キィチゴ(r)。

N; エノ コズチ (Lva), チヂミ ザサ (a), ヒメカンスゲ (0), ッタ (0), ミッバ (o), テ 

ンナンショウ (r), ッユクサ (r), モミ ジガサ (r), ヤブレガサ (r), フタリシズカ (r), ト 

コロイモ(r), ウ マブ ド ウ (r), ツタウルシ (r), アカ ザ (r), ヌス ビトハ ギ (r), マツカゼ

ろ。

附近の主な植物

試料番号
Sample 

No.

162
163
164
175
176
177
159
160
161
171
165
166
173
167
168
170

第2表 理 学 的 性 質

Table 2. Physical properties

層 位 
Horizon

A
A
B

A
B
B

A
B
B
 
A
A
B

A～B
A1 
Aa

A

自然状態.の
Physical properties in n

深度 
Depth 孔験量

Porosity
容積面

Volume

最大容水量
Water-holding 

capacity
% weight 容 積

Volume
重 量
Weight

10cm士 80.47 50.13 44.20 88.15
37cm主 78.12 58.46 61.57 105.31
52cm主 76.04 63.46 63.66 100.32
5cm主 81.39 46.81 43.93 93.83

17cm士 79.16 55.52 59.17 106.58
63cm主 78.50 59.82 52.44 87.67

7cm主 74.02 60.72 53.41 87.98
35cm士 75.19 68.72 60.31 113.95
70cm士 73.55 75.31 60.85 80.80

32cm+ 75.29 62.71 63.16 100.73

13cm主 74.49 66.70 48.14 72.18
47cm主 78.29 58.13 49.66 85.44

17cm 72.65 69.05 54.17 78.45

13cm主 77.35 56.38 72.85 129.20
48cm 67.87 86.54 58.93 68.09

100cm主 73.80 66.10 62.92 95.18

理学

最小 
容気量 
Air

capaci

36.27 
16.55 
12.38
37.46 
19.99 
26.05
,20.62 

14.88 
12.70
12.13
26.35 
28.63
18.48

.4.50 
8.94

10.88

ition
探取時含水量

foisture content 
of fresh soil

備考 
Note

合 種 
olume

重 量
Weight

26.50 52.86
26.10 44.64 BA 型
29.03 45.75
34.57 73.85
38.39 1 69.15 Ba型
30.69 51.31
38.28 63.06
36.80 53.55 Be型
44.63 59.26
44.69 71.28 Be型

23.12
36.69

34.66
63.12 Bd型

40.66 58.88 Bp 型
64.03 113.55
44.25 51.13 Be型
50.70 76.69
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第 3表 化 学

Table 3. Chemical

的 性 

properties

質

試料番号
Sample 

No.
ﾡ 位 

Horizon
深 度 1

Depth
dH 置換酸度
PH (y1)

炭素 c 
%

窒素
N 
%

C/N 備 考
Note

A
B
B

I
 

C
l  

2
 

A
A
B

5
 5
 5

5
 6
 6

A
B
B

2
 4
 4

A

B
 
A
A
 
A
B
 
A
A
B

5
 5
 5

6
 5
 6

5
 5

5
 8

O
o
o
 
l
o
l
 
l
o
o
 

〇

〇

〇
 

〇

〇
 
2
5
 

〇

〇

〇

6
 6
 6

8
 8

6
 3

4
 6
 3

7
6
1
 
1
5
1
 
3
2
7
 
3
2
0

6
5
 2
 
7
3
2
 
5
2
0
 
6
3
1

1
 9
 
6
 8

4
 2
 
3
 1

7
 4
 3

8
 2

2•

9
 9
 6

4
 2
 
1

〇

〇

〇

3
 6
 8

3
 1
0

44
22
09

4
 7

3
 20.

o-
9
 7

2
 -

6

o-
2
 7
 4

6
 2
 2
 

〇

〇

〇

型 

型 

型 

型 

型

型
 

型 

6
2
 5
 
4
2
3
 
6
4
9
 
4
5
1
 
2
 1
 
2
0
 
4
9
0

ソウ (T), ケビ (T), ヤマイモ (T), ドクダミ (T)o

以上述べて きたそれぞれの精断面の各層•位から 採取した 供試士壌の実験結果は, の部2 

表,第3炎のとおりである。

2. 土壌の分類および設明

L壌の分ﾡは 原川的 に林業試験場の:壌型の誠"収"に したがつた。

調査地域はほとんど 褐色森林土で,Ba 型, Bn型, Be型, Bn羽, Br 型のiゴ:2が: 

みられ,きわめて局部的に地下水(G)土壌がみられる。これら土壊型の詳細については, 

林野-に域調査報告1号" に掲載されているので省略するが, この地城の特徴的な形態を小して 

いるもの につい て だ け設期を加 えておく。

Ba 型:竣 (乾性褐色森林土)

染筋附近の念科商に現われるのが普通で, 表固 は 土壌侵蝕 を受けるためか,A, 暦の 発述は 

標準の もの より 貧弱で,多 く の場合-に壇ﾡはい。 占生底山地では特に この傾向が強い。表 

mか.ら粒状構造または堅県状構述が発述し, 神 し く 表所乾燥を受けている。B ルはやや堅い場 

合が多い。Profile No. 1 および No. 2 は,地域内で松仰のものに近いとﾡわれるものであ 

る。

Bn 2:壌 (乾性褐色森林士)

BA 型:壌より も土壊府が安定し,Bn 型土壊よ り 明らかに乾性の土壊が, 筋の総斜地に

きわめて小規模に分布 している。AﾡはBA型:ﾡよりルいが, H片の発述は顕ﾡでない。 

A ﾡは思味を帯び, B 底 との推移は きわめて明瞭である。A 特に は粗鬆な粒状構造が発達 し,.

Bhは深く・ 構造の発達は顕著でない。

B«』: (弱乾性褐色森林土)

A,ルの発述はﾡずで,ドﾡのﾡ透も少なく淡色にみえる。 にﾡは一般に堅諾で, 代定全な 

塊状構造または堅果状構造が表间から発逹し,B府上部にまでおよんでいるが,全般にその発速 

は申である。比蛟的急斜面の 中腹上部に みられる の が普通で ある が,はつき ウ した木:の 

形館は示していたい。Profile No. 3 および No. 4 は地場内でもおず仲のものにﾡいとﾡわれ 

る ものである。

Bn 型上江 (適捐性褐色森林土)

大き く は 低山の緩頭•斜地に現われる ものと, 沢沿いあるいはやや凹状の急: 斜面に現われる土 

ﾡとに分けられる。前がは ん 滅の堆植が安定 し,A.B 布の推移は比較的明瞭で,A %以 

下は一般に!堅密であ . 定植土の性質を示す ものが多い。後者は一般に崩積土の場合が普通 

<. 各幅位の推移は漸変的であり,石礫の含冇量多く’ 商断mは戦か、で,一して開学性の良 
い上のょうにuわる。Profile No. 6 は, 典型的なものではないがやや前がに捉い性びを 

示し(形態は崩秋土である),P&ile No. 5 は/任後杯の形・ tをずしている-

Br 邪-:襲 (弱温性柳色森林)

通Ni斜価iの開部あるいは示消いの凹状地に現われているため, 崩桃の形態を とるもの 

か多く, HMwには多くの(iaが作している・ Profil No.7はこのク供W的なもクでやる

G 型上壌 (グライ)
縦い次活いの不状池にきめめてル部的にみらしるが,グライ片の発はあま 'はつき ツ し 

ていない。

3. 土ﾡの分布
Mを北域の各上域型の分布は, 土墳図にがしたとおりである。介こク凶から各挙型の分価 

miを Mw々Wしてみるよ 部4だのと さ りである。

流域

恩方川

林 班

10
1 i

小 計
同上歩合

計

37.64
48.01
38.49
36.92
46.35
45.42
40.15
36.94
18.99
30.54
18.48

397.90
100

第4表 流域別,林班別土軍型面試表

Table 4. Areas of each type of soil.

Br BD Be BJ：

5
^
0
5
1
8
0
0
 0- 

6
0
0
6
6
1
4
0
8
 

5
2
4
1
8
8
2
7
1

61.38
15

22.58 0.30
31.21 0.20
20.78
22.98 1.66
24.49 1.81
23.17 1.97
21.31 0.30
23.31
12.35
21.38
11.99

235.55 6.24
59 2

Ba

1
0
1
9
9
6
7
3
5
6
6

1
8
 5
 2
 5
 2
 4
 3
 7
 
1
4
 

9
4
3
2
1
2
4
6
4
9
6

94・73
24
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班流域 BD BC B B
計

小下沢 12 19.16 0.90 14.99
13 20.94 0.20 15.55
14 26.56 19.65
15 15.79 0.20 13.25
16 28.05 5.61 18.23
17 29.35 3.66 19.28
18 31.75 25.40
19 25.75 4.18 19.69
20 30.76 0.77 18.34
21 30.76 0.93 21.53

小 計 260.28 16.45 185.91
同上歩合 7 71

小 仏ム 川 1.78 0.80
11.36 8.61
11.16 2.00 8.21
16.15 4.63 6.46
13.65 10.45
15.76 12.66
11.85 9.32
13.86 1.67 8.33
18.31 1.83 12.07
22.83 17.13
12.83 1.00 8.33
15.82 1.20 12.72
5.39 4.04

24.62
小 計 195.37 12.33 133.90
同上歩合 6 69

案内川 39 14.38 3.99 8.0940 16.51 11.64
41 9.30 8.9042 17.90 2.99 9.9843 21.79 5.33 16.0144 22.88 5.26 14.87

小 下 沢 45 42.98 34.35
○ 37.88 7.58 20.9447 27.79 4.99 19.0248 21.88 0.65 16.4249 25.37 1. 16 20.4050 21.16 15.8851 32.47 24.3552 28.03 21.02

こ 32.87 0.84 16.5454 15.82 11.97
小 計 389.01 44.43 258.74
同上歩合 11 67

相模川 55 28.85 20.03
56 15.88 13.24
57 31.22 20.56
58 24.51 2.40 17.2159 30.70 6.16 19.64
60 18.92 1.50 13.49
61 14.33 1.30 9.99
62 15.70 9.66
63 28.24 19.05
64 19.28 12.25
65 24.03 14.87
66 29.45 4.02 19.14
67 10.97 5.64
68 29.59 19.40
69 10.86 0.40 6.85
70 18.21 10.88
71 24.60 0.74 15.99

00 2.

1.59

0.92
5.91

2

o
 

7
 0
 3
 
o

3
 

8
 2
 2
 
6

1
 

1
1
1
 
5

3
5
4
2
2
5
4
6
5
6

7
 Q
-
1
4
 1
1
6
 3
 4
 5
 

2
 
1
9
 3
 8
 1
7
 4
 4
!

1
0
1
1
1
1
0
1
3
0
1
0

3
5
 2
 0
6
7
0
5
 2
 O
Q
 1
 

3
1
6
0
6
2
2
7
4
6
0
8

662

02
20
20
20

o

6・-1

0.98 
0.76 
0.70 
2.42 
2.CO 
1.24 
1.06 
3.66 
2.66 
2.28 
2.50 
0.90 
0.54

18.50
10

2.10
1.66

2.33 ；

2.15
2.79

1.00

7.27

19.89
5

0.30 I

0.20
0.90

1.72

87
2.

.53

92
2.

50
8.

2
 
7
 o

6
 3
 

し
°-

o
 o
 o

3
 4
 2
 

o.
o.
o.

27.86

0.20
3.21
0.40
2.60
0.45
2.75
6.43
1.89
3.78
3.28
3.81
4.28
8.12
7.01
5.93
3.26

57.45

7.15
2.34

10.66
4.90
4.90
3.93
3.04
6.04
8.89
6.63
8.66
6.29
5.33
9.99
2.71
7.33
6.15

洗 城 林 班 計 Be BD Be Bn BA

相 摸 川 72 24.95 18.32 0.70 5.93
74 20.32 0.60 12.94 6.78
75 13.52 8.59 4.94
76 14.95 8.26 6.69

・77 16.32 9.16 . 7.16
78 19.26 10.93 8.33
79 33.95 22.95 2.47 8.53

1 80 34.87 24.41 1.74 8.72
81 20.61 16.65 3.96
82 34.98 21.31 4.20 9.47
83 31.61 73.18 0.70 7.73
84 35.30 24.71 0.71 9.88
85 36.52 25.01 6.86 4.65
86 12.18 7.92 4.26
87 31.34 21.94 4.13 5.27
88 28.35 17.31 4.42 6.62
89 34.81 21.01 3.48 10.32
90 30.84 22.31 1.99 6.54

1 91 23.03 14.99 2.37 5.67

小 計 873.06 17.12 ' 579.79 36.89 2.87 236.39

同上歩合 100 2 66 4 1 27

合. 計 2115.62 151.71 1393.89 87.43 19.75 462.84
同小 合 100ヘ 1

7 1 66 4 1 22

第4表によれば, Bn 型土壊の分布が最も広く ,全域の約66% にわたつて分布 し,ついで

B 型北:壌の約 22%, Bn 型:壌の約 7%, B。 :域の約4%, Bi; 型:壌の約 1% と,前 

に述べたようにきわめて局部的に G 型土壤が分•布している (小面殖のため土壌図には表わし 

えなかつた)。

に各流域ない しは団地別に各土壌型の分布状況を簡単に說明すれば以下の よ うである。

a) 恩方 川流域 (1〜11 林那)

1～9 林班は主と して片理の著しい粘板岩によ つて構成 され,平衡的あるいはやや下降的の 

な斜mが発迷し,典型的ないわゆる古生府山ﾡ地形となつている。このためﾡ断価に多くの石i

を合む Bn 戦, Be 型崩積土の分布 が広い。峯筋 または沢に張り出した凸形地に浅い Ba 型 

土壌が分布 し,しば しば岩行地 となつている。こ の下端に統 して堅い Be :獲が分布 して 

いる。Bl 型土壌は現われていない。10,11林所は, 地形的に も趣を異に し,低く 緩い丘.陵形 

とたつている。Be 型土壌はみられず,広く 分布 している Bn型-:壌もﾡ斜のついた沢ﾡいの

wを除き, やや堅い定積の性びを示すものが多い。峯筋または凸形地の乾性土壌は, B 型 

.の形態を示すが, 一般に 1〜9林ﾡでみられたものより-:時は深く,堅裕である。ここ 

<は Be 型七壊はみられない。 11 林班の•平坦状"、沢沿いに局部的に G -:壌がみられる。 

この流域では,BE 型, Bd 型の 湿潤型 土壊 が約 75%, B。 型,B. 型の乾性土域が約 25% 

の制合で分布している。

b)小下択域 (12～21 林珊)

地形の大勢は恩方川流域のいわゆる古生居山岳地形に類似しているが, 14～16 林ﾡ等は斜
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面長の短い小起伏の上界斜面が多 く, 17～19 林班の山頂部は比中交的 人 を な級い 丸味を帶び,ま 

た締面の肥部にもやや広い単測な級斜地が介命している。 会休的には Bw . 加 型崩 法土 

の分布が広いが, 12～14, 18, 20 林班の小ヶ沢筋は岩イ: 露出地が多い。 特に 20 札班はガイ; 

地の分布が広い。14～16 林所の沢済いの崩ﾡ:は地形的代状に ょるためか く, 分布ハ川は 

狭い。19林那の一部のﾡ筋は, 崩落 した岩塊かソ く 堆植 し, か2つて逃#イ能ハ状になっ 

ている。17～19 林班のﾡ傾科地に分布して い る B»邪:壇は ,イ;様の 多くない深い 税:で, 

やや乾性の特後もみられる。12, 13林琉内にはも典』な B»型, Be 型崩族 ト•かみられ, 

その分布も広い。Bc型:壌は一部茂い岩イi導上域としてみられるが:14,15 林肌'•4の比較的 

縦い斜面上に部でみられらものは,昭た深い定許となつている。16,17林前媒士止び 19, 

20 林班界の安定した宰地に Bn 型土壊がみられる。 BA 型:製 17〜19 林班境界"頂部附 

に性深い定所」と して現めれるが。普通後な半筋に後い#行ﾡに製として分布している。= 

ク地数では約 78% にわたつて Be 暴および B,ﾡ土義が分布しているが,Bい聖上の分布 

地域屮には小ヶ沢筋等の岩石地がかな り含まれ,また定積土と しても州当分布しているので. 

崩 ,資土の 分布は恩方川流域 よ り かた り少な く なつている もの とMわれる。

c) 小仏川流域 (24～38 林所)

24 林売は低い小に伏の飛地で, やや乾性に傾いた定積土の分布が広い。a5〜98 件mぬ 

EIの炎側で,-般に3がが多くなつている。このため特刷を多く合む崩挑の介のが広い 

が, また岩石地あ るいは岩彳 i 型土壤の地域 も 広い。25 林班の沢筋 に は BoM崩所:が:みられ 

るが, 一般には茂くまたところどころ雑地が介企している。N部にみられる。B。聖上.製 

は発く・スギの敗は#しく避い。総い不状の筋に出は Bmilが:みられる。26～28 

林班は 湿潤型崩積士の分布が広く,また典型的な ものかみられる。29, 30 株町の次は狭く, 

企な-上州的納町でﾡ行ﾡり上挙となつている。こLらの※部は風崎uとなつている。31 林班の 

訳筋に深い"行際と命む Bn 型崩税士がみられるが, amの Bp 型城は役い。32, 33 林班 

は*•石地または岩彳四土壌の分布が広い。35, 36林班も急斜で同様な土壤の分布が広く,班 

沢筋にみら/れる B 型崩植土も浅い。ただ,め水町下部に小製ぼではあるが深しmたも 

のがみらLろ。37, 38林は会休としてやや秘性にMいた後い B»処卜墳が広い、36 〜 38 林 

ﾡの準筋に分布している Bo, BA 型土壤はほとんど浅い岩石型土壌となり, また風間と も 

なつている。

d) 特内川流域 (39～54 林助)

大想すれば39～51林那はなな山同地形を示し, 52～54 林班は緩い.に陵地形を示 している。 

この流域 も全体的には湿潤型土域の分布が広く,約78% にわたっている。石礫を多く含む崩 

秋土の形態を とる ものが多く,また体触作川の者しい斜崎では茂い岩行迎境となつている。 

39 林所の境界, 沢沿い に深い Be 型崩枝•土が 分布 し,これに続いて斜面に分布している B,,導 

東京経営区の土ば (木ﾡ ・渡)

[:ﾡはイ;様い少ないit:域せである。40 林所の入口附近はﾡc性のい北:域が、斜面に多いが, 

供D湖水mi地形の所で;深い、湿調型崩積::がみらしる。41林那は上科面形を と り,浅い土壤ま 

たは*イ ;地が:多い。4244 林開は3下商斜町形 そとり, 沢沿い に は:"密を含む B型備ﾡ 

:ハ分命が広いが, しばし"行地を介的する。44 林班办7 リj 水面 ド部の Be 型土壌は深く 典

W的なもハである。42 林班上部は緩く,風を受け,深い Bc型, B郵上:壇がみらしる。45, 

46 林Weハ人IIW姫ハ沢滑い、または締mは3で. "行i地会たはポ行部に進の所が多・45 #理 

は特に 岸 しい。奧にはいる に したがい温型崎前の分布が広 く ・水商下部では行iと合むポ 

い Bj: 型崩阳: がみられる。46 mで改逆した Profile No.7はその典型的たものでもる。 

47 林Jも ほぼ同棲な 傾向で湿潤型崩植土が分 布 していろが, やや沢がず く ・ 起伏が小ま いた 

め崩机上 は全般に浅く なっている。45 〜 47 林躍の業飾は北徴的戦い安定地形を し' 深く・ 

faを命まない必眺が分%している。46. 48様所Wのこのような前にじ B型けかみ 

らnz。4s 林班は 45～7 Aﾡよ り地, #iﾡの所が多い。ここでみらる B聖 

土壊は堅い定積土である。49 林mは北向締で,撮両型期積:の分作が広い "に局

細的にﾡ行i地がある。50 林班は急峻地形で侵加作用著しく, 大半岩石地または岩石型土壊と 

なっている。こ北に以 し51I魔は級い地形で広 く 分布しているB" 型ゴ: 壊も定積土の性线を 

みすものが多く. また馬訓の性介ものたし、。介までの兆技の拳節に分布している B聖 

一部を除き浅い岩石型ゴ: 壊 と なつてみられるのが通で あ ろ ・

52〜54 林ﾡは地形的性状よ りやや墜術にﾡ積した定秋上:の性ﾡをがす P"型士ﾡの分イiが 

広い。53 林帆の境界近く は風術地となり,Bc"f獲が分布しまたﾡい沢述一の尉部に G 翌 

がみられる。こ の地地の曲調前所はi水町下部にかぎ ら れて分布している・

e) 相模川流域 (58～91 林班)

= の映の 国有林は,数箇の 団地 となつてAしている。会 休的にビ 多作間ド"国 行 

»,乾性に傾いた定積ゴ: の分布が広い。次に各団地別に説明すれは,

i) 間野 山 団地 (55～57 林班)

北谷商iの 56 札ﾡは Bd 型土壌の分布が広く,中腹上部の沢沿い に は B型前も:もみら 

れ■る。南向 斜面の 55, 57 #開は Ba 型土壌の分布が広く,B。 型ゴ:壊 もやや乾性で,北斜面 

j. 5wい定閉:の形店を示すものが:多い。 また,57 林班は岩石地および浅い岩石 型 Iに域の分 

布が広い。

ii) 谷山団地 (58～61 林町)

急峻複雑な地形で,体触作川が# しく,ところどころ 崩規地がみ られる。 .般にギM i 地,岩 

型の分布が広いが, 沢沿い等の凹状地は深い イ i礫を含む Be 割崩積となり, 肺部的に 

ス ギの成長は きわめて 良い。

i)炎猫山団地 (62 〜 65 林ﾡ)
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単調な起伏の小きい地形を示 し, 全般に適潤からやや乾性に 傾いた 定植土の分布が広い。 

Bn型崩積:のみられるのは沢沿いの局部にかぎられている。 北向きの62, 63林班は, Bn 型 

崩積:がやや広く分布しているが,hﾡ上に部はﾡ行地, 浅い岩石型土壌の分布が広く なつてい 

ろ。南向きの 64, 65林所は乾性:壌の分布が広く,堅裕なBc型, Ba 型土壌がみられ,Bd 型 

土壌も崩積:の場は少なく,堅い定積上と してみられる。 筋の小状地に Bj: 型類似土壌 

がみられる。

iv) 仙洞山団地 (66～70 林ﾡ)

66, 69 林班は BE , Bd 型崩積土がやや広く 分布 していが, 崩税:と してはやや堅密に 

推積していろ。67, 68, 70 林班は沢沿いの局部に Bn型崩積が:みられるだけで, B、型-: 

壤が広く分布している。この団地は斜面特に中腹上部は侵蚀作用著しく,崩壊地が介在し,ま 

た 特行i地. 岩イiの壌の 所が 多 い。

v)菅ノ沢団地(71,72林班)

設い 地形を示 し,全般に堅密に堆秋 した定積土の分布が広い。傾斜のついた沢沿いに き 

わめてかぎられて崩も:が:みられろ。71 林班の風衝地には堅咎；な Be 型土壌が分布し, また 

峯筋に沿って分布する BA 型壌も堅いが, 岩石型土壊の所は少ない。72 林班沢沿いの一部 

を除き, ほとんど堅い定積土となつている。

vi) 城山団地 (74～77 林班)

孤立 した急斜地形をなしている。特に 74,75林班は急ﾡで,74林班の一部に行ﾡを合む深い 

湿潤型崩積土が みられるだけで, 体触作川 の著しい ため,ほとんど料イi地 または 岩イ i 型土壌 と 

なつている。76, 77 林班は比較的緩く,Ba 型土壌の分布が広い。その林ﾡにはﾡイおょ 

び岩石型土壌が多い。77 林班の 串 川施は 外石地で ある が, 75 林ﾡよ りの沢筋には深いBp型 

崩積がみられる。

vii)法山および小山団地 (78～91 林ﾡ)

起伏のぶ さい単調な地形 を示し, Bd 型土壌が次半を占め,ほかに Ba 型, Be 型土壌が分 

布している。4すに 78, 79-林ﾡは, やや上昇的に発逹 した単調な地形で,浅い定値的な Bd 型 

土壤の分布が広い。79 林班の沢沿い には一部深い崩積土がみられる。B、型:基は淡色の堅い 

定積としてみられる。80, 81 林ﾡの沢洲いにはイ除の少ない時積がみられる。斜面および 

峯筋の土壌 も 比較的深い。82 林ﾡは意斜画で岩イi地および渡い行型:壌とな り,4に利川の 

入口附近の斜面ではなはだしい。かえつて峯筋にでる BA 型土壊の方が深い。また,83 〜 85 林 

珊の大日向沢に沿う斜面は, 急綾で岩行地が多い。84, 85林班の湧水商下部等, 奥部の次沢筋 

に深い崩積土がみ られる。85 林珊の境界に近い斜面上部は  強い風術で,B。 型, Ba 土壌と 

なつている。87, 88林ﾡは比鞍的殺く, やや堅い Bd 型定積土の分布が広い。87 林班の大沢 

沿いには崩秋土がやや広く分布しているが88林班の大沢筋は岩石地または浅い岩石型土壌と 

なつている。中腹」:部でみられる Be型, BA型上域は深いが堅術に積していろ。班界外のギ 

Mはなで, い岩行型の靴性:域となたつている。 89～91 林班は急峻地形で侵 山作川著しく, 

岩石堆,岩才逊土壌が斜面に広く分布し,崩壊地もみられる。深い湿啊型崩積土はきわめてか 

ぎられて分布していろ。

・ 考 察

A. 各土換型と主要林木の成長,更新との関係

土壊と林木の成長更新とは,今までの踏査あるいは調査結果"" で,帝接な関係にあること 

が認められている。このこ と は調査地域でも ほぼ同様に認められた。調査結果から 本経営区の 

主要樹種についてその関係を述べれば以下の よ うである。

スギは恩方川,小ヶ沢, 小仏川および案内川流域等の Br郵, Bn型崎税 (伏流現象の あ 

る岩居地も含む) ではそのがょ く,また成滨は土壌が深く 耽かいほど,およびこれら土壌型 

の範囲内では湿性に傾く ほどよく なっている。定積土の 形態 をとるBF 型土壊はみられない 

が,定精土の形態または性質を示す Bp型:城は各地に分布している。そ こでは同型の崩秋士 

の所よりかなb成長は劣っている。また,侵蚀作用の著しい斜面等で,浅い岩石型となってい 

る B»型の所も成はょ く ない。乾性型土壊では明らかに スギの成長は惡く なるが, 特に 

凌い岩石墨場。戦術にびした土境,あるいは他の条件がよくても Ba 型土壊の所では,き 

わめて貧弱な林相となっているのが普通である。今 Profile No. 3 と Profile No. 7 に例示 

した B。 型,Be 型土壌の スギ林分の材積調査および優勢木の樹幹析解結果を示せば第  5 表の 

とおりである。

觀察」ニ スギの成長の惡い Profile No. 3のような Bo型上壌と, スギの成長のきわめて良 

い Profile No.6のような Bs 型土壤では,第5表で示すよ うに,林分材積および単木の成 

長量に著しい差が認められる。 ナなわち,40 年近く の単木で材積成長に は約 0.7m の開き 

があり, 本数の差を考慮外において も 1ha の林分で約353m の差がある。-一般に スギは, 

大量視察の結果から も,土壊条件の相異によ る 成長の差は,ヒノキ, アカマツに比べはるかに 

著 しい よ うである。

第 5 表 Profile No. 3 および No. 10 附近スギ林の材績および成長曲線図
Table 5. Volume and growth of Sugi (Cryptomeria japonica)

forest, near Profile No. 3 and No.10.

所 在
Location

土 ﾡ型
Type of Soil

樹 種
Species

年令 
Age

本 数
Number

材 積
Volume

東京継営区。林班 : Be ス ギCryptomeria japonica
year 

38
本/ha
1678

m/ha
99

" 46林班 : Be ff 39 810 452
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ス ギ 樹高曲線図 Growth curve of Cryptomeria japonica in height

ヒ ノキはけ:域条件のﾡ異によつて, スギほどに成長上の優はみられない。スギの成育のあ

まりよく ない Bn の:または浅い岩イ型:ﾡの所でもかな りの成市を示し, また,極

度に浅い需不型土城または風術地等以外では, Be 型,Bn 型上壤の所で も 成長は惡いが,安

定 した成林状態は示 している。しかし B. 型土壊の所では,ヒ ノキで も その成林は困難で天然

第 6 表 Profile No. 5 附近 ヒノキ林分の材債および成長曲線図

Table 6. Growth of Chamaecyparis obtusa near Profile No. 5 and at Owase

所 在
Location

土 ﾡ 型
Type of soil

樹 種
Species

東京経営区6 林班

尾み地方

BD

(1等地)

とノキ
Chamaecyparis obtusa

年令
Age

本 数
Number

材 積
Volume

year 本/ha ms/ha
39 895 232

40 2178 521.9

総成長

Total
40

Cryptomeria japonica in diameter

volune

総 成 長

Total
連年成長 
Annual

スギ胸高直径曲線図 Growth curve of

スギ材積曲線図 Growth curve of Cryptomeria iaponica in volume 
Fig. 8

volure

連年成長 

Annual
総 成 

Total
長

I

Ciamete「diameter

ツ

/ vear

と ノ キ胸高直径成長 Growth curve of Chamaecyparis obtusa in diameter-breast-high 
Fig. 9
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ア カマツ樹高成長 Growth curve of Pinus densiflora in height
Fig.10

生樹種の似入がおびただしい。ヒ ノキのいわゆる優良林分はBD型崩積:(伏流現象のある岩 

加地を 含む)でみられ,やや形質不良木にはな る が,Be 型墳の所ではさらに貴い成長を示 

している。また, Bu4定積止も,崩所の所に比し, ことに樹高成戻が劣るが, 普通にはほ 

ぼ常に近い成長,林状態を示すとみてょい。前に例示した Profile No.5 は, ほぼヒ ノ 

キの適地とおえられる Bd 型崩市:で, 附近のヒ ノキ林分も形質および材積成と もほ正 

常に近い。今 その林分の希稿 お よ び優勢木の樹幹 析解結果を示す と第6 表の と さ りである。

比ﾡの ためにI ま ぼ同 令の 足ﾡ地方1 等地の ヒ ノキ林分のﾡ請さ よ び林分中平均木の総成長 

曲線図を併： 記したが,約 40 年では午成と も Profile No. 5 の方が大き く,材ﾡ総成で 

約0.1m のがある。このように第6炎からも, Bn 型崩移土を ヒノキの適地と考えて誤り 

ないと思う。

次に観察結果ではア カマ ッ は:北:壌の相興に対する可製性がスギは もちろん,ヒノキょり も者 

しく 大きい よう で ある が,堅密度の影響は 強い らしく,膨軟な土壊ほ ど た 占 え戦性北域で 

も ―—成長, 更新は M E 盛で ある。ここ で ア カマ ッ にか ぎら ナー敬に,人工造林の適地 と 天然更新 

の適地と は異っている もので, ア カマッの造林適地は,スギあるいは ヒ ノキとほぼ何様BE型, 

Bp 型前積とみ られ, 大公更新の適地は,靴性ﾡと考え られる。この両 昔を通 じ てみて も 

M戦な土壇ほど厳あるいはM新が座である。今さきに例示した Profile No. 2 (BA 型土 

り) Profile No. 4 (Be 型場) »ょび Profile No. 6 (Bd •型土壊)附近に成立 してい る ア 

カマッ優勢木 (M栽木) の樹幹析解結果をホすと Fig.10 のようである。

Fig. 10 によ れば条量 と も 大獲な く, ほとんど 同様な M向 を 示して いる。45 4 く 2 

材積総成長は Profile No. 2 と Profile No. 6 は約0.7～0.75mであり, ProfileNo.4は 

約 0.55 m を示している。Profile No. 2 は番 しく 乾燥 してい る が深 く 膨軟な 土壊で あ り, 

Profile No. 6は湿澗型駢責」:であるが•地解勺性状によりやや整密に堆積し,Profile No. 4 

は 弱乾性の 堅密な 定積土で ある。このょ うな土壌条件から成長i線関をみると, カマツの権 

栽木は, 湿潤型で,しか も ま たﾡ戦な土壌 ど成長が良 く な る 傾向 に ある。

なお, 高尾山団地または 11林別等のカマッとモミの大然林の観楽では, 両者とも乾性上 

壤に対する適応力は強く,BA 型土壊でも 天然更新は任盛で,また相当な成長状態を示すが, 

特徴的なﾡは両がが大然にﾡ合した場合,堅ﾡなあるいは浅い岩行郷土壌ではブカマツ より モ 

ミが優占 している。この点モミは土壊の整密度に対する適応性がアカマツ よりはるかに大きい 

ょうである。 このことはまたモミ, アカマツの天然生林分の造成にあたって 一若すべきと ころ

である。

B.森林施業に対する意見

本調査をじて更新方法ないしは適地の運定に対する意見を遊べ,施業画に寄与する ところ 

があれば幸いである。
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樹種の史新または成長の最も旺盛な所がいわゆる適地と ぢえ られろ訳であろが,前にふれた 

ように2, 3 主要樹種の造林適 地は . 多少の ﾡは あれほとんどじような北:壌とみられるの 

で, 経営上いわゆる適地のおえ方だけでは災新樹ﾡを判定しえないこ と になる。

当営林局の経営方針と して史新適地の選定については,第一提的に  スギを植栽 し,ついで」: 

地条件の許すかぎりヒノキを期1 し,これら以タトの地域では 然災新によ ろのが得災であろ う 

と 考えている。それ故との と と と 前項で述べた樹種: と 土壌型 と の関係をあわせおして:.域の 

mより 関新適地 を選定してみたい。

スギは Be 羽上域, Bn 壌 (堅帝に堆拈 した所および浅い土城の所は除く)に,ヒノキ 

は Bn 型土壊の一部,B。 型:壌 (極度に浅い岩イ 1 型二上城および風衝地等を除く)にﾡ求を期］ 

待したい。

現作ﾡ性川域の汁久非ﾡ下には広 く アカマツが植栽されてお り, 特に志山山西•部地域をは 

じめ造林に成功している所も見受けられるか,一般にそのょ う な所 は 土地ないしは 土城条件に 

も惠まれているので,原則的には当営林局の経宮方針ならびに普通に考え られる カマツッ逃林 

の技術的難点お よ び乾性 上壊に対す る樹種の適応力 を おすれば, カ マ ッ 林の造成は . ス ギ, 

ヒ ノキ逃林の不利な地地でだ然山祈によるのがましい。なお,逃林する場介には Boおよ 

びBI2:壌の所にとどめたい。カマッの然山新にあたつては, モ: との鏡介か考えられ 

るが,に地に適したﾡﾡを積ﾡ的に立させるのが肝Fである。

本経営区は標高も さ して商 く なく,土城図 に示 した一部の風術地を除いては,気般要索が樹 

種の立, ルを ケイす るよう な朮大な影響を与えて いる と は思われな い。また,特に崩壊地 

あろいは土壌保全,林地養護を強調すべき激しい優•触地は少ない。ただ,高尾山団•地には局部 

的に触地が介作す るので, このょ う な所に経済林分を期行するのは無則で. 第一的にﾡ生 

な いしは 大然生林の安定化 を はかるべきである。

N 総 括

1. 代調査は 国有林野森林:上壤調査要綱にたいて実施 した も のであ 2。

2. 講査地域は東京営林神管内東京経営区で商税約2100ha である。 多川, 相ﾡ川の 

域で, 低川あろいは ﾡ地形で あ ろ ・ 地は 主として 小仏ル Wに wす る 常に止つて店められ 

ていろ。気候は年1均気温約13°C,4水量約1430mm,4ド均温度約76%である。ﾡ生 

はﾡ帯より温帯への移行』を示し, 林況は一部地域の天然生林を除けば大部分スギ,ヒ ノキ, 

ア カ マツ の 逃林地 となつていろ。

3. :壌の分布は:壌図 と してした。 本経営区内に現われる :りは Iほとんど ﾡ色森林」: 

でBA, Bn, Bo, Bm, Be の各土壊型であるが,きわめて局部的に■地下水土域が認められた。 

前記各:ﾡの初準的なﾡ断mを設定 し,観栄記戒の殺了後,供試工壌を押収2 , 3 の型化学 

的実験を行つた。

4. B.\ 4:域は主と して代筋の.3斜地に分布し,炎:のい場合が多い。全面積の約22% に 

及ぶ。B 型土壌はおおむね率筋の緩斜地に現われ, A片の発述がよ く ・ 安定した土壌借之示 

している。分術ilは 僅か 1% にす ぎな い.Be 型土壊は沢に 望む急斜面 ま たは斜面の変化点あ 

るいはその上:部の級斜mにﾡわる こ とが多く.叫那価ﾡは約4% である. B郵壇は定前

と しては緩斜な山腹に,崩積土と しては沢滑いにJわれる。分イは』も多 く,約 66% 
に出する. Be 製:は大たamのII関部沢済いにJや化.崩乱:の形店を示して"る。岡 

ﾡは約) 7%である。G 墨上※は沢満いの不』地に きやめて/部的に型わてい 8 にす ぎない一

5. やル樹部ﾡと:域墨の関係をみると,スギのだ Br型士城で良で・ B»愛 

城ではほぼ通刊襲の広はする。Be. Bn, B、型:ﾡの顧に炎不良となる。また, 崩ﾡ 

土は定植士より成我良好である。ヒノキ も Br型. Bp型崩積に士:で良で,以ドスギと同様分 

顧に長不良 となるが,ﾡ墨のﾡに上 る広のﾡ興は ス ギほど著しくなく, ま た乾性土壊に 

対する抽応はスギ上り強い。アカマッはさらに土壌に対する適応性が広し、。しかし, 進林木 

の広は B動. B,』前税:で』であるが,然難新の適地はむしろ乾土壌に認めら北 

る. さ して ※と も膨軟な拜では成長が良いのが注目 きる・ モ ミ "ﾡはブカマツ生間様 

であるが,ﾡWな土ﾡに対する応性がブカマツより強い。

6. i項のﾡ地制断と当営林局の経営方針よ り土型に対する期仲樹種と してB*, B"型 

」kcはカマッ. eミを主とする人雌山析が望ましく・特に膨米な土墳では,大然生ブカ 

ーッをW得しっる。B 型および Bn 型土壌でスギの成•長不良となるおそれある場合は ヒノキ 

をM求L B 製. B. 野上14なに前航士には積は的にス"を州救したい。

参考交ﾡ

1)
2)
3)

藤本治義:日本地方地質誌関東地方, 昭 26, M u：；
松非ﾡ拓:祈じいイ顔の覧方, 山林 一 806・ 80?・ 808・ 812, (昭28・27)

林業試験場 :森林土壌調査方法書,林業試験場・

4) 同

5) 同

土曜型の説明,林業試験場・

林野土罪調査報告 第1号 (昭26) 第2号 (昭27), 第3号 林業試験場・



—86 — 林野土ﾡ調査報告 第4号

Takahir。 Kizaki, Toshi。 WAmx.pr: Soils of th TOKYO National Forest.

(Toky。 Regional Forestry Office)

Resume

1. Soils of the Tokyo management unit (2100ha) were surveyed, and 
relationship between the soil properties and forest growth was discussed.

2. Mountains of this area are low and hilly. Bed rocks belong to the 
Kobotoke formation.

Annual mean temperature is 13℃.
Annual precipitation is 1430mm.
Annual mean humidity is 76%.
Greater part of this area is artificially regenerated by Sugi (Crybtomeria 

1Qbo1licd), Hinoki(Chamaecyparis obtusa) and Akamatsu (Pinus densiflora).
3. Soils of this area belong to the brown forest soil, and these were 

classified to the Ba-(22%), Bb-(1%) Be-(4%, Bn-(c6%)and Be-soils (7%.
Ihe properties of these classified soils had the same tendencies as those of 

the previous reports: Forest Soils of Japan, Report 1, 2, and 3.
4. The morphological details and chemical and physical analysis of these 

soils were described, and their distributions were shown on the attached soil 
map.

5. Natural regeneration of Pinus densiflora and Abiesfirma is fairly good 
on the Ba- and Bj;-soils. The latter species of tree can grawwell even on the 
compact soil.

Cryptomeria japonica grows vigorously on the porous Be soil, and fairly 
well on the porous Bp-soil.

Chamaecy paris obncsa grows better than Cryptomeria on the Bc-soil and 
compact Bp-soil.

6. The management plan according to the results of this survey is as follows :
BA- and Bb-soUs : Natural forest of Pinus densiflora and Abies fir ma
Bc-soil and a part of Bp-soil: Plantation of Chamaecyparis obiusa
Br-soil and remaining part of Bd-soU: Plantation of Cryptomeria japonica.

長野営林局 土壌調査報告 第2報

与川経営区の土襲
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I 調査区域の概況

A. 位 置

与川経営区の土壌(林 ・下出)

B. 気 候

木ﾡ行は, 野県の1市部に位置し,内ル性の気候を示す。 代経営区のげ心から, ややはす

Lていが,ムとも近接地である人げﾡ測所の気像想測成紙は, 第1炎に示すとおりである。

大御測所に止して海投ば5のい、木経営区金休と しては,41均気温はよ り低く. 4許小量 

はより 多い ものと推測される。

第1求 気4 観 測 成 績

位 置 長野県西筑摩 都読 G村大字上ノ原 観測期間 自昭和 10 年1 月～昭和 19 年 12 月

ホ 度 北* 35°36'45" f 度 東経 137°37'50 海抜部 600m
月別

種別
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 全年

平均気温
°C

-0.5 
°C

1.0 6.3 11.9 17.6 21.1 25.2 25.7 22.0 15.7 9.6 3.1 13.2

最高気温 4.0 
o/

5.1 10.7 16.2 21.4 24.5 28.4 29.2 25.6 20.2 14.3 7.6 17.3

最低気温 -6.1 
%

-5.7 -1.2 3.6 8.5 14.1 18.8 18.8 15.7 8.7 2.9 -2.4 6.3

湿 度 66 
m/m

63 54 55 57 66 70 68 69 66 68 63.8

降 水 量 88.9 103.0 146.4 195.0 200.1 357.9 323.8 253.4 245.7 200.8 106.5 97.8 2,319.3

風 向 w W w W Sw Sw SW Sw SW w w w

雨()日数 3(12) 5(9) 10(4) 14(7) 13 16 19 18 16 13 12(1) 6(9) 145(36)

初当 平均12月2日 最早昭13.11.13 終野 平均3月26日 最終 昭19.4.16
初ﾡ "11月4日 " 昭13.10.17 終電 " 4月27日 " 昭14.5.16
175.7

「

需
数 

降
降
秘

1 . 緯度,経度, 海払商5

ﾡ 度 北緯 35°34'40"～35°38'42",

経 度 東経 137°34'46"/～137944/01,,

海扱商 445～2,113m

2 .行政区弱

長野県西筑摩郡読書村

3 .面積および地種別面積

総商i称

普通林地 大然生林

人工林

伐採跡地その他

t
制限林地崩壊防備保安林見込地

風衝地その他

t
除地 附帶地貸地雑地

4,166.70ha

2,241.38ha

504.65 ha

17.13 ha

2,763.16 ha 

1,069.96 ha

246,24 ha

1,316.20ha

87.34 ha

C. 地質 および地形

1 . 地 形

本経営区は,木曾山脈南部西斜面に位超する与川,南木首国皆林と,飛弾山.脈の南端支脈で 

ある 阿寺山脈南端の三殿向  国冇林の 2 団地からつている。

与川,南木曾国有林は,木曾駒ヶ岳南方の摺木山 を 中心 とし,これよ り 北西に走る嶺線によ 

り, 伊奈川経営区と境し, 西南に走る嶺線により,蘭経営区と境を接し,その中間の最奧部 

は ,大 山I脈主順 を 境 とし 太竜川流城 伊那谷に接す る ・

全般に急傾斜で,特に南木付山方面は絶瞼である。おもな水系は,-上山沢. ド山沢の 2 支流 

であり, これら は経営区外に出て合流 し,木曾川に注ぐ。三戦向国行林は,木ﾡ川西にある 

団地で, 本流の急激な開柝によ り 形成 された峻瞼であ り, 盛岩求畳 と して露出する 箇所が多 

く,ﾡ大仲山とともに木骨行でも稀にみるﾡﾡである。水系としては,数箇•の細流が,木曾川 

に注ぐのみである。

2 .地質

経営区は木ﾡ山脈を 中心とする花崎界地帶に属; している。 州は人部分が斑状ﾡ賞N花i 

であ り,fにﾡ純の黒雲間花謝始,4ド花識岩(Aplite) fiﾡﾡ等が認めらる。

全般に,垂直に近い節理の発達が顕 普で あ る。
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D. 林況および植生 がﾡしい。

1・ 天然生林林況および植生

天然生林における材機步合は, 針葉樹 88%, 広葉樹 12% である。 主要な針葉樹は,ヒノ 

キ, ツガおよびサワラであろ。その他, コウヤマキ, モミ, ヒメコーッ, コメッガ等もかなり 

多く分布しており,中でもヨッヤマキは. 三殿向, 南木曾山方面においては,ヒノキにつぐ# 

積をもつている。ブナ, トチ,ミズナラ, ミズメ,カッラ等の広葉樹は, 九山沢, 胡桃 III 沢を 

はじめ過去に伐採を受けた地域に多く,林相は不整である。

経営区全般の平均林令は 200～210 年と推定される。

各調査地点の植生調査の結果 を綜合すれば次の ようである。

海払商1,100～1,200m以メドの地では,ツガが優勢, 1,500～1,700m以.ドの地では, ヒノ 

キが優勢である ことが多い。

Fﾡﾡ生 も 海教商 1,100～1,200m を境とし, 低所に はクロモジ, コハク ウン ボク, スズッ 

ケ等があ り,商所には ヤマグルマ, コシブラ, クマイ ササ等があ り,北桜的期『に,イみわ 

けが行われている。

植物帶としては,海抜高 1,500 〜 l,7C0m を推移帯として低所は温補性ﾡ生であり,尚5所は 

亜商山性ﾡ生であろ。

1 ) 主要な群ﾡ

a コウヤマ キ----ヒノキ 群

b ッ ガ----サ ワラ,ヒノキ ,

c サッラーーッ , 主として海抜高 1,100〜 1,200m 以下

d 広葉樹 ,

e ヒノ キ-ツ ガ,コメ ッ ガ,サッラ ヶ

fヒノキ ,

g ヒノ キ-アスナロ ・

h ヒノキーッッ ラ , 主と して海拔高 1,500^1,700m 以下

iサッラ ヶ

j ヒ ノ キ コ メ ツ ガ ヶ

k コメッガ,トウヒ,シラベ,ダケカンバ群落, 主としてﾡ抜高1,700m以上

2 ) 各峠の概況

a コウヤマ キ---- ヒ ノ キ群

南木件, 三殿向 方向 に 多く,下山 沢流域 に も 局部的に みられる。海抜高 S00-1,300m のll] 

に分布している。

ツガ, アカミ ノイヌ ッゲ,ッヤクナゲ, イワウチワ等をともない, コウヤマキの雅樹の発生

b ッ ガ--- サ ワ ラ,ヒノキ胖落

旅抜高約1 .300 m 以ドpな Aiuに の布 し,木経常区においても広い 面積 を 占めて いる。

クロモジ. ウ スギョ ウラク等を ともない,ッガの稚樹の発生が多い。

c サワラ —— ツ ガ群ﾡ

制川沢。丸川沢等の海教高約1,400m」下の地に多くみら/る- ヒノキ' でミ・ ツスギ" 

ウラク,スズタケ,スゲ類等をともない,ッガの稚樹の発生が多い。

d 広葉樹峠

丸山沢,三殿向,および湖染叫ク州給W下細にみらる- ブナ,トチを主とし,サワラ,

クロモジ, オ シダ, ス ゲﾡ等を ともなう。

e ヒノキ--- ッ ガ コ メ ッ ガ,サ ワ ラ 群落

海教高5900、1,500m の間の上山沢,下山沢流域に広く 分矶,他の流域に も若干みられ

る.・キe.ガ〜ズョ. ッスギ・ッラク・ ウアプグ・ ヴサ・イ"イ?をさもなう・

f ヒ ノキﾡ

Fui択典お よ び三戦向上:部のれ商1,100〜1,500m の川の比北桜的段御件の地にみられる。
他oGのuなはのたく.+〜"ルマ・ッスギ・"プ"・ ・をさ®な?

g ヒノ キ---- デ スナロ 群

Fおよび=laAのWeQ700〜1,40m "lIに/Hにー アスナロの稚樹の発生

が多い。

h ヒノキ---サワラ 胖落
, ..,ス 1 500m の間に局部的に分布 し, ミズメ, コシアブ上山沢お よ び下山沢の海拔高 1,100～1ッー

ラ,ヤマ グル マ, サ ッﾡ, ス ゲ別等 をともなう。

i サワラ群落

毎営区を般の海抜高約1,400m以x下の消い地に分布し・ビクオ・ツガ, ミズ,クロ 
ジ,コ〜ッチワニア,ッイコウラク,キッグ・ スゲ類等をともな,

jヒノキ——コメッガ:群落

にlぷ.Fui択典都の源救高 1,500〜1,700m の川にみられる。温帶性植警班寒性植生の

推wをなしている. コシアブラをともない,2ツがの間曲"の発生が多"・
k コメツガ, トウヒ,シラ ベ,グケカンバ群藩

l,Fu訳典のWi&ペ約1,700m以分命する・発後研性で*る 調査資料が乏

しいので群落組成は明 らかでない。

2.人工林林況および植生

本経は区の人工株は,上uぷ, 下山沢, 南沢の各流域にみられる。大部分がヒノキの単純ﾡ
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第2表 人工 林の 生育状態

生育
調査

流 域 海 抜 高 林 今

箇所
上山沢 下山沢 南沢

900 m 
以下

円 始し m 20年以下 30年以下 30年以上

ヒノキ 特上 4 2 2 2 2 2 2

上 13 1 5 7 5 4428 3
中 5 1 1 3 14 13 1

下 10 8 1 1 5 5 8 2
下以下 2 1 1 1 1 1 1

計 34 10 10 14 8 13 13 11 16 7
ス ギ 上 1 1 1 1

栽林である。一 部の沢沿い地には, スギあるいはサソラがﾡ求されていろ。林令は人84情 

救のものを古とし,下山沢流域がも古く,商市沢沈域これにつき,」:山沢域は堪も幼令で 

ある。

林木の生育状態について 大休の傾向 を 地撮 するため, 訓査地点におけ る 平一均樹高 を収感 

" "と対 し,収穫表の地位 に応じて 生育状態 を 区分 した。その細は第2のとお り であ 

る。

これによれば経営区の人工林は, 大部分が海抜高約1,200m以下に位置し, 気候条件が良 

いため 生は 良好で 生 リソ. 上の 林分が過半数 をめている。

流域別にみる と上山沢流域は,生育はやや劣り,下由沢,南沢流域は生育が良い傾向がある。 

海投商高5別にみろと, 海技75 が人となるにしたがい,生が低下していろ。

林令について みれば, 20 年以下では大部分が生育下に属 している。

I 調査ならびに分析の方法

本調査は, 林業験場細「森林土:壌調査方法」にいて実施した。調査Hiおよび力法の 

やや異な る 点はの とおり で ある。

A. 野外調査

1. :壌断商の改定 4. 上壌断面の記載

2. 土壊断面の整備 5.試料および棚木の探"

3. :場断間の抗およびﾡ影 6. 阿調査

a ﾡ生訓査

各断面の周囲約 10 m の範開内についてﾡ生附ごとにﾡ度調査を行つた。

天然生林においては,断面の周囲の箱木 10～20 木につきﾡ調査を行つた。

人工林においては,断商を心として 0.05 ha の範囲内における標準木を選定 し, 樹ﾡ析 

解を行つた。

b 地形見収図の作

与川 M’莒区の土扉(林 ・下出) - 93 -

B. 内実験

1. :の則学的央験

2. 土壌の化学的実験

a ・pH 価の測定

ンチモ ン位ﾡ法に よ り,:地懸濁液の pH 価を測定 した。

供試土壊と水の比は 1 ： 2.5 とした。

b. 砂換酸度の定量

c •炭素の定量

・ 土壌の種類と性質

A. 土壤の種類と性質の概要

本経営区は全般にわた り . 花満皆を母岩と し, そのt晴は直に近く傘徴に3N斜旭形を彩 
していろ。こような地tと地形との影ﾡにより. :性は全般にMである。

沢滑い地を除さ一般に純地の4小微が強いが,こLはなM科のため地炎べが淡 しやすいミ

と ,イ水J がずいととによるも ので あろうか。

年降水量は 2,300 mm 以上に連し,経営区全般の急峻地に ヒノキ' "ガ・ ッエマ*$2 

H問のW締が:多いため, 海拔高が增すに したがいかなた り 明瞭な溶脱作用が現われて いる。こ 

tらのWfがWされた熱場, 会級にiル換崎の催い地地で. や*能的2きだ性士墳が人就分 

をvめ,源救商5の商い地域では,開ポドツル化土地が人部分をめている。このほか・だ供筋に 

は総作墳がら... 訳m〜eには,制流止北.I証下布には遊調1挙か"は色等 

がみられる。

訓様よは,大部分が定併で. #卜i地を除さ. 炎店Wに行i除を含むこ=がﾡで・ 漸変的 

に風化 している。

崩積土は全般に傾斜面の F部にみられる。三戦向. 商本仲川方間はほとんど金域に米特の 

ﾡがみ られる。
極端な砂土は,与川方mに多く みられるが。一般にな師線の必棋飾にはゆ分が多く,・I型" 

四 曲面ではやや粘土分が多く なる傾向があ り, 微地形によ る土性の変化が苦し〜

上山沢流域を除き山腹の四曲面には,しぱしは小規模の崩壊が発生している。

B. 各種土壌の特徴

本調査におい て認めた土壊型は林業試験場編「上型の成収」に よつた り Pで あ 3 。

1. BA 型土壌

Ba 型土壌は, としてn当りお」び風両の影響を強 く受け る市間ないし西間の E供筋に現 

われる。一般に F Zの発達は良好で,各府位の推移状態は明瞭で ある。A 時および B 府に
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は菌糸網層 あるいは菌糸の集団が認められる。A ﾡから B 開へかけて軽粽な粒状構造が発達 

し,A府は淡色を呈することが多い。

第3表 Profile No. 1 の植生概況

階 層 証 名 数度例 商 胸高直径
m cm

1 ヒノキ a 6
濯木. ミッバッッジ f

コハクウンボク f
バイ カッッジ O
ムラサキシキブ O
ワラビ f
スズタ ケ 0
カヤ 〇

地表1 ヒカデノ カズラ f

Profile 1.

位置お よ び地形 : 102 林町ﾡ筋の 凸斜mi Mi 斜 f 

座:36°, 傾斜の方向： SSW, 海抜75:890m. 林#: 

ヒ ノキ人工林

土:壌店断画

L——F 1cm

A 3～4cm Buckthorn Brown (濃橙〜黄平色)。loose granular structure。すこぶる 

乾燥,菌糸 多,細ﾡやや多。

B 27cm Buckthorn Brown, loosegranularstructure。靴c燥し,政弱供系やや多. 

商糸多, Ba 府との境界は明瞭。

B: 30 cm Tawny-Olive (濃校〜黄褪色),細砂質で火山灰に類似,細供少。

C, 20 cm+ 深部 ま で崩れやすい斑状黑雲母花崗岩の半風化物。

植生 第3表のとおり。

地表一面に野猪のため深さ 0.5m,1m くらいの水平満状の掘り起しを受けている。ヒ 

ノキは樹労がよわく, 葉が黃味をおびている。

この:域は比核的 pH 価が大で置換酸度が小であり,炭素量が少ない。

2. Bi/ 型土壌

Br 2-:域は, Bn 型:域の型でそれよ り も 乾性に 頷いた もの と思われる。行機物が比較 

的深部まで達透し, A Mおよび B ﾡには粒状ﾡがみられ, F 店 (時に H 府)がやや発述 

している土壊がかな り広く分布している。標式的な Bp型土域にべるとやや就性の特徴が認 

められるので Bi/ としてﾡした。

BD' 型土ﾡの断面

Profile 2. - -4ミ= -- L-F

位の: 53 林ﾡ小魔の不科商, 傾斜角度 ： 380, N斜の方
0 二f A

同］: S,消べ : 940m, 林相: ヒ ノキ人ーエ杯ド

土城城断面

L〜 H 2 〜3cm 乾燥し,暗的色を呈する,細機多。

A 12 cm Sepia (黑橙〜黄槌 色),Crumb および 

granular structure, 細ﾡ多, 商糸少,

20

40

ェ」

・ィ

・ .・・ A
卜 - みン.

B,

B2

*
第5委 Profile No. 2 附近植生概況 60 4 .卜

階岡 種 名 数度 樹高
m

胸高直径 
cm

------ - 一〜、
・/・ N • 1 ・ ・

ヒノキ a 13 20 80 ・ . /

濯 木 ムラサキシキブ f • ・
ハリギリ 0
ミツバツツジ 0
ハクウンボク o
ミネカエデ 0

100
Bs

ミズキ 0
ア ワ ブキ 0 120 ・

コハクウンボク 0 。
高業草 スズタヶ f
低業草 ノギラン r 第2図 Profile No. 2

第4表 BA 型土ﾡ Profile

理 学.性
Physical properties

機

層位 
(深さ) 

Horizon

自然状態 
の容制量 
Volume

最大容水位
Water-holding 

capacity

採取時含有水分垃
Moisture content 

of fresh soil 孔ﾡ量
最 小 
容気量

細 土

weight in 
natural 

condition
容 積

Volume
重 R

Weight
容 積

Volume
量 

Weight

Porosity Air 
capacity

粗砂 
Coase 
sand

細 砂
Fine sand

A1 (表土) 59.3
%

48.4
%

81.7
%

25.7
% 

43.4
% 

78.6
%

30.2

Bi (10) 71.4 45.0 62.4 22.0 30.5 73.1 28.1 27.0 48.6

B2 (30) 74.。 1 58.4 1 61.9 । 24.3 25.8 64.4 6.0

No. 1 の理化学的性質

械 的 組 成
Mechanical compositions

化 学 性
Chemical properties

百分中 原土百 分 中
pH

i 置換酸度 
Exchange 
acidity

y1

炭素 

c微 砂 粘土
Silt Clay

石礫 
Gravel

粗 砂 * 高 
Coarse D则 ツ,. sand Pne-2

微砂 
Silt

粘土 
Clay

14.9 9.5 21.0 21.3 38.4 11.8 7.5

5.4

5.5

7.6

6.0

1.8

0.7
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第 6 表 Br'型 土 ﾡ

断面番号
Profile

No.
林小班 林 相 

Forest
岡 位 
(深度) 

Horizon

•

理 学 性
Physical properties

自然状態 
の容積加 
Volume 
weight in 
natural 

condition

最大容水量: 
Water-holding 

capacity

採取時含有水分量 
Moisture content 

of fresh soil 孔所量
最 小 
容気
Air

capacity容 積
Volume

E ほ
Weight

容 積 
Volume

重 量
Weight

Porosity

2 53 ヒノキ 
人工林 A(表士)

% 
37.5

%
19.9

死る
52.7

%
18.7 49.4

%
83.5

る 
63.6

B1 (12) 56.5 44.2 77.1 33.1 57.7 79.7 35.5
Ba (30) 72.1 46.7 64.1 25.2 34.6 70.1 23.4

3 101 〃 A(表土) 62.8 51.1 82.0 30.4 48.7 77.6 26.5

B1 (10) 66.8 56.8 85.4 32.8 49.2 73.4 16.6
Ba (30) 83.1 52.5 62.8 30.5 71.2 13.7 35.6

4 102 〃 A(表土) 46.0 19.9 42.9 17.4 37.5 80.9 61.0

B1 (10) 66.2 40.1 59.6 27.6 41. 1 75.6 35.5
Ba (30) 88.5 49.5 56.3 25.1 23.5 66.7 17.2

5 117 A (表土) 39.3 42.5 108.3 26.2 67.0 82.0 39.5

Bi (10) 58.0 61.2 106.8 41.6 72.9 74.6 13.4
B. (30) 90.4 54.4 59.7 38.9 42.9 65.2 10.8

Bi層•との境界は明瞭。

B1 14～18cmSaccardo'sUmber(校〜責ﾡ色) 堅祐。弱度の状ﾡ造が認められる。

商糸稀, 細根やや多。

36 cm Dresden Brown (暗橙〜黄褪色)砂質, 商糸税, 細根少。Ba

第3図 Profile No. 8
Bd 型土壌の断面

B3 75cm+ Clay Color (橙〜黄褪色),•砂質, 細根 

稀, 石礫を含む。

ﾡ生 第5表のとおり。

理化学的性質については,同一土壊型に属: する ものを一括 

掲記すれば次の とおりである。

こ の 土壌型に風する 壌は Profile No.3 を除き,比較 

的 pH価が小で置換酸度が大であり,炭素用が多い。なお, 

Profile No. 3は戦性の特徴がかな り 明瞭で BA 型に近い も 

のとみられる ものである。

3. Bn 型土壌

Bn型上壌は,正常なﾡ色森林である。F 店, Hﾡの特 

別な発述は認められす, Aﾡは行機物に高み, 団粒逃が発 

達している。A,B両ﾡの推移は, 漸変的である。 いわゆ 

る, 脱作川は認められない。

Profile 8.

位置 : 101 林班沢沿いの平斜而 何度 : 380 何の

-97-与川経営区の土ﾡ (林・下出)

の 理 化 学 的 性 質

機械.的組
Mechanical compositions

成 化学性 
Chemical properties

細土百分中 ・原土 百 分 中

pH
置換酸度 

Exchange 炭素

担 砂 
Coarse 
sand

ﾡ 眇
Fine 
sand 発Pをま 品a 担 眇 

Coarse 
sand

雨 眇 
Fine 
sand

微 砂
Silt

粘土 
Clay

acidity

y1 c

45.2

44.3

35.7

25.9

22.2

33.9

36.2

43.0

8.9

12.1

21.9

16.6

23.7 8.5

9.7 20.0

6.2 9.5

14.5 0

41 .4

35.4

32.3

25.9

20.3

27.1

32.8

43.0

8.1

9.7

19.8

16.6

21.7

7.8

5.6

14.5

4.3
5.0

5.9
5.9

4.8
5.5

5.1
5.1

26.0
16.9

0.8
1.4

13.8
3.0

10.8
6.6

% 
12.4
7.1

3.4
1.5

7.4
3.7

8.7
4.2

方向:SE, 海抜高： 810m,

林相 :ヒノキ 人工林 階 岡

第7表

請

Profile No. 8 の植生概況

名 数座 樹商

m
胸高直径

cm
上H断間 ヒノキ a 17

F1cm ﾡ木アワブキ f
トチ 0

A 6cm Olive- ムラサキシキブ o

Brown ハクウンボク 。

コミネカ エデ o
(拡～ ッルッゲ r

資濁色) 低茎草 ミヤマイタチシダ r

Crumb-structure 発述, 細根 多。

BI 34cm Saccardo's Umber (黃橙〜黄褪色),ﾡ系少, 行ﾡを含む。 

はﾡ移。

14

府との接界

Ba 60～7Ocm Dresden Brown (暗橙〜黄平 色)。B 店よ り も 砂質で淡色,細根少。

C 斑状黑雲母花崗岩。

植生の槪況は第 7表のとおり。

こ の土壌型に属する各 Profile の理化学的性質を並記すれば第 8 表の とおりである。

Pf. 8. および Pf. 9.においては比鞍的 pH 価が小で置換酸度が大であり, 狭量が多い 

が, Pf. 6. および Pf. 7. は黒色が強く Bl 製に類似の形態を示しており, 他にして PH 

価が大で置換酸度が少であり炭素量が少ない。

4. Br 型土壌

BE 型土壌は, 沢筋のやや湿度の高い所に形成 される もので, 濃ﾡ色の A 騒 を形成 し,
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第8 BD型 土 ﾡ

理 学 性
Physical properties

断面番号 
Profile 

No.
林小班

林 相 
Forest

岡 位
(深度)

Horizon

自然状態 
の容積 
Volume

Weight in 
natural 

condition

区六谷水
Water-holding 

capacity

取時含有分
Moisture content 

of fresh soil 孔際量
Porosity

最 小 
谷気
Air

capacity容 積 
Volume

重 量
Weight

容 H
Volume

币：イ 
Weight

6 55い、 人工林 
ヒノキ A1表土)

% 
60.5

%
44.4

% 
73.0

%
19.7

oz の
.32.3

%
78.1

%
33.7

A: (10) 73.5 47.2 63.1 22.8 30.6 72.7 25.5
Bs (30) 77.9 56.9 72.9 33.8 43.3 71.0 14.1

7 55ろ ス ギ 
人工林 A1(表士) 64.3 56.5 86.4 34.7 53.0 77.4 20.9

As (10) 83.7 47.8 57.6 30.6 36.9 65.3 17.5

Bi (30) 102.0 55.2 53.3 35.3 34.1 60.3 5.1
8 55ろ フ ギ 

人工林 A (表土) 35.0 23.2 66.6 19.8 56.7 84.5 61.3

Bi (10) 59.6 47.8 60.0 30.4 50.8 78.9 31.1

ヒノキ B2 (30) 76.5 51.8 67.9 27.1 35.5 71.0 19.2
9 117 サワラ A(表土) 49.3 49.6 100.7 30.6 62.2 79.3 29.7

人工林 B1 (10) 69.1 60.6 87.4 49.7 71.7 72.4 11.8
B. (30) 87.8 59.5 66.9 44.2 49.7 67.3 7.8

の理化学 的 性 質

様 械 
MMechani

的
cal com

組 
positions

成 ヽ 化学性

Chemical properties

細 土 百 分 中 原 土 百 分 中

pH
冊換酸座 

Exchange
炭

粗眇 
Coarse 
sand

ﾡ. 砂
Fine 
sand

徴 砂
Silt

粘土 
Clay

石礫 
Gravel

ﾡ 砂 
Coarse 
sand

超 砂
Fine 
sand

徴 眇
Silt

粘土 
Clay

acidity

y1

5.7 2.9
气

4.S
43.8 32.6 8.7 9.9 0 43.8 32.6 8.7 9.9 5.7 3.9 2.9

5.8 0.6 3.2
50.0 32.4 9.1 8.5 16.3 41 .9 • 27.1 7.6 7.1 5.5 2.9 2.0

4.5 23.6 8.7

39.8 38.2 11.0 11.0 26.8 29.1 27.9 8.1 8.1 5.3 7.5 4.6

4.1 22.6 10.1
43.5 40.9 7.0 8.6 0 43.5 40.9 7.0 8.6 4.9 8.8 4.9

B 居は無構造でやや靑味のある暗褐色を呈する。F H, H 局の発達は顕著でなく,各片位の

推移は, 漸変的である。

Profile 10.

位置 : 823林ﾡ価斜面下の凹科面,何奈度: 30°,価科の方向: NNE, 海打高 : 990m,

林相 :サワラ, ツガ天然生林

第4図 ProfileNo.10 
BI型土ﾡの断面

第9表 Profile No. 9 の植生概況

階 M 種 名 数 度
樹高

m
胸商血径 

cm
疎密度

ﾡ 木 サワラ a 20 50
ッガ 〇 18 22
ヒノキ r 22 42
モ ミ f

濯木 プ ナ 〇

マルバノキ 〇

ツルッゲ 〇

コハウチワカ エデ r
ウ スギョ ウラク r
コハクウンボク r
ッ ガ 〇 0.2
モ ミ r 4.0

商整草 クマ イ ザサ a
低業草 シシガシ ラ 〇

ミ ヤマイ タチシダ 〇

カンスゲ 〇

地表 ムクゲヒノキゴケ 〇

:壌州順所m

F 1 〜3 cm 主として 広葉樹, クマイザサの ﾡ葉。

Ai 4 〜8 cm Row-Umber (黑筱～黄色),Crumb-structure, 湿潤で軟かい,クマイザサ

の根系多,木木の根系少,やや粘若性あり。

As 1476 cm Row-Umber (黑橙〜黄色),A. 底より やや堅密,根系やや多, 行i除を合 

む,BHとの境界はﾡ。

B 35-45 cm Tawny-Olive (濃橙〜黄褪色),細砂で多湿,ﾡ済性なく石ﾡを含む, 細 

様稀。

A' 20～35cmHummy Brown (黒橙〜黃平色), 斑状に蒼色, 灰靑色の部分あり,一種の 

グラ イ 層•とみられる。粘着性あり, 多湿,細根稀,石礫をふくむ。

Ci 20cm+ 有色鉱物に乏しい風化のﾡ位黒母花備岩。

B lを除き,ﾡ済性ある崩積である。

植生 第9表のとおり。

第 10 表 Be 型土壇 Profie No. 10 の理化学性

圏位 
(深度) 

Horizon

機 械 的 組 成 
Mechanical compositions

化 デ 性
Chemical properties

細 土 百 分 中 原土百分中
PH

電換酸座 
Exchang 
acidity

Yi

炭素 
%ﾡ砂 

Coarse 
sand

ﾡ砂 
Fine 
sand

徴砂
Silt

粘土 
Clay

石静 粗砂 細砂 
,-,Coarse Fine 
STe sand sand

徴砂
Silt

粘土
Clay

A1 (10) 5.1 7.9 4.7

As (20) 31.7 44.2 13.1 11.0 0 31.7 44.2 13.1 11.0 5.3 5.8 2.6
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この Profile は他に比して pH 価か大で置換酸度が小であり,災米量が少ない。

5. Pdi, Pdd 型土ﾡ

ポ ド ゾルおよびボ ド ゾル化土壌であろ。厚い粗腐植ばが形成 され,その下に次白色のﾡ脱ﾡ 

があり, その下部に赤味あるﾡﾡ色の災積ﾡがみられる。溶脱洞•の帶状の ものを Pp! 型と 

し, 斑状のものを Ppm 型とする。

Profile 11.

位置 : 72 林班山脚の凸斜面, 

御斜角 座:48°, 何斜お よ び力 

向: NNW, 海扱高:1170 m, 

林相:ヒノキ, ッガ天然生林

土壌ﾡ断面

F 3～5cm ヒノキ, ツガ 

広葉樹のやや分解した落葉。

H 3～5cm漫消,細ﾡ多。

As 10～14 cm 溶説店, Drob

(橙〜黃純 

色), 菌糸や 

や多,粘土に

第11表 Profile No. 11 の植生概況

階 岡 種 名数度 樹高

m
胸商直径

cm
疎密度

ﾡ 木 ヒノキ a 21 54 中

ッガ f 17 50
濯木 アクシバ f

リョウブ o
ブナノ キ o
クロモジ o
ヤマグルマ o
コシアブラ o
コハクウンボク 0
オオカメノキ o
ミズナラ r

商謙草 スズタケ o
低茎草 イワウチワ a

シノブグマ f
シシガシラ r

乏しく 砂礫質で乾燥,根系多,スズタケの 

根少。

Ba 30cm集積, Snuff Brown (～松ﾡ色), 

菌糸多,堅密で多少の粘土分を含む。小礫 

あり。

C 斑状黑雲母花崗岩。

植生 第11表のとおり。

この土壊型にはする土壤は比較的 pH 価が小で置換酸度が 

大である。

6, Ppm 型土壌

第5図 Profile No. 11
PD 型土ﾡの断面

Profile 17.

位置および地形 : 151 林ﾡ 急峻な斜面,傾斜 52° 傾斜の方向： NNE 海拔高 1,100m 

林相:コウヤマキ, ヒノキ然林

与川経営区の土ﾡ (林・下出)

L〜F 2 〜3 cm コウヤマキ, ヒノキの落葉お よ び葉。

H 10 cm 黑褐色,湿,中,細ﾡ多。

A 12 cm Light Drab (淡橙〜黄純色),砂質,戦, 

温, 細根稀,溶脱師。

Bi 20 cm やや 灰色 を おびた Raw-Umber(黒校 〜 黃

色), 濃淡の斑状若色,細砂’な壤土,湿, 

行様にむ, 礫の周辺に 中,細根 少数分 

, 堅特度不, 4積店。

B. 50cmOlive-Brown(ﾡ極〜資濁色), 細砂質壇 

土,混,行ﾡに高む, 礫の周辺に中,細根 

少数,集積。

C 斑状黑雲母花崗岩。

-101-

第6図 Profile No. 17 
急斜地の Pg 型土壤の断面

第 12,表 Profile No. 17 附近の植生

階 ﾡi ﾡ 名 数度 樹 髙 胸高直種 疎密度 摘 要

後木 コウヤマキ f
ヒノキ f

やや疎 ｝短小で樹形不良

濯 木 シャ クナ ゲ f
アカミノイヌッゲ o
マルバノキ o
コウヤマキ o

草本,地衣 クマイ ザ f 約 0.3m
シシガシラ f

この土壌は三殿向,南木竹山方面の岩塊の多い急斜面の土壌の一例である。急峻地であるた 

め石礫が多く,風化は進んでいないが明らかにポドゾル化している 。

植生第12表のとおり。

弱度のボドゾル化を うけた土壌である。A。 府が廖く 堆積し,H 府と A が F よ り発 

達し,A 層が微弱な灰色をおびる ことが多く,Bが濃欄色を呈する。

Profile 13.
位置:49林明小腹下科面N斜角度:46°,傾斜の方向:SE, 海拡商:970m, 林相:ツ

ガ,サワラ天然生林

に:壌断面

F 3cm ッガ,サワラ,広葉樹のやや分解した落葉騒。

H 4～5cm 乾燥 しﾡ色を呈する。細根 多。
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第 13 表 PDI 型 土

断面番号
Profile 

No.
林小班 林 相

Forest

土ﾡ型
Type of 

soil

ル 位 
(深度) 

Horizon

Mechanical

細 土 百 分 中

粗砂 
Coarse 
sand

細砂
Fine sand

微眇
Silt

粘 土 
Clay

11 72 ヒノキ,ッ ガ天然
生林

PDI A: (表土)

B2 (20) 62.0 30.8 6.4 0.8

12 89 ヒノキ,コ ウャ 
キ天然生林

PDm As (表土)

Ba (20) 55.5 33.0 6.8 4.7

打 の 理 化 学 性

械 的 細 成
compositions

化 学 性
Chemical properties

原 土 百 分 中

pH
置換配度

Exchange 
acidity 

y1

炭素

石隣 ﾡ砂 細砂
Gravel Coarse sand Fine sand

徴 眇 
silt

粘土 
Clay

% c

4.2 25.4 5.1

12.5 54.3 26.9 5.6 0.7 4.7 14.3 2.5

4.3 22.5 8.8

0 55.5 33.0 6.8 4.7 4.6 10.1 6.3

A 6〜 8 cm Fuscous (I校～校鈍色),商糸やや多, 

腐植を含み,やや灰白色味をおびる。砂礫 

質,根系やや多。

B. 16～24cm Verona Brown (暗橙黄〜橙褪色),砂礫 

質,根系稀。

第14表 Profile No. 13 の植生概況

階 層 種 名 数 度
倒 高

m
胸高直径

cm
疎密度

福木 ッガ a 23 56
サワラ f 27 6o 中

ヒノキ O 26 46
濯木 リョウブ f

クロモジ 〇

ミ ツバッッジ 〇

コバノ トネリコ 〇

ウスギ ヨウラク 〇

ミネカエデ 〇

ッ ガ 〇 0.3
サワラ 〇 0.3

低茎草 イ ワウチワ Va
ンノブカグマ 〇

土ﾡ片げ商

L〜F 3 〜 4 cm 主と して ッ ガ, サワラ, クマイササのﾡ。

Ba(C) 70 cm Isabella Color (濃黄橙〜黄褪色), 砂質で小礫を 含む。

C 斑状ﾡ呼花崎岩の や風化物。

この土壤は傾斜地における弱ポ ド ゾル化土壊の一般的な形態である。概して的質で,やや水 

湿に乏しい。

第8図 Profile No. 15
PDI 型土ﾡの断面

Profile 15.

位 ： 104 林班 巾広い尾根筋の緩傾斜面,傾斜角度 : 80, 何の方向 : NNw, 海校高; :

1,190m, 林相： サワラ,ツガ然生林

H 10～12cm湿間でよく然業し, 細棋, 網状に分布。

A 3〜5cm Hair Brown (濃橙〜 黄鈍色),菌糸が稀に 

みられる。湿消で祐着性あり, 根系多。

Bi 16～22cm Cinnamon (黃〜橙褪色),湿潤で菌糸が 

稀にみられる。深度が増すに したがつて水 

温が少する。砂確を合む。

B. 40cm Dresden Brown (暗黄〜黄平色),堅密な 

砂, 根系小。

C, 40 cm+ 斑状黑雲母花输岩の半風化物。

第15表 Profile No.15の植生概況

階 種 各 数 度
樹高

m
胸高直径

cm
疎密度

ﾡ 木 サワラ f 23 66
ッ ガ f 20 46 中

ヒノキ 〇 22 44

従喬木 ブナ ノ キ 〇

コハウチワカエデ r

高茎草 クマ イザサ a

この:壌は下ない し緩傾斜地における 弱ボ ドゾル化:壌

の一般的形態店である。ﾡして粘着性にﾡみ, 水湿が商い。一

般に分布面秋 は狭く,三殿向立山附近76林ﾡ,110林測等にやや広く現われるが, その他化

では 足ﾡ筋の殺斜地に 局部的 に みられる にすぎない。•

この土壌型に属する各 Profile の分析結果は第 16 表のとおりである。

この土壊型に属する土壊はいずれも PH 価が小で 置換酸度が大で あ り, 炭素量が多い。また
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Bl 型土ﾡの断面
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第 16 表 PDI 型 土

機 
Mechanical

断面番号 
Profile

No.
林小班 林 相

Forest
層 位 
(深度) 

Horizon
細 土 百 分 中

I ﾡ 砂
Coarse 
sand

• 砂
Fine sand

微砂 
Silt

粘 !•.
Clay

13 49 ッガ,サワラ天然生林 A (表土)

B, O0) 59.5 27.3 5.3 7.9
14 60 ヒノキ, ッガ天然生林 A (表土)

Bi (10) 48.1 31.8 15.4 4.7
15 104 ッガ,サワラ天然生林 A (表土)

B, (10) 25.8 41.1 24.5 8.6

傾斜地における Pf.13, 14 より も緩斜地における Pf.15 は 

は換酸度が小である。

7. B1 型土壌

A 芯が特に黑色のはなはだ しい土期である。一般的には主 

と して,草原 もしく は過去に草原であった所に出現するが, 

本経営区にみられるものは成因が明らかでない 。

Profile 16.

位置 : 53 林班山麓の凹斜面 AI斜げ : 34°, ﾡ締のガ 

向: SE, 海抜高 : 810 m, 林相:ヒノキ 人工林

土壌店断面

F 1～2cm靴ﾡしﾡﾡ色を呈する やや 分解した 落葉 

細根多。

Ai 6～8cm Clove Brown (黑橙〜黄濁色),Crumb 

structure, 菌糸少, 細やや多, 軽義な 

壤土。

As 20 cm Clove Brown (黑橙〜黄濁色),Ai 店よ 

り やや堅密な壊土,商糸稀, 細根少。

第18表 B1型土ﾡ

理 学.性
Physical properties

層 位 
(深度) 

Horizon

自然状態の 
容積量 

Volume 
weight in 

natural 
condition

最大容水量
Water-holding capacity

採取時含有水分量
Moisture content of fresh 

soil 孔 際量 
Porosity

最小容気量
Air capacity

容 積
Volume

重 量 
Weight

容 積
Volume

重 量 
Weigh

% % % % % %
A1 (表土) 48.6 45.0 93.8 30.6 63.7 73.5 28.5
A2 (10) 57.9 55.2 96.0 41.9 72.9 72.9 17.7
A3 (30) 60.8 66.3 109.7 53.6 8.6 74.5 8.2
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ﾡ の 理 化 学 性

械 的 組 讎
compositions

化.学 性
Chemical properties

原 土 百 分 中 ・換酸度 
Exchange 
acidity

y1

炭 素 
%

c石ﾡ ﾡ砂 細砂 徴砂
Gravel Coarse sand Fine sand Silt

粘土 
Clay

pH

4.0 31.4 10.0
24.2 45.1 20.7 4.0 6.0 4.5 23.1 5.0

3.9 • 34.5 7.6

4.0 46.2 30.5 14.8 4.5 4.6 23.4 2.4
4.4 21.3 9.4

0 25.8 41.1 24.5 8.6 5.0 11.3 4.0

A3 75 cm Blackish 第17 表 Profile No. 16 の植生概況

Brown (黒赤

〜鈍色), 湿 円 " 械 名 数度 樹高

m
胸高直督

cm

潤堅密でやや ,
ﾡ ボ

ヒノキ

ムラサキシキブ

a
0

15 20

砂質,細根稀。高茎草 スズタヶ f

Bi 100cm+ Row Umber 低業草 チヂミザサ o

(黒松〜資色), 若色斑状で黄褐色の部分と 黑色の部分があ る。堅特湿潤な砂 

。

この土壊は比較的容積 亜が小で最大容水量;,探取時合行水分量が大であ り, 一般的な傾向と 

は逆に採取時含有水分量は, 深度が増すにしたがい,大となつている。

また, 他にしてﾡ土が多く,pH価が小で世換酸度が大であり, 炭素量が多い。

C.附帯調査

各断面附近における附帶調査の成績は,(1) D項および(3) B項に記載したとおりであ 

るが, このほか各断面調査箇所における成長錐調査および樹幹析解の成績は第 18 炎および第 

10 図のとおりである。

Profile No. 16の理化学性

機 械. 的 組 成
Mechanical compositions

化 学 性
Chemical properties

細 土百分 中 土百 分 中

pH
量換酸度 

Exchange
acidity 

y1

炭素 

cﾡ砂
Coarse 
sand

細砂, 
Fine 
sand

徴砂, 
Silt

粘土 
Clay

石礫 
Gravel

粗砂 
Coarse 
sand

細眇 
Fine 
sand

微砂 
Silt

粘土 
Clay

25.9 29.9 16.8 27.4 2.3 25.3 29.2 16.4 26.8
4.5
5.0

19.0
14.5

%
9.9
5.8
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第19表 天然生林成長錐調査成績

平均 
成長率 

%

N 土壌の分布状況 

本経営区における各二上壌型のPf. 林小班 土ﾡ型 樹 種 本数 

本

平 均 
樹高

m

10 82ろ BE サワラ 10 20.2 0.4505
分イ面積を百 分で示せば次の

11 72 PDI ヒノキ 11 21.7 0.6073 とおりである。
ッ ガ 8 17.8 0.4532

12 89 Ppm ヒノキ 17 21.4 0.6011 BA 型土壌 2%
コウヤマキ 3 18.5 0.9438 Bげ 2壌 30%

13 49 PDm ッガ 10 23.8 0.2956
サワラ 6 27.0 0.3338 Bp -:壌 3 %
ヒノキ 4 26.2 0.3919 Br 羽:域 4 %

14 60 PDm ヒノキ 12 18.0 0.4784
ッ ガ 6 19.6 0.3229 Pnr, Pnn型壌 13%

15 104 Ppm サワラ 12 23.0 0.2659 Pmu 導:域 47%
ッ ガ 12 20.2 0.6606

B1 土ﾡ 1 %

上山沢および下山沢流域

この地城は, 海払商 1100～1200m を境と し, 上部には主と して Pnm 型土壌が分布 し, ド 

部には主として, Bl/ 型土壌が分布 している。海拔高 1,000 m 以上の足根筋に は,Pmm 

型二上壤が分不し,南面ないし西面/)尾根筋には,しばしば  Ba 型土壌があらわれる。沢近くに 

は, Bn型あるいは Bj: 型土壤が分布 し,14, 51～53 各林明の山腹下部には,B1 型土壌が分

与川経営区の土ﾡ (林・下出) 107 —

布している。55林町山施には, Bn型と, B1 型との中間型がみられる。南沢方面の山腹下部 

に は,崩 防士が比較的 多 く形成 されている。

三股向および市木曾山方面

こ地域は派抜;700～800m を境とし,上部には主として,Pnm 型土壊が分布 し,下部 

には主として Bi/ 型」:壊が分布している。三殿向の矢立山を中心とする尾根筋には, 

Pmm 型土壌がみられる。

全般に•市面ないし西面の尾根筋に局部的にBa型土城がみられる。

山腹下部には,Bn 型土壊が分布 している。

この地域は地形が急峻で全般に岩石 地を形成 し,土壤の深さ は,場所によ り一定でないが.

部的にルえ く 積した簡所では, 各府位の分化は良好である。

V 各種土壌 と 植生,林木の成長, 更新との関係

各り型とﾡ生お よ び •主要林木の成長更新との間にはっぎの よ う な関係が認め られえ ・

A.天然生林

1 . 各群ﾡと:地型

各川ﾡにおける土ﾡ型の分布を調査商所数で示せば第20 楽のとおり である。

これによれば,各:群落と土壊型との間には次のような関係が認められる 。

1 ) コッヤマ キ--- ヒ ノ キ群ﾡ

このﾡﾡはﾡﾡな行地の児棋筋にあ り,乾燥 しやす く 厚い粗腐植開が堆钻する ため容易に 

溶脱作用が行われる結果 Pnm ・単 Pnr, Ppn 型土壤が多く 出現する。

2 ) ッ ガ——サ ワ ラ,ヒノ キ群ﾡ

この群ﾡは較的海救高の低い念N斜地に多く,根筋は乾燥しやすいためBA 型土壌が多 

く,その他では By 型土壊が多い。Pnm 型土壊 も かな り多く現する。

第 20 表 各群落 と 土壌型 との関係 .

群 落
土iN BA型 B'型 Bn型 Br型 PDI 

型

PDm 
型

計 海 抜 高

コウヤマ キ..... ヒノキ 5 7 13
6 14 2 13 35

サワラーーーッガ 2 7 1 3 2 14 主として 
1,1C0～1,200m 以下

広葉町 3 5 8
小 計 8 25 3 10 5 22 70

ヒ ク キ—— 
サワラ

一ッ ガ, コメツ ガ, 5 6 14 25
ヒノキ 2 2 4
ヒ ノ キー 一-アスナロ 1 1 3 5
ヒ ノ キ 一一 -サワラ 1 1 4 6 主として

以下
サワラ 3 3

14
37

6
15

1,500～1,700m

小 計 9 4. 11
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3) サワラ——ツガ群

この群落はッガ―—サッ ラ, ヒ ノキ群落とほぼ同様の地形で,それよ り沢近く まで分布して 

いる。

全般に Bp 型土壤が多く 沢沿いでは Be 型土壤 も みられる。

4 ) 広葉樹群落

槪して沢沿いの低湿地に多いため,Be型土壌が多く,中腹以上ではBj>'型士壊かみられ 

る。

5)ヒノ キ ツ ガ,コメッ ガ,サ ワ ラ群落 ・

地形的にはッガ——サワラ, ヒ ノキ晴締と同様の位出にみられるﾡであるが,海抜高が:高 

いため脱作川がより強く行われる納果,Pnm型土が此も多く, Ppi,Ppm 型土壌もかな 

り 多い。

その他は, ほとんど Bげ型北壌である。

6)ヒノ キ群ﾡ

ヒ ノ キ——ア スナロ 群ﾡ

ヒ ノキーー.― サワ ラ 群落

これらの群落下の土壌は,いすれも ボド ゾル化作用を うけた ものが多い。すたわち, Pns型 

土壊が最も 多く,Ppr, Pnn 型土壊 も みられる。

7)サワ ラ 群落

沢沿い地附近に多いため Be 型土壊が多く M 現する。中腹では Bw型止ﾡもみられる。

8) ヒノキ —— コメツガ群落

この群落の分布地は, 海拔高力: 高いため例外な く ポドゾル化作用を う け, Ppm 型:壇が 

も 多い。

2. 各土壌型と天然更新

各土壌型の分布地域における 天然更新の難易を示す一指針と して,針難樹の稚機上びササ 

類の発生がみられた調査地点数を,その土壊型の全調査地点数で除し,これを百分率と して示

せば第 21 のとおりである。

これによれば, 全般に Bn製境, Be 型土壌の分布地を除き,稚樹の発生は比較的良好

第21表 各土壌型と稚樹発生の概況 で,特に Ba 型,PDI, Ppm

土ﾡ型 Ba BD' BD BE Pdi
PDiI , PDm 型土壌の分布地におい て 良好

である。ササﾡは Pdju :%
稚 樹 70 63 33 31 78 62

ﾡの分布地に 多く, スズタケ
サ サ 類 10 24 31 44 57

は B , Bp 型の分イ地に
スズタヶ 60 24 67 38 17

多い。
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B.人工林 第 22 表 人工林の成長と土ﾡとの関係

与川経営区の土ﾡ (林・下出)

各調査地点の土壌型と林木 前 ・ 生育 土 型
計

成長との関係を調査箇所数で Ba Bp' BD PDI Bl

示せば納 22 表のと おり で あ ヒキ 特 上
上

1
11

2

1
1 4
I 13

る。 中 5 5

これに よれば ヒノキ は, 下 7 1 8

下以下 2 2
Bp' 型,Bp 型, B1 型等の 計 2 24 3 1 2 32

分布地において槪して生育が ス ギ 上 1 1

よ く,Ba 型, PpI 型等の分布地では 不良で ある。

スギは Bd 型:壌の分布地において上の成粒と示しているほか,下山沢, 沢沿いの BE 型 

土壌の分布地に生育良好な箇所がみられる。

襟準地における樹幹析解の成績を各土壊型別に対比すれば,第10 図に示すようである (た 

だし, Bp'型および Bd 型土壌の分布地における ものはおのおのの平均値を示す)。

これによれば,ヒノキはBa型土壌では,きわめて不良で,樹高,直後ともに成長が衰え 

つつある。BI 型, Bd' , Bp型等の所においてはﾡして良好な成長を示し,特にB1型土壌 

では 直径成長が 良好で ある。

また. Bd 型土塊の分布地では Bv型土壌の分布地よ り も槪 して成長が よ く, 特に樹高成 

長が良好である。

スギは Bd 型土壌 (B1 型との中間型) の分布地においてヒ ノキをはるかに しのぐ成長を示 

している。

I 施業に対する意見

本経営区の与川方面においては,かって大面積皆伐が行われたが,林地保全その他の見地か 

ら,昭和9年以降,択代作が炎慮されている。三殿向,南木曾山方面では 旧神；呂 備林とし 

て,当初より択伐作業が実施されてきたが,昭和28年度編成の経営案では全面的に加後防止・ 

保安林見込地に編入された。施業法については,経営案載明性に記載きれており,こLとIﾡ 

す る 事項も あるが,特に土壊条件からみた施業上の意見は次の  とおり である。

A. 更新および保育

1. 各北単型 ごとの 跡地更新
本経営区の植生は海拔高 1,500〜1,700m を 界とし,温性確生と, 亞寒帶性植生と に 大別 

される。跡地更新について も両植生の分布地域は別個に と り扱わるべき ものとおえら4-る°

a) 海扱商約1,600m 以下の地域
全般に無笹地では稚樹の発生がかな り 良好であ り , 適当な保育を加えるならば,大然更新も
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可能であ るが, 笹生地では稚樹の発生が稀で あるから, 更新面を設必 し,人工ﾡ救に よらなけ 

ればな らない。ただ し,無笹地で も 全面的に天然更新を期待する こ と は無町でお り ,地処理 

等を施し, また必要に応じてある程度の人工柚:裁をもって補うことが必要である 。

一般に針集樹の単純林下では,林地の疥惡化をきたしやすいから,更新にあたっては喬木た 

ると灌木たるとを問わす, 更新,生のWとならないかぎりできるなだけ広撃樹を保し,ﾡ 

腐植府が堆積 しない よ う に して土壌小の行機物を増すこと を期得したい。
主た. 旣述のよ うに木経営区は沢沿い地を除き,概して乾燥しているから,これを緩和して林 

木成長量を増すため林緑,尾根筋等に広葉樹灌木を繁茂 させ林衣を設ける 上 うつとめることが 

必要である。本経営区においては,b1,300m以に人エトが:とんとたいのあであるな, 

木曾谷全般に被高 1,300 m を超え る と気候条件が不適のため ヒ ノキの造林成績が著し(低下 

するM向があるか.ら, 本経営区において も標高約 1,300 m 以上の地には漸次虎高山性樹種を 

混交せしめることが適当と思われる。

各土壌型の分布地域に対する後継樹種として適当と思われるものをあげれば次のとおりであ 

る。

BA 型にﾡ
分布が局部的で,天然生林は,ッガサワラ,ヒノキ群落が多く,稚樹の発生が良好であ 

り,スズタケをともたうことが多いが, これはクマイササに比して更新を阻害することが少な

それでこの土壌に対しては, ツがの天然更杯を主とし. 補助的にアカマッを植栽するのが 

妥当 と思われるが,こ 2Aについては今核の側期と してaPす〜き事である。

Bn 型壌

この土撤の分布地に支ける優在の ヒ ノキ人工球のは権して良なであるか.ら, ヒ *をM 
栽する の が適当 と思われ る。

Bd 型壌

この土機定化学性が:Atrであるから. ・ ノネをM戦すueRげな生竹を示すものとMお 

る。また,Pf. 7 においてみられたようにスギの生育も概して良好と思われる。

Be 製北壌

後生地は少ないが,稚樹の発生が少なく,天然更新には不適当である。M&約1,000m 
下の地地ではサりラまたはスギの州救を抽当とし, (it1) それ以.の地域には天然林にお 
ける分布お よ び生状態 よりみてサワラ の植栽が適当 と 思われる。

Pnr, Ppn, Pnm :壌

Pm 型土壌においてはササ類の分布が少な く ・ コカマキの稚樹の発生がすこぶる旺盛であ 

り,ヒノキ,ツガの更析もかなり多い。その原城条作か・ら判して人工M裁は闘知である。故 

にヨウヤマキを主とし, ヒノキ, ツガを混ずる天然更新をはかるのが妥当と思われる。PDM型

:の所では,酸性北域に対する抵抗の大きいヒ ノキを植栽するのが適当である。(2)
b) 海抜高5約 1,600m 以上の地域

この地域は全般に笹生地であり,土壤型 と しては,沢沿いに Br 型土壌が分布するほかは,す 

べてボドゾル化を受けた土坡である 。

海抜高 1,700 m 以下の天然生林では ヒ ノキの優勢な林分 も み られるが, ヒ ノ キの犬然分布 

限楽に近く,発生する稚樹は コ メ ッガが大部分であり,気候条件が不良であるため,人工植栽 

によるヒノキのは ぎわめて緩慢と思われる。

故にこの地域に対してはコメツガの大然更新を主とし,トツヒ, シラベ・ ウラジロモミ等の 

ﾡ山IE樹種をﾡﾡするのが適当と考え られる。(iE3)
2.不成統造林地の保育法

1 )-山沢城

こ の域の拡地は紙 して生育が 劣って いる が,幼時の 成長が緩漫な こと は木合 ヒ ノキの特 

ともみられるので, 多く は林令が増すにしたがい,生長を回復する ものと考えられる。

ﾡにあたつては林の船地を級剤し, また,肥沃度を増すため広葉樹灌木を残し,要所に 

林 女 を設定 することが必と 地 われる。

B、ﾡ:域の分す る 2 林開およ びT市iiの 傾斜地た る 16 林Jにおいては,特に乾ﾡ防:に 

ャ書すべきである。wIで地が後い 2 林班においては 大然生広葉樹の保育は き めて災と 

uわれる。

2 ) 102 林Jﾡす じ .

(ﾡ1)スギの適ﾡとしては, 気候的には降水量のいかんを問わず,気9S 以］ でそ成林困豊で 
あるといわれている。大原観測所 (海抜高 600m) の平均気温は 13.2 である。(たン、こ 
午前10時1回の観測によるものであり, 一般に平均値よりも やや高いAさ示す と いわ? e... 二 
より通率を用いて推算すれほ海高 1,100m-10.2-c. 1.200m-9.6°S.とさえ。、終に本等僚駅に 
いては, 海抜高 1,200m 以上の地のスギの成林は無理であり, 確実性かあ る のは血物冋 1,000 m

以下であろう。 _
地形的には山田氏によれば山施の凹地斜面の崩積地が長適であるり。 、
土ﾡ条件については柴田氏によれば水湿が高く,粘土分が少ない場合に優良戸清 とれトヒロ また 

大政博士は pH 価が 4.5 以下,'置換酸度 10 以上の地では スギの 不成績地か多い とされ ' 
井氏はスギは土ﾡ酸度に対する抵抗力が弱いとされている7。
以上によれ, 本経営区の海抜高, 約 1,000m 以下の地における BE 型土ﾡは多くが沢沿いの 

ﾡtで あて , 酸度は比較的弱 く ,水湿が高 く , 一般に砂質で ある等の点で ス ギ の適地である と 考え
ワイ ピ 〜 0 、x

現在, 下山沢流域の沢沿地に局部的に植栽されているスギの生育状態よ りみて も ・ これが符合す る 
ように思われる。ただし, スギの植栽地が今のところかぎられているのでこれを広く適用しうるか否 
かは今後の研究課題と思われる。 .

(ﾡ2) 守屋, 永井氏によれば, ヒノキは酸性土ﾡに対する抵抗力が比散的である"。
ボ ド ゾル化土壌の分布地における コウヤマキ, ヒノ キの生育が良好なことは前述の原長ﾡ調査の結 

果でも 明らかである。 . _ ..
(ﾡ3)面商山性のﾡ種としてカラマツの植栽も考えられる。商高橋氏によれは, カラマは早燥に 

たえ,砂質土を好み,排水のよい立地においてよく生育する% . . _
本地域は全般に土性が砂質で排水がよい点でその生育に好適であるが, 植栽された実例かほ とんど 

ない ので そ の植栽の適否は 今後に残 さ れた問題で あ る。
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Pf- 1 においてみられたように小商iH(ではあろが,乾燥のがはなはだしい。この地域のヒ 

ノ キ の成は きわめて 不良であるが, 現作では 一応生立しているのであるから,(に一般の 

工人を試みろことが学ましい。この地域に対しては,広葉樹をでき  る だけ保殘 し,間代を 当分 

見合わせろか., または強度の間伐を さ け て林地を 日射,風術から 保護する ことが必である。

ま た ・ 雨水 の 流去 を 少なく し,土壊水分 を増すため 水 ポ滞の設た等 も 行効 と 考えられる。

B. 侵ﾡ防止

1 . 体触の現況

木経営区においては,山腹の四曲血に しば しば小規模の崩壊がみ られる。 間査八範闘内で 

は域大長さ 150mx(頭都) 20m, 小 10m*5m,イ均 60mx20m を示し,形状は頭 

部が孤を描く 漏斗状の ものが大部分で ある。天然生林よ り も,人工林において発生断が大で 

あり, 全休よ しては三殿向,商木川およびF山方商に多くみられ,上に山沢方ﾡではﾡ林地 

を除くと, その発生は稀である。

一般に山地崩壊の素質的原因として,地質的には底界が花隔岩である場合,地形的には v.o 

内外の傾斜mである場合,-墳的には-:がの場合介に崩壊 が:発4 しゃナいと いわれてい 

ろ"。これによれば,木経営区は全彼にきわめて崩壊の発生しやすい米慣を もつており,J 

発生して いる崩壊地は ・ その形状お よ び位在からみて大部分が豪雨 に よ って発生 した もの と 考 

えられろ。

また。崩壊が天然 生林 より も造林地において多い こと は旧時の大所宿皆伐の影響が少なく な 

いことを示している。

2 .侵蝕防止の方法

択伐作業が実施 されて いる 理住では,崩壊発生の危険性は个までよ り も ないと ﾡわれる 

が, なお,次の ような対策が必要と考えられる。新しい崩壊の発生を予防するためには伐採小： 

業の実行にあたつて, 慎めを期さねばならないのであって,特に崩壊の発生しやすい山腹の凹 

間商, 岩石 地等では強度の伐採を避け,また集材および運材の際,堆表が損傷 しな いよ うヤ盤 

しなければならない。

別作発生している勝域地には山側工が施行されている も。 もあるが, なんらの対策もな され 

ていないものがあ り, 特に天然生林において こ北が多い。これらは放泄すればさらに位触が進 

み崩壊が拡人 しやすいから 7に山ﾡ:を施す必リがある。

原W士は 砂防造林の 方法 と して, ア カマッと ヒメ ャシャ ブシ の eM を ﾡ され, これ は 位 A 

防だけでな く,林地の:北:域則化学性の改貴にきわめて効とあると されているw。

現在の崩壊跡地の砂防植栽にはヤシ ャプシ,ヤマハンノキ, カーマッが:川いられ,少なか 

らV効県を収めてい必が, 各種の筋に.に記の原博:の設をあわせ応川することによ り, さら 

に優触を一片確実に防する ことができる と考え られる。

WI 総 括

() 本調査は林業試験場編「森林.土」喪調査方法 井」にいて実施したものである。

代経営区内にI現する域は大の とおりであつた。

B (乾性褐色森林土) 2%
Bi/ (ややW性の Bn 4-:域) 30%

Bn型-北域 (適潤性褐色森林土) 3%

Br 型土域(弱湿性褐色森林土) 4%

Pnr, Pnn2:壌 (ボドゾル, ポドゾル 化土壊) 13%

Pi>m 型土壤 (明ボ ド ゾル 化士壊) 47%

B1 :域(色に) 1%

花lを"材と し,なNaが:多いため. さあめてみ『で林士がないことが人きな4路S 

ある。

(・)w教高ハ優い地域ではやや縦へ地調性土嫌が、人部分を"め, 係の商いル放では州 

ポ ド ゾル 化土壊が大部分 をめている。

上訳お上びドII湖域においては洲湖抜尚5 1,100〜1,200m を界とし 上部にとして 
Pwa 殿域が分布し,下部にはとして Bいaf壊が分御して"や・ 一部に み 型,P動 

Pni, Pmu 4, BI 型等 も みられる。

三戦向およびコH木や山では湖救73約」700～800m 附を媒とし,-上部には与 して P"n 型 

土が:分布し,ド部には主としてBい型土域が分布していろ。一部にB型・ B"型・ PE型; 
Po.. Pwa 側もみら4.る. この地域は地形が急峻で岩イ i 地が多く, で-定でな"
が,局部的に は 良灯な 原化が みられる。

(8)だ然生林と各土墨の 分布状態 と olには大の よう な関係が型め らLる- 

コッヤマキ,ヒノキポ絡においては Pmm Pmi, Pmn 型:挙が多v。

ッガ——サワ ラ,・*m締においては Ba 梨式. Bv戦上機がみられる・ Pn 型土壌 

もかな り 多く みられる。

サッラ——ツガにおいては Br'型, Br 型土壊がみられ。。

広葉樹胖落においては Be 型土壊が多い。

ヒ ノキ ソ ガ,コメツガ,サワ ラ群落においては Pwm 型土壊が般も 多く,P" 型 

ﾡもかな り多く みられる。
・ノ+峠売, eノト-アスナ・昨来およびヒノキーサソラ峠においてげ Pm 型土壤

が も 多く,Pnr, Pnn4:壌 も み られる。
() ゃ戦に Bn,列, Be 型土壌の 分布地を除き,稚出の発生が北核的良«『で,野特に Bム型,

Pnr, Ppm 型上壊には良好である。
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(5) 人工林の生方と土域型との間には次の ような関係が認められる。ヒノキは Bn'型,Bp 

型,B1型等の分布地においてﾡして生がよ く,Ba 型,Pdi 型等の分布において不良である。

スギは Bn, Bp型の分イ地においてはよい生を示している。

(6) 各土壊型の分布地におけ る跡地更新については次の ような収 り扱いが: 適当 と gめ らL 
る 〇

海抜高約 1,600 m 以下の地域

全般に無笹地においては天然更新 も 可能であるが,ﾡ生地においては人工M求を行う ことが: 

適当である。また,広葉樹の混交,林女の造成ケが必・で松高1,300m 以に地にはﾡ大血 

商山 I性樹種 そ 混交 させる こと が必要 とﾡわれる。

BA 型土壌の分布地においては ッガの天然更新を主と し,補助的にアカマッを植栽するのが 

妥当と思われるが, カッ の植栽については今後の研究を要する 。

Bn' 2-:壌, Bd 型土壊等にはヒ ノキの植栽が適当 と 考えられる。

BF 型:壌には海扱75約1,000m 以.下の地では, サッ ラ または スギ を柏•期 し, それ以上の 

地ではサリフの植栽が適当 と 思われる。ただし, スギのM求につい、ては介設のGを製する。

Prr, Pmm, Pnm型:域の分地については, コウヤマキ ヒノキ群落では コウヤマキ 

をとし ヒノキ, 'ソガを混ずる天然更新をはかり,その他の群落では ヒノキを植栽するのが 

妥当と考えられる。

海抜高約 1,600m 以上の地域

この地域においてはコメツガの天然更新を主とし, トッt, ッっらい-:4lwl機間o 

植栽が適当と考えられる。

⑺ 不成績造林地の対策と して大の よ う な保市力法が必製とおえ られる。

上山沢流域の造林地には林令が增すに したがい,本来の生長を回復する tのとuや』れるが:, 

保存 にあたっては広型樹灌木の保残,林衣の設定等にっ とめ,4に2本ﾡおよび16 A開等の 

南面の傾斜地においては乾燥防止に留意すべきである。

102 林班屋根筋の乾燥による不成績地に対しては広葉樹灌木を保残し,間伐を見介わせ,ま  

たは強度のI川代を避ける等の取り払いが必と考えられる。

(8) 位触防止 については次の よ う な対策が必要と考え られる。

新 しい崩壊の発生を子Wするためには代杯町業の突行にあたつては慎派を期すべきで,4に
崩壊しやすい山地四曲面,岩石地等では強度の伐採を さけ,また, 集材および運材の際,地表 

を損傷しない よ う留意すべきである。

型作究生している崩域地に対しては"をに山Nrを施すととが«場である。な 抗 各種筋工 

にブカマツ と ヒメヤシヤブッの形Mを0川する ことが行のと考 られる。
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Shinichi HAAsI, Asahiko SumryeIE: Soils of the
YOGAWA National Forest.

(Nagano Regional Forestry Ofice)

Resume

1) The surveyed area, YOGAWA working unit (national forest) is Situatee 
on the western slope of the KISO mountain range, and has aareal extent of 
4,195ha. Elevations vary from 445 m. to 2,113m.above sea lev. Climatically 
this area belongs to temperate zone. Mean annual temperature is 132C, annue 

precipitation is 2,319mm.
Bed rock of the area is granite.
2) The slope of mountains is s。 steep, that soils are verySandy or 

and almost belong to immature Lithosols. But according to the morphological 
features of soil profiles, the soils may be classified int。 7 types and tie pei 
centage of the area occupied by each type of soils is as fo1lo"

( 1 ) B,\-soil (Dry brown forest soil-steep slope type) 2 %
( 2 ) Bn'-soil (Weakly dried Bd-soil) 30 %
( 3 ) Bn-soil (Moderately moist brown forest soil) 3
( 4 ) Be-soil (Slightly wet brown forest soil) 48
(5) Pni, Pi>n-soil (Podzol and Podzolic soil) 13%
( 6) Ppm-soil (Slightly podzolized soil) 47 %
( 7) Bl-soil (Black soil-wet) 1% .
3) Bi/-soil is the intermediate type between Bp-and Brsoils. RSパ IS 

wet type of black soil from granite and has the loamy, deeP and black A
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horizon. Morphological features of other types of soils are almost same as the 
representativeprofilesdescribedin"Report 1 and 3." or"tForest Soil Profiles."

4) The relationship between the type of soils and natural forests is as 
follows:—

PDI, Ppm, Pi)m-soils.
Sciadopitys verticillata, Chamaecybaris oblusa forest.
Chamaecyparis oblusa, Tsuga Sieboldii, Tsuga diversifolia forest.
Chamaecyparis ob. Thujopsis dolabrata forest.
Chamaecyparis ob. forest.
Chamaecyparis ob. Chamaecybaris pisifera forest.

Be-soil.
Tsga Sieboldii, Chamaecyparis pisifera, Chamiaecyparia ob. forest.
Hard wood forest.

B.-eoil.
Tsugd Sieboldii, Chaiaecyparis pisifera, Chamecyparis M/〃 sa forest.

Bi/-soil.
Tsugd Sieboldii, Chamaecyparis pisiyera, Chamecyparis obtusa forest.
Chamaecyparis pisifera, T suga Sieboldii forest.

5) Growth of artificial forest, regeneration, and the fittest planting tree 
Species for each type of soils are almost same as the tendency of OGAWA, 
working unit, described in "Forest Soils of Japan, Report 3..,

GrOwth of Cryblomeria japonica on the area of B1-soil is favorable, and 
the area of B- and Bl-soils less than about 1,000 meters above sea level, may 
be utilized for plantation of this tree.

Profile 1. Ba 型土J

Plate 1-

Profile 1.附付近の林相

第 1

Profile 2. Bd' 十ﾡ

図 版

Profile 2.「付の林相

第 2 図 版



-Plate 2

Profile 11. PDI型土ﾡ

-Plate 3-

Profile 11.附近の林相

5 図 版

Profile 10. Br型 ﾡ Profile 10.附近の林相

Profile 13. Pnm型土ﾡ Profile 13.附近の林田

6 図 版

PDm 型土壌の分布地における地床植生
Profile 13. イワウチワ (左) Profile 14. アクシバ・ イワウチワ等 (右)

第7図版第4図版



Plate 4——

Profile 15. Pdju 型土ﾡ Profile 15.「付近の林相

第8図版
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